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  第一部　ユグドラシル


  


  第一話／天使は小こ生なま意い気き


  



  　妹が蹴けっ飛ばしたサッカーボールが、勢いよくパソコンに直撃した。


  　液晶画面デイスプレイが粉砕され、仰向けに倒れたわたしの自作パソコン十七号は、呆あつ気けなくお陀だ仏ぶつ。


  「…………」


  　わたしの妹──月つく読よみるるなちゃんは、てんてんと跳ねるサッカーボールを追いかけると。


  　ちいさなお手々で拾いあげて、どこか満足そうに胸を張った。


  「あ、あの──るるなちゃん？」


  　妹の蛮ばん行こうに絶句していたわたしは、自分の膝ひざの上に置いたノートパソコンを思わず守るようにひしと抱きしめ、声をあげる。


  「部屋んなかでサッカーしたらだめ……だ、よ？」


  　言いながら、途方に暮れて自分の周囲を見回した。


  　お兄ちゃんが定期的に掃除してくれるのでわりと整せい理り整せい頓とんされていたわたしの部屋は、見るも無む惨ざんに破壊しつくされていた。


  　たくさん置いてある自作パソコンたちは倒とう壊かいし哀れな骸むくろを晒さらし、漫画本はめちゃくちゃに散らばっていて、ぬいぐるみはなぜかガムテープで壁に磔はりつけにされている。


  　すべて、わたしの妹がやったことである。


  　いくら何でもあんまりではないか、と思って遠慮がちにお小こ言ごとを述べてみたのだけど。


  　るるなちゃんはこちらを見もせずに、いつものように無反応。


  　癖くせのない月光のごときストレートヘア。


  　無む垢くなる瞳ひとみに、愛らしい顔がん貌ぼう。


  　わたしが通販で買って着せてあげている、やや一般的ではない子供服。


  　前髪の隙すき間まから覗のぞく、母の名な残ごりの貴族眉まゆ。


  　ちいさな、まだ年とし端はもゆかぬわたしの妹は、天使のように可愛かわいらしい。


  　やってることは悪魔みたいだけど。


  「…………」


  　るるなちゃんは「チッ」と舌打ちをすると、どこからともなく金属バットを取りだして、豪快にフルスイングで素振りを始めてしまった。


  　その風圧で置きっぱなしだったフィギュアとかが薙なぎ倒され、あるいは殴なぐりつけられておおきく吹っ飛び、すでに割れている窓から外に飛びだしていった。


  「るるなちゃん！」


  　何でそんなことするのか、意味がわからない──哀しくて、わたしは思わず声を荒らげた。


  　けれど妹はちいさく眉まゆ根ねを寄せると、鈴の転がるような可愛かわいらしい声で。


  「お姉ねえちゃん、うるさい。静かにして」


  　と言った。


  　わたしは「う、うん。ごめんね……？」と逆に謝ると、しょぼんとする。


  　どうして、こんなことになってしまったのか。


  　るるなちゃんは、破滅に向かいゆくこの世界に残された唯一の希望たる『対抗兵器』だ。


  　あらゆる『神々』を喰くらい無限に進化しつづける月読日留女闇の聖母と戦うためにこの世に生をうけた、かけがえのない救世主。


  　お母さんの生まれ変わりでもあるし、もちろん大事な妹だからと──めいっぱい甘やかして育てたのがよくなかったのか。


  　最近のるるなちゃんは、『クソガキ』と呼ぶしかない感じになっていた。


  　何が気に食わないのか、部屋のなかで大暴れし、触れるものすべて傷つけた。


  　ほとんど赤ちゃんである彼女はゆっくりと自我を芽生えさせ、すこしずつ喋しやべってくれるようになったけれど、口を開けばでてくるのは罵ば詈り雑ぞう言ごんばかり。


  　物腰も、実に険悪である。


  　わたし自身も、妹にどう対応すればいいのかわからない。


  　わたしだって、ずっと甘やかされてきた。


  　どの面つらさげて、『良い子になりなさい』なんて言えるのか。


  　叱しかられたことがないから、叱りかたがわからない。


  　というか、こちらが『今日こそはガツンと言ってやるんだ』と身構えると、それを妹は敏感に察して涙目になり、小動物のようにふるふる震ふるえるので。


  　ごめんねごめんねるるなちゃん大好きだよう──と抱きしめてあげちゃったりして、けっきょく強気な態度にでられない。


  　手玉に、とられている。


  「あの、るるなちゃん？」


  　なぜか執しつ拗ように本棚を打撃している妹に呼びかけたけど、「…………」と無反応。


  　最近はすこしはお喋りしてくれるようになったけれど、実際の年齢的には赤ちゃんだから口調もたどたどしいし、基本的に無口な子なのだ。


  　自己主張をしない難しい妹に、わたしは恐る恐る呼びかける。


  「えぇっと、お部屋のなかではあんまりスポーツ的なことはしてほしくないというか──ほら、お姉ちゃんとゲームしよっ？」


  　ゲーム機から伸びたコントローラを片手に呼びかけてみたが、お返事がないどころか、また「チッ」とあからさまに舌打ちをされてしまった。うう……。


  「るるなさんは、ゲームとかより身体からだを動かすほうが好きなんだと思いますよ」


  　不意に、声が響く。


  　見ると、身体を折りたたんだお兄ちゃんが本棚の一段に収納されていた。


  「走り回ったりするほうが、健康的でいいとは思いますけどね。ほら、鎖さ々さ美みさんが風か邪ぜひいてる間に預けられていたおうちでは、のびのびとサッカーとかして遊んでたみたいですし──それで活動的な性格になっちゃったんだと思いますよ」


  　あぁ、なるほど。


  　わたしはつい先日、けっこう深刻な体調不良に陥おちいり、一時的に妹のるるなちゃんを邪や神がみ三姉妹とか『月つく読よみ神社』のひとたちに預かってもらっていたのだ。


  「でも実際、るるなちゃんはふつうの子供じゃないもん──お外をふらふら遊び回らせるわけにもいかないじゃん」


  　しきりに投げキスをしてくるお兄ちゃんを無視して、わたしは溜ため息いきをつく。


  「この部屋は、霊的な結界を敷いてるからわりと安全なはずなんだよ。……だからるるなちゃんゲームしよ、おとなしくお利口さんにしてまちょう～ね？」


  「…………」


  　るるなちゃんは聞いているのかいないのか、内に秘めたストレスをぶつけるように、がんがんっ、と壁を蹴けっている。


  　それを眺めつつ、わたしは溜息をつく。


  「どうしたもんかな──わたしも体調が戻ってきたし、そろそろ登校したいんだけど」


  　ちなみに、しばらく学校は休んでいる。


  　いいかげん、出席日数もやばいのだけど。


  　けっきょく三年間で合計してもほとんど学校に行ってないんじゃないかな、わたし。


  「学校に行ってる間、るるなちゃんはどうしよう──やっぱり一緒につれていくしかないのかなあ。それか、玉たま藻もの前まえさんとか『月読神社』のひとに預かってもらうとか」


  「がっこう」


  　不意に、るるなちゃんが声をあげた。


  　それこそ赤ちゃんの、ちいさな自己主張、おくびみたいに。


  「え？　るるなちゃん、何か言った？」


  　驚いて視線を向けたが、るるなちゃんは押し黙ってしまって。


  　もじもじ、と身体を揺すっている。


  　行動はややアクティブになったけれど、いまだ感情を示す方法を知らない、生まれたての──わたしの天使ちゃん。


  「あっ、もしかして」


  　わりと察しがいいお兄ちゃんが、思いついたように。


  「るるなさん、学校に通ってみたいんじゃないですか？」


  「…………」


  　るるなちゃんが顔をあげて、よちよち、と歩くとお兄ちゃんの腕を抱かかえて頭のてっぺんを擦こすりつける、謎なぞの感情表現をした。


  「るるなちゃん」


  　わたしは妹にそっと歩み寄ると──しゃがみこみ、顔を近づけて。


  「暴れてもいい。わたしを嫌いになってもいいよ。でも、大事なことは隠さないで──ちゃんと言って。お願い」


  　せいいっぱい真ま面じ目めに、告げる。


  「わたしは、ずっとそれができなくて──がんばって、がんばって、がんばって、何の意味もなかったよ。ひとりで抱えこんで、意地を張って、疲れちゃっただけだよ。わたしは、お姉ねえちゃんとしていろいろ足りないかもしれないけど。だからこそ、実家にいたころのわたしと同じ失敗を、るるなちゃんに繰りかえしてほしくないよ」


  　るるなちゃんが、顔をあげる。


  　新月みたいな、無む慈じ悲ひな瞳ひとみ。


  「何でも言って、何でも受けいれてあげる。あなたは、自由なんだから。それを邪魔するやつがいたら、わたしとお兄ちゃんがぶっ飛ばしてあげる。だからお願い、ちゃんと言って。るるなちゃんの、言いたいことを言って」


  「…………」


  　るるなちゃんはわたしを真っ直すぐに見つめたまま、すこし考えこんで。


  「お姉ちゃん」


  　やがて意を決したように、わたしを呼ぶと。


  



  「わたし、学校に通ってみたい」


  



  


  第二話／お姉ちゃんは心配性


  



  　翌朝。


  　わたしは自分の部屋で、るるなちゃんを「万歳」させて服を脱がしていた。


  「はい、動かないでね」


  　言いながら、絹けん布ぷのようにつやつやすべすべのお肌にそっと指を這はわせる。


  　るるなちゃんの願いを聞きいれたわたしは、さっそく全霊力を結集して『改変』し──近所にある私立岩いわ永なが小学校への転入、その手はずを整えてあげた。


  　あぁ、こんな愛らしい天使ちゃんを猿山のごとき小学校（偏見。わたしは小学校に通ったことがないし）に送りこまなくちゃいけないなんて……。


  　るるなちゃんは「自分で着れる」と主張してもがもがと服のなかでもがいている。


  　長い髪の毛が服の隙すき間まから垂れさがり、お化けみたいである。


  「変な意地張らないで。ほら、この程度はさせてよ」


  　苦笑しながら、わたしは手助けする。


  「るるなちゃんはさ、まだ赤ちゃんなんだから──できないことがあっても、べつに恥ずかしくないよ。わたしだって、自分で着替えられるようになるには長い年月を要したもん」


  「…………」


  　るるなちゃんは不満そうに、むっつりと押し黙ってしまった。


  　わたしと一緒にされたのが嫌いやだったのかな。


  　この子、拗すねると喋しやべらなくなっちゃうんだよな。


  　だから何を考えているかわからないし──どうしてるるなちゃんが『学校に通いたい』なんて言いだしたのかも、不明のまま。


  「はい、ランドセル」


  　どうにか着替え終わったるるなちゃんに、新品ぴかぴかのランドセルを背負わせる。


  「教科書とかはまだ揃そろってないから、クラスメイトにでも見せてもらってね」


  　ちなみに、ランドセルも子供服も通販で買った。


  　通販のプロフェッショナル（？）であるわたしには朝飯前である。


  　華きや奢しやなるるなちゃんはランドセルの重みに「ふらり」とよろけていたが。


  　むふん、と姿見の前でどこか満足げに中二病ポーズ。


  　艶つや々つやの長い髪。


  　メルヘンちっくな子供服。


  　ちいさな背丈には不似合いな、まるで蝸牛かたつむりのようなおおきなランドセル。


  「キャー！」


  　あんまりにも愛らしかったので、わたしはるるなちゃんに抱きついて全力で頬ほおずり。


  　何てきゃわいいのわたしの妹は──やっぱり小学校になんて行かせたくないっ、一生わたしのお部屋に大事に保管しておきたい……！


  　ハァハァと息を荒らげているわたしを、るるなちゃんは心底キモそうに肘ひじで「ぐいぐい」と押しのけて。


  　さっさと、部屋の出口へと向かってしまう。


  「あ、るるなたん──行ってらっしゃい、気をつけてねっ。何かあったらすぐ連絡してね、どんな優良会社のカスタマーセンターよりも迅じん速そくかつ丁てい寧ねいに対応するからね！」


  「…………」


  　るるなちゃんは無視なので、わたしは追いすがる。


  「あぁ、ちょっと待って！　やっぱり初日ぐらい一緒に行こっ？　小学校の下見もしてないから、まだ場所とかよくわからないでしょっ？」


  「…………」


  　るるなちゃんは、溜ため息いきをつくと。


  「心配しないで。わたし、お姉ねえちゃんとちがって方向音おん痴ちじゃないから。迷子になんてならない。と思う。たぶん。がんばる」


  　ぐっ、と拳こぶしを握りしめて主張する妹である。


  　わたしは「ぺたん」と室内に腰をおろして、白いハンカチをひらひら振った。


  「わかったよ。でもいつでも遠くからお姉ちゃんはるるなちゃんを見守ってるよ──車には気をつけてね、知らないひとに声をかけられてもついてっちゃだめだよ、何か必要なものがあったらお姉ちゃんが国家予算だろうがモアイ像だろうがもぎとってくるからね！」


  「いらない」


  　素そっ気けなく告げると、るるなちゃんは迷いのない足取りで遠ざかっていってしまう。


  　階段をおりるあたりで、ふと思いだしたように。


  「行ってきます」


  　きちんと挨あい拶さつできる、変なところで躾しつけのゆきとどいたわたしの天使ちゃん。


  　軽妙な足取りで階段を二段飛ばし、玄関で子供靴ぐつをはいて「けんけん」している。


  　扉を開いて、陽光ふりしきる屋外へ。


  　でも、世間はいつでも危険でいっぱい。


  　お姉ちゃんは心配だよ。


  　心配……。心配……。


  「…………」


  　るるなちゃんが「チッ」と舌打ちすると、長い髪を舞わせてくるりと振り向いた。


  「ついてこないで」


  　わたしは寝ね間ま着き姿のまま、つい本能的にるるなちゃんの後方三メートルぐらいの位置にぴったり陣取っていた。


  　るるなちゃんが一歩動くごとに、一歩前へ。


  「お姉ねえちゃんも学校でしょ」


  「うう」


  「いいかげん、妹離れしなさい」


  「ううう……！」


  　わたしは辛抱たまらなくなって、るるなちゃんに駆け寄ると抱かかえこんだ。


  「やだよ！　やっぱり行かないでよ！　お姉ちゃんを置いていかないで！　ずっとわたしだけのるるなちゃんでいて～！」


  「うざい」


  　るるなちゃんが捻ひねりのきいたボディブロウをねじこんできた。げふう。


  「ふふ……ふふふ……」


  　へたりこんで咳せきこんでいると、いつのまにか我わが家の門もん塀ぺいのうえに怪しげな影が。


  　当然、それはいつものスーツ姿で腕組みし、顔はライバルキャラちっくな仮面で隠した変態──お兄ちゃんである。


  「計算どおり……！　このままるるなさんに拒絶されつづけた傷心のささみさんは、真実の愛を求めてお兄ちゃんのもとへ帰ってくる……！　僕はそれを優しく包みこんであげればいいだけ、ふふふふ！」


  　決めポーズをとって、お兄ちゃんは高らかに。


  「るるなさんを自立させることで、労なくささみさんをお兄ちゃんとのイチャイチャ空間に引きずりこむことができるというわけですよ！　ちなみにイチャイチャ空間ではお兄ちゃんの能力は三倍に跳ねあがります！」


  　無視して。


  　わたしは遠ざかっていくるるなちゃんに手を伸ばしながら、めそめそと啜すすり泣く。


  　あぁ、この世の終わりだ……。


  　でも、わたしは諦あきらめない。


  　踵きびすをかえして、なぜか両手を広げてカモンカモンしていたお兄ちゃんを蹴けり飛ばす。


  　ダッシュで玄関に戻り、スリッパをはいて二階へ。


  　かろうじて破壊されていないノートパソコンを膝ひざのうえに置いて、ヘルメット状の『お兄ちゃん監視ツール』改め『るるなちゃん監視ツール』をかぶる。


  　いつでも見守っている、と言った──それは嘘うそじゃない。


  　お姉ねえちゃんは、三百六十五日二十四時間るるなちゃんを眺めているからね！


  



  
    ＠　＠　＠

  


  



  　わたしたちの暮らす天あめ沼のぬ矛ぼこ町は、ごく平凡な住宅街だ。


  　都会に比べたらちょっと田舎、といった風景のなかにたくさんの家々が立ち並び、駅前以外はほとんど発達していない。


  　公園や学校が多くて、平和でのんびりした雰囲気。


  　まぁ、わたしたちが暮らしているせいか神話的な事態に巻きこまれやすい土地柄ではあるものの、基本的にはのほほんとした雰囲気である。


  　そんな没個性な建て売り住宅が並ぶ町並みを、やたらと目立つ女の子が歩いている。


  「ちゅう～♪　ちゅうっ♪　たっこ♪　か～いなっ♪」


  　妙なことを言いながら両手を元気よく動かしているのは、邪や神がみ三姉妹の三女たま。


  　気の抜けるような言動とは裏腹に──絶世の美女、という表現が相応ふさわしい見た目である。


  　黄金を溶かしたような髪の毛は長く、彼女が動くごとに煌きらめきながら波打っている。


  　その白い肌も、陽光を反射して眩まぶしいほど。


  　何かの映画の主演女優のように、演出されているかのように、ただ歩くだけで絵になる。


  　けれど、その頭のうえではサッカーボールが「てん、てん」と跳ね、背中では元気いっぱいにランドセルが揺れている。


  　今どきの子供に比べても仕草が幼すぎる彼女は、現役の小学五年生なのだ。


  「何で『たこ』なんだろ？　たこさん、ちゅっちゅ～♪　あはははははっ♪」


  「言ってる意味も何で笑ってるのかもわからないのよ、たまちゃん」


  　何もかもを諦あきらめたようなつっこみをいれたのは、たまの横を姿勢正しく歩く、こちらはごくふつうの小学生だ。


  　たまの頼れるクラスメイト──櫛くし名な田だ希のぞ美みちゃんである。


  　がっちり結わえた三つ編みを肩から垂らし、『神々』の事情に関わることで近眼が治って晒さらされた素顔は、かなり可愛かわいらしい。


  　歩幅のおおきなたまに、置き去りにされないようがんばって小走りで追いついて。


  　希美ちゃんは重たそうにランドセルを背負い直しながら、問うた。


  「何か今日はいつになく上機嫌だけど、いいことでもあったの？」


  「え～？　うふふ～、聞きたい～？」


  　内緒だよ、というように、たまは口元に両手を添えて忍び笑いをすると。


  「あのね～、たまね～、えっとヴィシュヌおばちゃん？　シヴァおばちゃん？　からね～、ぷれぜんとしてもらったんだおっ♪　何かね～、ほくお～神話がね～？　しゅうまつのけものがね～、たまなのっ！　たま、わんちゃん！　わんわん！」


  「よくわからないけど、関わったら面倒くさそうだからスルーするのよ」


  　溜ため息いきをついて、希のぞ美みちゃんは『神々』の事情に巻きこまれるのにはうんざりなのか、慌あわてて話題を変えるように。


  「たまちゃんには、もはや何を言っても無駄な気がするけど──道路を歩きながらリフティングするのはやめなさい、交通事故に遭っても知らないのよ」


  「たま、車にぶつかってもへいき！」


  「車のほうを心配してるのよ、まったく」


  　酷ひどいことを言う親友に、たまは「褒ほめられた！」という表情でご機嫌。


  「あのね～、こないだね～、おじちゃんとね～」


  　子供っぽく脈絡のないことを言いながら、ふと気づいて「あわわ」と目を丸くすると。


  「あぶないあぶない、おじちゃんがまだ『根の国』に帰ってないの、希美ちゃんには秘密なんだった。たま、約束守る子。何も言ってないよ～、ごふんごふんっ！」


  　わざとらしく咳せき払ばらいするたまに、希美ちゃんは「？」と怪け訝げんそう。


  　たまが言う「おじちゃん」というのは、日本神話でも屈指の知名度と人気を誇る『英雄神』スサノヲのことだろう。


  『太陽神アマテラス』にとっての弟であり、『根の国』の王だ。


  　彼のかつての妻であるクシナダヒメこそが希美ちゃんの前世であり、何度もそのせいで希美ちゃんはスサノヲに求愛されたり、もろもろ迷惑をこうむっている。


  　彼は『地獄ドッジボール』と名づけられた騒動のなかで、希美ちゃんがおとなになるまで関わらないと約束し、『根の国』に帰ったはずなのだが。


  　まだ何かしらやり残したことがあるらしく、しれっと天あめ沼のぬ矛ぼこ町をうろついている（さすがに約束を果たしてないのが気まずいのか、希美ちゃんには遭遇しないようにしているが）。


  　たまは右肩、頭、左肩、と順番にサッカーボールを跳ねさせる、器用なことをして。


  「えっとね、とにかく──こないだサッカーして遊んだのっ、るるなちゃんも一緒に♪　それから、サッカーがたまのマイブームなの！」


  「るるなちゃん？　ってあの鎖さ々さ美みお姉ねえさんの妹さんよね？　ふうん、仲いいのね？」


  　べつに気にしないけど～、という表情で希美ちゃんはくちびるを尖とがらせて。


  「ていうか、前からたまちゃん、けっこうサッカー好きよね。よく昼休みとか放課後とか、男子と一緒にやってるじゃない？」


  「えへん、たまはリベロなの！　むしろファンタジスタなの～♪」


  「意味がわからないのよ。ていうか、小学五年生にもなって男子と泥だらけになって遊んでるの、たまちゃんぐらいよ？　女の子っぽい遊びには興味ないの？」


  「ん～、身体からだ動かして遊ぶほうが好きだお？　むしろ希美ちゃんたち、何で男の子とは遊ばないの？　たま、いつも男の子のなかに女の子ひとりで寂しいお！」


  「思春期ってやつよ、色々とこの年頃の女子は面倒くさいのよ」


  「希のぞ美みちゃんは何でも知ってるなあ」


  「何でもは知らないのよ。……ん？」


  　雑談をしながら歩いていた仲良しふたりの正面に、何かが転がっている。


  　ぎょっとして、希美ちゃんは「ひっ」と息を呑のんだ。


  　それは、ひと抱かかえもありそうな──謎なぞの球体だった。


  　漆しつ黒こくで、表面はつるつるとしている。


  　金属のようだけど、液体のような深みと奥行きがある。


  　平凡な町中に転がっているにはえらくシュールな、得体のしれぬ物体である。


  　たまは「ぽかん」と口をあけて、そのへんで拾った棒きれでその球体を「つんつん」と突き始める。


  「なぁに、これ？　変なの～、あははっ♪」


  「た、たまちゃん！　正体不明のものをつんつんしちゃだめ！」


  　希美ちゃんが慌あわてて、何も考えてないたまの手を掴つかむと、豪快に引きずっていく。


  「関わったら面倒くさそうな気配がするのよ、こういうものはスルーするのが賢い生きかたってやつなのよ！　いいかげん学習しなさい、たまちゃん！」


  「わあ、希美ちゃん、おっとな～♪」


  　感心しながらも、たまはどうしても気になるらしく、体重の軽い希美ちゃんを「ひょい」と持ちあげるようにして球体へ近づくと。


  　胸元を強調するように腰を折って、じっくり観察。


  　くんくん、とどうぶつのように匂においをかいで。


  　ぺろっ♪　とその球体を舐なめた。


  「ちょっ、何してるの、たまちゃんっ？　道に落ちてたものを舐めちゃだめなのよっ！」


  「んん～、どっかで見た覚えがあるんだお──何だっけ、これ？」


  　球体の表面を麗うるわしい指先でさすりさすり撫なでて、もういちど「ぺろっ♪」として。


  「この味は──もしかして、るるなちゃん？」


  　すると、球体がその問いを肯定するように、がたごと動いた。


  　間もなく生まれる、卵のように。


  「え、これ──るるなちゃんなの？　どういうこと？」


  「あ～、たしかこれ前にママりんが立てこもった天あまの岩いわ戸と──日本神話最強の防御壁、とかいうのに似てるお。かなり、ちっちゃいけど」


  　思いだし思いだし、たまは語った。


  　たま、よく覚えてたなと思うけど（いや以前から説明が苦手なだけで、いちど記憶したことはあんまり忘れない、物覚えのいい子だけど）。


  　たしかにそれはわたしが『最高神のちから』をもっていたころ、デブってしまったのを恥じて引きこもったとき発生した、日本神話最強の防御壁──天あまの岩いわ戸とにそっくりだった。


  『最高神』の外界に関わりたくない、という気持ちの具現化で、理論上──日本神話に属するものでは突破できない、拒絶そのものである。


  　けれど『次世代神』であるたまは、そんな『最高神』のちからそのものである天岩戸すら捕食し、破壊できる。


  　以前のときもそうだったし、今回も手刀をつくって「えいっ☆」とスイカ割りのようにかんたんに真っ二つにした。


  　その内部から、ほんとに卵から孵かえった雛ひなのように、るるなちゃんが顔をだす。


  　カリメロみたいに天岩戸の殻から（？）を頭にのせて、るるなちゃんは眩まぶしそうにたまを見あげると、ちいさく小首を傾かしげた。


  　つやつやの髪の毛が、揺れる。


  「わ～いわ～い、やっぱり──るるなちゃんだっ♪」


  　たまは嬉うれしそうにるるなちゃんを抱きあげると、ぐるんぐるんと回転する。


  「ほぉら、るるなちゃん！　高い高い～、いないいないばぁっ♪」


  　あやしてあげると、るるなちゃんは赤ん坊の本能的に「きゃっ、きゃっ」と楽しそうにしていた。仲良しだなあ……。


  「るるなちゃん、こんなところで何してるの～？」


  　抱っこしたげるね、とちいさなるるなちゃんの腰のあたりに手を回して、ぬいぐるみのように確保するたまである。


  　気持ちよさそうにそれを受けいれながら、るるなちゃんはたまの胸元に顔を埋うずめて「…………」と無言。


  「あれ、るるなちゃん──ランドセル背負ってない？」


  　親子のように寄り添っているふたりを、何だか面白くなさそうに眺めていた希のぞ美みちゃんが、目ざとく気づいて指摘した。


  　実際、るるなちゃんの背中では新品のランドセルが揺れている。


  「あ、ほんとだ～☆　るるなちゃんも、しょうがくせいになったの？」


  「…………」


  　たまの問いに、るるなちゃんはどこか誇らしげに頷うなずく。


  「やったぁっ☆」と無邪気にそれを祝福し、たまが再びくるんくるんと回転し始める。


  「嬉しいなっ、これからは学校でもるるなちゃんと一緒っ♪　たま、先輩だから、おねえさんだから！　うふふっ、いろいろ教えてあげるお～っ♪」


  　どうも、たまはお姉ねえさんぶるのが嬉しいらしい、末っ子だから。


  　まぁ、るるなちゃんが小学校にいる間、たまや希のぞ美みちゃんが相手してくれるならわたしも助かるけど。


  　こうして早めに遭遇できたのは、ラッキーである。


  「これから、よろしくねっ──るるなちゃん♪」


  　混じりっけなしの笑顔で言われて、るるなちゃんは嬉うれしそうに、すりすり、と密着しているたまの胸元に頬ほおを擦こすりつける。


  「…………」


  　それを、希美ちゃんが何だか不満そうに眺めている。


  　まぁ和なごやかでいいなとは思うけど、いったいぜんたい、何でるるなちゃんはちいさな天あまの岩いわ戸と（？）に収納されてたんだろ。


  　天岩戸がこちらの干渉を遮断するので、『るるなちゃん監視ツール』では認識できなくなっていて、事情がよくわかんない。


  　何やら不穏なものを抱かかえつつも、るるなちゃんの小学校生活が幕を開ける。
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  「──ふうっ」


  　おおきく息を吐いて、わたしは『るるなちゃん監視ツール』を取り外す。


  　静電気と湿気で、髪の毛がふわふわとする。


  　ものすごい勢いで画面をガン見していたのと、最近はあんまり監視ツールを使っていなかったので、疲れて目がしぱしぱする。


  　とりあえず今のところ、たまや希美ちゃんに任せていれば安心かな──るるなちゃんが団子虫みたいに天岩戸をまとっていた理由は気になるけど、とりあえずは妹の小学校生活は順調に幕を開けたって感じだ。


  　ちなみに、わたしも久しぶりに桜こノの花はな咲さく夜や学園に登校していた。


  　るるなちゃんが自宅を出発した、その後である。


  　安あん堵どして、わたしは『三年心組』の自分の教室で──かがみを真ま似ねして持参した枕まくらを取りだすと、そこに頭を埋うずめてごろごろ……。


  　一仕事終えた気分で、微睡まどろんでいたのだけど。


  「こら寝るな」


  　横から、ほっぺたを「むにっ」と引っぱられる。


  　見ると、こちらを覗のぞきこんでいるのは蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんだ。


  　今日も見み目め麗うるわしいわたしの友達（と呼んじゃう）は、腰に手を当て気遣わしげに、わたしのおでこにその手のひらを押し当てて。


  「まだ体調悪いの？　だいじょうぶ？　べっ、べつに心配なわけじゃないけど！」


  　またツンデレしている。


  　近ごろ情雨じようちゃん優しいな──こないだ体調崩したときもお見舞いにきてくれて、風か邪ぜ薬ぐすりとかくれたもん。


  　あぁ、そのときのこともちゃんと聞こうと思ってたんだ。


  「だいじょうぶ、ヴィシュヌ──シヴァがやんちゃしたせいで体調が崩れたけど、今は休眠してるおかげで霊的にも安定してるし、体調はばっちり戻ったから」


  「じゃあ何であんた寝てるのよ。ヴィシュヌはがんばったぶんだけお休みしているわけであって、あんたはがんばってないでしょうが。まったく、どいつもこいつも──」


  　ぼやきつつ、情雨ちゃんがちらりと一いち瞥べつした先、わたしの隣の席では。


  　邪や神がみ三姉妹の次女、かがみが爆睡していた。


  　いつも何でだか眠そうな彼女だけど、今日はずっと熟睡している。


  　朝のＨＲで点呼をとられたときも、何の反応もしなかった。


  　窓から吹きこむそよ風に、かがみのきれいな黒髪がそよそよと流れている。


  　かがみが寝てるのはいつものことだけど、今日はまたいちだんと起きる気配がない。


  「まぁ、疲れてるんでしょ」


  　情雨ちゃんが、くちびるを尖とがらせて。


  「ヴィシュヌ＝シヴァの起こした騒動──歴史の『改変』にまつわるあれこれのなかで、ぎょ～ちゃんはその身に宿した『神器ヤタノカガミ』を濫らん用ようしたからね」


  　情雨ちゃんは、かがみのことを最近『ぎょ～ちゃん』と呼ぶ。


  「歴史は完全に元通りになったわけじゃないわ。ううん、何とか元のおおきな流れに戻すために応急処置をしただけよ。そのなかで、ぎょ～ちゃんの『神器ヤタノカガミ』＝『改変』のリセット能力を何度も使わせてもらったからね。そのぶん消耗してるのよ、たぶん」


  　わたしはまだ詳しく事情を聞いていないからよくわからないけど（どうも情雨ちゃん的には、いつも『宿命のライバル』と呼んでいるわたしのためにがんばっちゃったのが、気恥ずかしいみたいだけど）歴史の『改変』にまつわる印イン度ド神話の『破壊神』シヴァとの戦いは、ほんとに紙一重で乗りこえられた難事だったらしい。


  　その残した疵きず痕あとと影響は、けして少なくはない──かがみが普段よりおねむなのは、そのせいなのだろう。


  　和なごやかな日常がつづいている気がするけれど、時代はいまだ終末──あらゆる『神々』に危機が訪れ世界に亀き裂れつが走った末世だ、油断はできない。


  「ま、いいわ」


  　情雨ちゃんは華麗に髪をかきあげて、言ってくれる。


  「何事もないなら、それがいちばんよね──あんた、学校休みすぎて授業についていけてないんだから、他のことにかまけて落第とかすんじゃないわよ？」


  　言い捨てて去ろうとする情雨じようちゃんの手のひらを掴つかんで、わたしは左右にふる。


  「そういうわけにはいかないんだよ～。情雨ちゃん～、聞いてよ～。ちょっと困ったことになってるんだよ～」


  「あんたは、何でそう次から次へと面倒な事態に巻きこまれんのよ？」


  　呆あきれたように言う情雨ちゃんだけど、わたしもできれば平穏に何事もなく暮らしたいよ。


  　ともあれ、わたしは妹が『小学校に通いたい』と言いだして実際に登校もしてしまったことについて、情雨ちゃんに説明した。


  　情雨ちゃんはるるなちゃんに好意的だから、何かあったらちからを貸してくれるはずだ。


  「ふぅん。そんな事態になってんのね」


  　情雨ちゃんは立派なお胸のしたで腕を組んで、溜ため息いきをついた。


  「まぁ、いいんじゃないの？　ずっとあんたの部屋に閉じこめておくわけにもいかないでしょ、何かあったらあたしたちが対応すればいいんだしね？」


  　それはそうだ。


  『月つく読よみ神社』にずっと隔離され、不自由な身の上が嫌いやで逃げだしたわたしが、るるなちゃんを閉じこめておくなんてのは道理が通らない。


  　わたしは膝ひざの上に置いた『るるなちゃん監視ツール』をもちあげて、苦笑いする。


  「だから、こうして何かあったら即座に飛んでいけるように、観察してるんだよ」


  「あんた、まだその怪しげな機械をもってたのね。プライバシーってもんがあるんだから、たいがいにしなさいよ？」


  　机のなかに収納したノートパソコンに繋つながったそれを、情雨ちゃんが物珍しげに眺めて手にとり、自分でかぶった。


  「でもまぁ、便利な代物ではあるわ。今どんな状況になってるの？」


  　情雨ちゃんの顔が近づいて、その吐息がわたしの頬ほおに触れる。


  　落ちつかない気分になりながらも、わたしはノートパソコンを操作して映像を表示。


  「まぁ、とりあえずは平和な感じだよ──登校中に、たまや希のぞ美みちゃんに会えたのがよかったみたい。いちおう、編入生って扱いで、たまたちと同じクラスに入れてもらったし」


  　知りあいがいたほうが、るるなちゃんも安心かな、と思っていきなり五年生のクラスに編入させたのである。


  　授業内容的には厳しいかもしれないけど、生まれたてのるるなちゃんにとっては一年生も五年生も等しくついていけないだろうし。


  　ならば、身の安全を優先したほうがいい。


  　るるなちゃんが勉強を目的にして学校に通い始めたとはあまり思えないし、まずは学校生活をエンジョイしてもらう方向で。


  　あんまりにも授業についていけないようなら、後であらためて考えればいい。


  　世界を『改変』できるわたしたちには、ある程度の無理は通せる。


  　甘やかして、庇ひ護ごして、るるなちゃんに幸せになってもらえるよう善処するだけだ。


  「今は、とりあえず何事もなく編入生として迎えいれられたみたい。るるなちゃん、小学五年生にしてはちっちゃすぎるけど──うまく『改変』できたみたい、怪しまれて騒ぎになってはいないし」


  　るるなちゃんは無愛想だけど、まぁ『ただの人間には興味ありません！』とかの問題発言をすることもなく、わりとスムーズに受けいれられたみたいだ。


  　るるなちゃんが転入した私立岩いわ永なが小学校は平和な校風だし、クラスメイトたちも善良だ。


  　編入初日だから、まだ互いにたしょうの遠慮はあるみたいだけど。


  「心配なのは、るるなちゃん近ごろ小悪魔っぷりに磨きがかかってきたから、誰かと喧けん嘩かとかになりそうな気がしてるってとこ」


  　そのへんの人間関係も、『改変』でどうにかするかもだけど。


  　いつまでも『改変』に頼りっぱなしでは、何の意味もないし──寂しい。


  「どうしよう、学校をシめてる番長に『生意気な新入りめ！』って喧嘩売られたり、性欲のかたまりのような小学生男子にセクハラされたりしたら……。まぁ、そんな事態になったら小学校を絨じゆう毯たん爆撃してくれるように『月つく読よみ神社』のお父さんと弥み火かちゃんに話はつけてるけど」


  「あんたら、過保護すぎ。そうやって甘やかすから、るるなちゃんが思春期をこじらせてちょっと捻ひねくれた性格に育っちゃったんでしょうが」


  　情雨じようちゃんの呆あきれたような言葉には、ぐうの音もでない。


  　でも、わたし自身が強く束縛され抑圧されて育ったから、るるなちゃんには自由にのびのびと成長してほしいと思ったんだ。


  　それが裏目にでてる感じだけど。


  　子育ては難しい。


  「ぷはっ」


  『るるなちゃん監視ツール』を外して、情雨ちゃんが目元を擦こすった。


  「これ、けっこうキツいわね──情報量が多すぎるわ、目が悪くなりそう……。あんた、よくこんなのずっとかぶってて平気ね？」


  「まぁネトゲとかで慣れてるから。目薬、いる？」


  　目薬を貸してあげると、情雨ちゃんは何だかもじもじしてから素直に受けとりつつ。


  「まぁいいわ、何かあったら言いなさいよね。見てて、はらはらすんのよ。あんたは、ひとりじゃ何にもできないんだから」


  「ありがとう、情雨ちゃん」


  　嬉うれしくて素直に言うと、情雨ちゃんは「か、勘違いしないでよね！　るるなちゃんのためなんだから！」と期待どおりの反応をし、大事そうに目薬を手のひらに抱えたまま、顔を真っ赤にして自分の席へ向かってしまった。


  　予鈴が鳴る。


  　さぁ、わたしも妹の心配ばかりしてられない──お勉強をがんばらなくっちゃ。


  　わたしは、いつの間にやら高校三年生で受験生なのだ。


  　楽しくも騒がしい高校生活は、あとちょっとなのだから。
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  第三話／世界樹の迷宮


  



  　そのころ。


  　私立岩いわ永なが小学校でも、のんびりとした時間が流れていた。


  　今は、まだ。


  「………♪」


  　転校生としての挨あい拶さつもつつがなくこなして（いや、るるなちゃんは相変わらず無言だったけど、たまや希のぞ美みちゃんがフォローしてくれた）先生や生徒たちも「ちょっと内気な子なのかな？」というぐらいで優しく受けいれてくれて、わたしの妹の小学校生活は事故もなくスタートした。


  　るるなちゃんが何を思って「小学校に通いたい」などと言いだしたのかは不明なまま、彼女はあくまでマイペースに、自分のやりたいことをやっていた。


  　具体的に言うと、たまの背中にべったりとフジツボのように貼はりついて、おんぶされるかたちになって動かなくなってしまった。


  　おおきなたまの背中に、全身でへばりついて、微動だにしない。


  　るるなちゃんは赤ちゃんぽく、そばにいる誰かに抱きつく癖くせがあるのだ。


  　本気でぜんぜん動かないので、わたしも観察するのにさすがに徒労感をおぼえて、一時的に『るるなちゃん監視ツール』を取り外していたのだけど。


  　ともあれ小学校は平穏無事に、朝の風景を見せている。


  　ちいさな、ごちゃごちゃとしたカラフルな教室。


  　平仮名が多い標語つきのポスターや、連絡事項のプリント。


  　クレヨンで大胆に描かれた似顔絵がいっぱい貼られている。


  　机にはランドセルがぶらさげられ、そこからリコーダーがつきでている。


  　小学生たちは姦かしましくお喋しやべりしたり、取っ組みあいをしてじゃれあったり、携帯ゲームをやったりしている。


  　そんな喧けん噪そうに満ちた教室のなか、教壇のすぐ正面の席で、生き真ま面じ目めに教科書やノートを用意した希美ちゃんが──「ちら、ちら」と心配そうに後方を気にしている。


  　その視線の先、教室のいちばん後ろにはだらりと机に寝そべったたまがいる。


  　デカい彼女は黒板を見るときなどに邪魔なため、最後列に配置されたのだろう。


  　その背中にはるるなちゃんが引っついて、もぐもぐとたまの髪を食はんでいる。


  　そんな仲なか睦むつまじい（？）どうぶつの親子のようなふたりを見て、希美ちゃんは複雑な気分になったのか、ちょっと迷うようにもじもじしてから。


  　意を決して立ちあがると、歩み寄って。


  「その、るるなちゃん」


  　半分寝ているように目を閉じていたるるなちゃんのほっぺを「ぷにっ」と突いた。


  「もうすぐ授業だから、自分の席に戻ったほうがいいのよ。あの、るるなちゃん転校生だから教科書とかないわよね？　わたし、となりの席だから見せてあげよっか？」


  「…………」


  　小学生なのに気遣いができる立派な希のぞ美みちゃんである。


  　だがるるなちゃんは億おつ劫くうそうに、そんな彼女を上から下まで観察して。


  「へっ」と嫌いやな感じに笑うと、興味を失ったように視線を逸そらした。


  　そして、希美ちゃんなどその場に存在しないかのように──無視し始めてしまった。


  　その失礼すぎる態度にさすがに「むかっ」ときたのか、希美ちゃんは赤面して。


  「ちょっと！　ひとと話をするときは相手の目を見なさいよ！　っていうか何で笑ったの今っ、無意味にむかつく！」


  　るるなちゃんを揺さぶり、騒いでいる。


  　落ちついて見えるけど、希美ちゃんだってまだ小学生だ、そう我慢はきかない。


  　るるなちゃんは、どうも『神格』の高いものに好んで抱きつく傾向にある。


  『対抗兵器』──『神々』の捕食者として生まれ落ちたるるなちゃんは、霊能力の高いものを見分け、餌えさとして選別する。


  　たぶん、空腹の人間がレストランから漏もれでるいい匂においに惹ひかれるように、食べる対象として魅力的に見えるんだろう。


  　たまに抱きついてるのだって、自分の獲物を確保しているような感じだろう、むしろたまが食べられないか心配である。


  　ほとんど霊能力のない希美ちゃんは、さほど魅力的な餌ではないのだろう。


  　実際、ふつうの生徒たちがこの奇妙な転校生に好奇心を抱いだいて声をかけても、ほとんど反応しなかったし。


  　とはいえ、その霊能力の大小で対応を変えるるるなちゃんの態度は、お世辞にも友好的とはいえない──むしろ、差別的ですらあった。


  　希美ちゃんは涙目になって、その矛ほこ先さきをたまに向ける。


  「たまちゃんからも何か言ってあげてよっ！」


  「ん～」


  　たまは気持ちよさそうに、るるなちゃんの手のひらを撫なでると。


  「そろそろ授業が始まっちゃうし、甘やかせるのはこれが最後だから──いまだけは、るるなちゃんに優しくしてあげたいんだけど」


  　不思議なことを、真しん摯しに。


  「もう時間切れかなあ？」


  「ど、どういうこと？　たまちゃん、きちんと説明して！」


  　希のぞ美みちゃんが混乱しているうちに、ここで異変が起きる。
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  「そろそろ授業を始めますので──皆さん、席についてください～」


  　教室の引き戸がガラガラと開き、大柄な男性が入室してきた。


  　このクラスの担任教師である。


  　ひげもじゃで筋肉質な強こわ面もてなのだけど、態度は動物園の熊さんみたいにおっとりしてる。


  　気弱な性格なのだろうか、押しだしの強い外見のわりに生徒たちからは舐なめられきっているらしく、みんな一向に席につかない。


  　それを、困ったように教師はおろおろ眺めている。


  　そういえば、小学校ではほとんどの授業を担任教師が受けもつんだよね。


  　そのためにか、教師はけっこうな大荷物を小脇に抱かかえている。


  　次の授業で使う教科書なども、ついでに持ってきたのだろう。


  　希美ちゃんはたまとるるなちゃんを気にしていたようだが、たしか彼女はクラスの委員長もやってる優等生だ──授業のほうを優先したらしく、渋々と自分の席に戻りながら。


  「みんな！　先生がきたのよ、教科書とか準備しなさい！」


  　厳しく、通達する。


  　このクラスにおいては教師よりも希美ちゃんのほうが発言力が高いのか、生徒たちも名な残ごり惜しそうにしながら、ばらばらと着席を始める。


  　たぶん、それはこの平凡な小学校の教室において、ありふれた光景だったのだろう。


  　異常が発生したのは、この直後である。


  「えぇっと、一時間目は算数でしたね──」


  　希美ちゃんを頼もしそうな表情で眺めてから、大柄な先生は教壇まで移動すると、ごそごそと荷物をまさぐって授業の準備を始める。


  「じゃあ必要なのは、教科書と、黒板用のコンパスと、おおきな三角定規と──」


  　ごとり、と異音が響いた。


  「この、狂戦士ベルセルクの仮面ですね」


  　先生がおもむろに教壇に置いたのは、見るからに禍まが々まがしい仮面である。


  　本物らしい獣けものの毛皮と骨からつくられた代物だ。


  　おおきな角つのが生えており、複雑な文様が刻まれている。


  　あきらかに授業にいらない、必要とする局面が想像できない、ありえない代物だった。


  「………？」


  　教壇の真正面、自分の席に腰かけながら、希のぞ美みちゃんが怪け訝げんそうにする。


  　この先生はたぶん、ふだんは冗談も言わない穏和でのほほんとした性格をしているのだろうし──ふざけている様子もない。


  　同時に、希美ちゃんは周囲を見回して愕がく然ぜんとする。


  　生徒の誰ひとりとして、この教師の奇行に反応していないのだ。


  「一般人が無反応──っていうことは、これ『改変』っていうやつなの……？」


  　わたしたちと関わることで、たしょうは専門用語（？）を覚えてきた希美ちゃんは、すぐに察する。


  『改変』とは、世界の構成要素そのものである『神々』がその在りかたを変化させることで発生する、理解しがたい現象のことである。


  　霊能力をもたないふつうの人々は、これを認識できない。


  　ごく当たり前のものとして、受けいれてしまうのだ。


  　けれど、日本神話においてクシナダヒメと呼ばれた存在の魂たましいを受け継ぐ希美ちゃんには、たしょうの霊能力がある。


  『改変』をある程度は認識し、違和感を抱くのだ。


  「ひっ──」


  　これまた、わたしたちのせいで何度も異様な事態に巻きこまれた希美ちゃんは──見る見る警戒し、慌あわてて椅い子すを蹴け倒たおすようにして立ちあがると教室の後ろのほうへ避難する。


  　縋すがるように、何度も希美ちゃんの窮きゆう地ちを救ってくれた親友──たまを見たが。


  　たまは相変わらず、心ここにあらずといった様子で窓の外を眺めている。


  　ついでに、るるなちゃんは本格的に熟睡してしまっている。赤ちゃんはよく寝るなあ。


  　頼りにならない連中を見て、希美ちゃんが血の気を失ってしまったけれど。


  「では、失礼して──」


  　すこし照れくさそうに、教師は狂戦士ベルセルクの仮面（？）をかぶった。


  　むしろ貧乏くさいスーツ姿だったので、異形の仮面がびっくりするほど似合わない。


  　やはり、どこか休日に無理して子供の遊びに付きあわされているパパみたいに、やや恥ずかしそうにしながら。


  「変身」


  　両手を交差させ、意外と渋くてイイ声で宣言した。


  　その全身に輝きが走り回り、瞬間、特撮ヒーローのように教師の姿が変へん貌ぼうする。


  　やはり理解不能な──奇抜な見た目である


  　狂戦士ベルセルクの仮面はそのままに、筋骨[image: ]たくましい上半身ははだかで、毛皮でつくられたとおぼしき腰巻きをつけている。


  　心なしか上うわ背ぜいもおおきくなり、全身に得体のしれぬ迫力を充満させている。


  　その身体からだには筋肉にそって幾き何か学がく模様の入れ墨が施ほどこされ、手のひらにはどんな巨木も切り倒せそうな不気味な斧おのを握りしめている。


  　どっかの蛮ばん族ぞくみたいである。


  　この教師はもともと体格がいいので、大胸筋むきだしの姿が、わりと似合っていた。


  「お、おお……！　うおおおおおお……!!」


  　迷子になっても道を聞きたくない類たぐいの見た目になった教師は、地の底まで響きそうな鬨かちどきをあげ、足を踏み鳴らす。


  　あきらかに、尋常な様子ではない。


  　頭ず蓋がい骨こつに似た仮面の奥で、血走った両目が爛らん々らんとしていた。


  「うきゃあっ!?」


  　希のぞ美みちゃんが怯おびえて、たまを必死で揺さぶる。


  「たっ、たまちゃん！　あれっ、あれ！　おかしいのよ、先生が！　ほら見てよ！」


  「ん～？　ふふ、希美ちゃん──そんなに慌あわてなくてもだいじょうぶだお？」


  　なぜか、たまはまるで動揺しておらず、呑のん気きな様子である。何でだ。


  　希美ちゃんはそんな彼女の腕にしがみつき、ぶるぶる震ふるえている。


  　変だな──たまは空気読めないときもあるけど、基本的には優しい子だ。


  　希美ちゃんがこんなふうに困っていたら、手を差しのべるか、それでなくても抱きしめて良い子良い子ぐらいはしそうなものだけど。


  　裏切られたような表情で立ち尽くす希美ちゃんにも、たまは「～♪」と楽しそうにしているだけ──。


  　その正面、変質者のようになった教師は「ふしゅる……るる……」と野や蛮ばんに唸うなる。


  　全身の筋肉から、蒸気が噴出している。


  　近づいたら踏みつぶされそうな威圧感である。


  　これが、あの優しげな中年教師と同一人物なのだろうか。


  　まるで、かぶった仮面そのものに──野獣に変じてしまったように、教師は理性のない動きでチョークを乱暴に掴つかむ。


  　そして黒板の前にわざわざ跳躍して着地、という無駄なアクションをしながら移動して。


  　がんがんがんっ、と殴なぐりつけるように、そのまま何かを書き殴った。


  『狂戦士ベルセルクの算数』


  「ふしゅるるるる──」


  　満足げに頷うなずくと、教師は斧を掲げて、胴どう間ま声ごえを放った。


  「さぁ、良い子のみんなぁ！　狂戦士ベルセルクの算数──は～じま～るよ～っ♪」


  「何か始まったーっ!?」


  　希のぞ美みちゃんが思わず叫ぶと、教師は気分を害したように腕組みして。


  「こら、櫛くし名な田ださん。授業中ですよ、私語はしないように」


  「あっ、はい──ごめんなさい、……じゃなくて!?　何これ!?　どういうことなのこれっ、誰か説明して！」


  　もう嫌いやっ、というように顔を覆おおって啜すすり泣き始めた可か哀わい想そうな希美ちゃんは置いてきぼりに、教師は（今ふと気づいたけど、『狂戦士ベルセルク』→『きょうせんし』→『きょうし』というこじつけなのだろうか）高々と手を掲げて、指をおおきく高鳴らせた。


  「それではぁっ、今回の授業をお手伝いしてくれる特別講師のみなさんをお招きしましょう──ヘイッ、カモォォン！」


  　飲み会でテンションあがりすぎたオッサンみたいなことになってるな、この先生。


  『改変』を認識できない生徒たちが無邪気に拍手をするなか、教室の引き戸が無意味に蹴けり破られ、どやどやと異様な集団が駆けこんできた。


  　十数名はいるだろうか、ちいさな教室に入りきらないような大人数である。


  　すべて、教師と似ているがかたちの異なる仮面を嵌はめており、上半身はだかに獣けものの腰巻きという風体で、槍やりや刀剣などを握りしめて奇声を発している。


  　女性もいるらしく、こちらは上半身をすっぽり隠すような毛皮の外がい套とうを羽織っており、手にしているのも杖つえなどである。


  　入れ墨の模様が艶なまめかしい肢し体たいを這はい、まさに古代の呪じゆ術じゆつ師し、という印象だ。


  　謎なぞすぎる集団に占拠され、平和な早朝の教室が怪しげな儀式が執とり行われる現場みたいな風景になってきたが──。


  　瞬間、教室に備えつけられたスピーカーが喧やかましい騒音を放った。


  　ふつうはチャイムなどが鳴るのだろうに、戦意を鼓舞するような重低音に、老若男女の悲鳴を混ぜたような心臓に悪い大音声だ。


  　それにあわせて、仮面の男女はこれまた耳みみ障ざわりな歌を口にし始める。


  　異様な不協和音に包まれた教室で、先生が両手を広げ、呵か々か大たい笑しようした。


  「ヘイムダルの角笛が吹き鳴らされました！　みなさん、歌いましょう！　世界の破滅、その序曲たる──悲劇の歌ヴエルスパーを！」


  　意味不明なことを。


  「最終戦争ラグナロクという名の授業の始まりですよ、可愛かわいい生徒のみなさん!!」


  「……？　……？」


  　錯さく乱らんしたような教師の土かわ器らけ声ごえを、希美ちゃんは目を白黒させて聞いているしかなかった。
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  「なっ、何ですか！　あなたたちは！」


  　希のぞ美みちゃんが最後の気力を振りしぼったのか、はたまた燃える委員長魂を覚かく醒せいさせたのか、両目を涙でいっぱいにしたまま不審者どもに注意を飛ばした。


  「が、学校に関係ないひとは入ってきちゃいけないんだから！　先生もおかしいですよ、意味がわかりません！　正気に戻ってくださぁい！」


  　怖いなら尻しつ尾ぽ巻いて逃げていればよかっただろうけど、真ま面じ目めな希美ちゃんは他のクラスメイトなどを置き去りにしてその場を去れなかったのか。


  　だが、それは判断ミスだった。


  　不安になるようなチャイムもどきが鳴り響くなか、教室が変へん貌ぼうしていく。


  　木製素材の机や椅い子すに次々と芽や蕾つぼみが膨ふくらみ、どんどん奇怪な植物が生育していく。


  　見る間に教室のすべてが苔こけむし、極ごく彩さい色しよくの花が咲き乱れる。


  　宇宙人のときのように大自然に還かえったというより、不自然に樹木や花が伸びていく。


  　教室の面積そのものも広がっているように思える、理解しがたい異世界に突然──引きずりこまれたかのようだ。


  　窓硝子ガラスなど、植物化（と呼べばいいのか）しづらい材質もあるようだが、鉛筆や教科書や生徒たちの服など、植物素材のものは迅じん速そくに変貌していく。


  「ひやぁっ!?」


  　自分の着ていた服までもが葉っぱをつけていくのを見て、さすがに怯ひるみ、希美ちゃんは必死になってたまを揺り動かす。


  「たまちゃ～ん……！　ねぇ、何なのこれぇ？」


  　だが、そのあたりで目覚めたらしいるるなちゃんが目元を擦こすり、たまという名の寝床を揺らしている希美ちゃんに赤ちゃん的な不快感を示して──。


  　ばしっ、と希美ちゃんの手を振り払い、遠ざける。


  　希美ちゃんは目を丸くしつつも、意地になったようにたまに手を伸ばして。


  「な、何するのよ？　るるなちゃ──」ばしっ「ちょっ、やめてよ！」べしっ「このっ──」ばしんっ「たまちゃ～ん！　この子どうにかしてよ～！」べしっ。


  　ことごとく、るるなちゃんが邪魔をする。


  　さすがに呆ぼう然ぜんとした希美ちゃんを見て、満足げに「へっ」と笑うと、るるなちゃんはまたたまの背中に頬ほおを寄せて寝息をたて始めてしまった。


  　周りの状況のすべてを無視して、自分の安眠を優先している……。


  「うう……」


  　希美ちゃんは真っ赤になって、子供っぽく地じ団だん駄だを踏んだ。


  「も、もう知らない！　たまちゃんの馬鹿！　るるなちゃんのほうがいいのね！」


  　可愛かわいらしく拗すねている希のぞ美みちゃんだが、そんな場合ではなかった。


  　いつの間にか、希美ちゃんのそばに狂戦士ベルセルクの仮面を嵌はめた先生が移動している。


  「櫛くし名な田ださん、何度も注意させないでください──授業中に騒いではいけませんよ。おとなしくしていてください、いつも真ま面じ目めな櫛名田さんらしくないですよ？」


  　そのまま、鍛えあげられた両腕で、希美ちゃんを呆あつ気けなく抱きあげてしまった。


  「ひあっ!?　なな、何するんですか！　はなして！」


  　じたばたと希美ちゃんは暴れるが、体格がちがいすぎる。


  　運動がすこし苦手な平凡な小学生である希美ちゃんには、[image: ]たくましい狂戦士ベルセルクに変へん貌ぼうした先生は振りほどけない。


  「やだっ、やだぁっ！」


  　希美ちゃんは教師の分厚いゴムでできているかのような筋肉に抱かかえこまれ、全身で抵抗しているが無駄で、むなしく宙ちゆう吊づりになったまま。


  「うわぁん、先生に変なイタズラされちゃう～！」


  「し、しませんよ！　失礼な！　これでも聖職者ですよ!?」


  「嘘うそだ！　おとなはみんなそう言うんだ！　パパもママも嘘つきだもん！」


  　マジ泣きし始める希美ちゃんに、野や蛮ばんな見た目になってもどこか穏和な先生は「おろ、おろ」とする。


  「た、たまちゃ～ん！」


  　友達がそんなピンチに陥おちいっているのに、たまは相変わらず窓の外を眺めているだけだ。


  　どうしてだろう、希美ちゃんのためなら宇宙にだって飛びだすのが、たまなのに。


  　今回は、やけに非協力的である。


  『改変』されているようにも見えないし、それこそ強大な『神格』をもつたまを『改変』するのは『最高神』クラスでないと無理だ。


  　何かが、変だ──違和感を漂わせながら、状況は進行していく。


  　狂戦士ベルセルクの教師は、しっかりと希美ちゃんを確保したまま。


  「泣かないでください、櫛名田さん。けして危害をくわえようというわけではないのです。ご覧なさい──いまこの教室は『改変』の真っ最中です。床などに触れると、霊能力の低いあなたも影響を受けて植物になっちゃうかもしれませんよ？」


  　希美ちゃんは「ひぐっ」と嗚お咽えつを漏もらして、周りを見回した。


  　いつの間にやら、教室はすっかり変貌を遂げていた。


  　植物だらけで、濃厚な土と葉っぱの匂においが充みち満ちている。


  　生徒たちは『改変』されてしまったのか、学芸会のように樹木の幹やキノコのなかで楽しげな顔だけだしていたり、ちいさな妖よう精せいさん（？）になって飛び回ったりしている。


  　床に触れたままだと、希美ちゃんも同じように『改変』されてしまうため、先生が抱っこして避難させていた──ということだろうか。


  　植物も可愛かわいらしいちいさな樹木だったり、可か憐れんな花だったり、平和的な感じだ。


  　むしろ、童話ちっくである。


  　狂戦士ベルセルクの先生は、希のぞ美みちゃんを「高い、高い」するようなポーズで。


  「さぁ見なさい、櫛くし名な田ださん──これなるは、北欧神話が総力を結集して構築した『異界』世界樹ユグドラシルですよ！」


  　北欧神話……？


  　もう、いいかげんどこの神話が関わってきてもおかしくない情勢だけど、今回は北欧神話なのだろうか──。


  「誇りに思いなさい、櫛名田さん。あなたはわずかとはいえ霊能力を有しているため、この『異界』世界樹ユグドラシルにて催もよおされる特別授業を受講する権利を得たのですよ！」


  「と、特別授業……？」


  　困惑している希美ちゃんに、狂戦士ベルセルクの先生は仮面の奥で笑みを深くする。


  「あなたたち選ばれし生徒はこれから、ぜんぶで五階層まであるこの『異界』のすべてを踏破し、それぞれの教室で行われる授業を受けなくてはいけません」


  　先生は意味のわからんことを言いはじめる。


  「この教室は、そんなふうに構築された小学校──世界樹ユグドラシルの第一階層、妖よう精せい郷きようアルヴヘイムです。それぞれの階層にはそこを守護し授業を催す『教師』が存在しますが、ここでは恥ずかしながら狂戦士ベルセルクの私が受け持たせていただきます」


  　そういえば、ゲームとかではお馴な染じみだけど──狂戦士ベルセルクっていうのは、もともと北欧神話に属するものだったっけ。


  　狂戦士ベルセルクとは、北欧神話の『最高神』オーディンの加護を受けた戦士の総称である。


  　他の神話における『神々』の祝福や託たく宣せんを受ける巫み女こや聖者のごとき存在で、なかば『神々』に近く、後世には『妖よう怪かい』や戦乙女ワルキユーレなどと呼ばれる神の使徒とさほど区別がなくなる。


  　熊や狼の毛皮をまとい、殺さつ戮りくに身を投じる戦士として描写される彼らは血まみれでおぞましく、神話的にはあまり人気のないキャラクターのようだ。


  　よって、現代においてもその詳細は不明なのだけれど。


  　輝かしい英雄とは明確に区別される、軽けい蔑べつされながらも尊敬を集める、北欧神話にしかない特異な聖者である。


  　なぜ、そんな狂戦士ベルセルクが平凡な小学校に突如として出現したのか。


  　すべてが、北欧神話によって構築された『異界』──？


  　どうしてそんな状況になっているのかは不明すぎるけど、るるなちゃんの小学校生活が、波乱の幕開けになったのは疑いようがなかった。
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  　狂戦士ベルセルクの仮面を嵌はめた先生は、朗々と語りつづける。


  「五つの階層で催もよおされる授業──いわば五つの試練は、北欧神話で何度も繰りかえされるモチーフです」


  　三、五、七、十二──神性を帯びた数字は多いが、ことに北欧神話においては五という数字が特別な意味をもつ。


  　最終戦争ラグナロクと呼ばれる『神々』どうしの天下分け目の決戦においても、五対五のまるで武道の試合のごとき壮絶な総当たり戦が行われたし。


  　ロキやトールといった『神々』が挑戦し失敗しその戦歴に汚点を残したのも、五つの試練と呼ばれる無理難題である。


  　北欧神話において、五という数字がつく出来事イベントは必ず敗北と失敗に彩られており、とても縁起が悪い──何だか、ろくでもないことになりそうな気がするなあ。


  「五つの試練においては、『神々』すらも万能ではなく、ちょっとした油断から命を奪われすべてを失ってしまいます。そう、北欧神話においては『神々』すらも超越的な存在ではなく、運命に抗あらがうためには知恵と勇気をもって困難に立ち向かわねばならないのです！」


  　自分の言葉に興奮したのか、希のぞ美みちゃんをぎゅうっと抱きしめる先生であった。


  　昭和の教師ドラマのノリについていけず、希美ちゃんが「きゃあ!?」と悲鳴をあげる。


  「これから先、あなたたちは様々な苦難に遭遇するでしょう──けれど、これはあくまで授業です！　見事にそれを乗りこえたとき、あなたたちは何にも代かえ難がたいおおきな宝を得られるでしょう！」


  　先生は熱く語りつづける。


  「荒波のごとき困難と、それに見あった浪ろ漫まんと宝こそが、海賊ヴアイキングの神話とも謳うたわれる北欧神話の神しん髄ずいです！　命いのち懸がけだぜ、欲しけりゃその手で掴つかめ～、ですよ！　ありったけの夢をかき集め、宝物を探しにいくんですよ！」


  　もう床に触れても安全なのか、先生はそっと希美ちゃんを床に降ろしてくれる。


  　やっぱり、凶悪な見た目のわりにけっこう親切というか、どこか優しい。


  「この『異界』世界樹ユグドラシルにおいては、ひとつ授業を乗りこえるたびにひとつ宝物を得ることができます」


  　語りながら、先生は手にしていた斧おのをおおきく振るった。


  　同時に『改変』されたのか、斧が見る見るちいさくなり──黄金色に変へん貌ぼうしていく。


  『金の斧、銀の斧』の童話のような、純金製の斧になったのだ。


  　それはさらに収縮して、指先でつまめるおおきさまでリサイズされてしまった。


  「第一階層──妖よう精せい郷きようアルヴヘイムの授業を乗りこえられたら、この『鉄てつ鎚ついミョルニル』を報酬としてプレゼントいたしましょう」


  　ミョルニル──あるいはトールハンマーと呼称されるそれは北欧神話において最も偉大な宝物とされる（まぁ、何かと『最も偉大な』が多い神話だから一概に言えないんだけど）。


  　北欧神話最強の武神であり、北欧神話が衰退したのちにも信仰を保っていた希有な『神々』とされる『雷帝』トールが主力とした兵器であり、その威力はどんな強大な怪物でも木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕する。


  『神々』と人類の敵とされる怪物や巨人族に対する万能の武器であり、とくに防衛戦においてその真価を発揮していたという。


  　武器としてだけではなく、どうも『神々』の祝福の象徴とされていたらしく、祈き念ねん碑ひや彫刻などにおおく採用されているモチーフである。


  　戦場にでる兵士たちも、青銅などでつくられた『鉄てつ鎚ついミョルニル』のレプリカを首からさげ、「我われらは『神々』に守られているのだ」と安心し、勇ゆう猛もう果か敢かんに戦ったとされている。


  「北欧神話が基キリ督スト教に吸収された際に、ロザリオ──十字架のモチーフとなったとされる代物です。古代において、北欧神話を信仰していたものはこの『鉄鎚ミョルニル』を首からさげ、病苦や悪魔を遠ざけたといいます。きっと、あなたたちの身を守ってくれるでしょう」


  　微ほほ笑えんで、さらに先生は熱をいれて語る。


  「そして、すべての宝物＝北欧神話の神具を集めたそのとき、……!?」


  　そこで、先生は不意に「びくん」と反応し、説明を中断した。


  　硬直する先生の足下に、いつの間にか、るるなちゃんがいたのだ。


  　先ほどまでたまの背中で小こ判ばん鮫ざめみたくなってたはずなのに、気配もなく移動していた。


  　以前、つるぎが距離を無視して『月つく読よみ神社』まで移動したのと同じ──『神々』がときどき見せる、瞬間移動だろうか。


  　るるなちゃんは無む垢くな表情のまま、しゃがみこみ、狂戦士ベルセルクの先生を見あげている。


  「な、何ですか？　転校生の、えっと月読さん？」


  　変身する前の弱気さを思いだしたように、先生がおっかなびっくり問いかける。


  　るるなちゃんはそれに答えず、おもむろに可愛かわいらしいぷにぷにした指を伸ばして。


  　思いっきり、教師の毛皮でできた腰巻きを掴つかむと、めくりあげて覗のぞきこんだ。


  「──ぅきゃあっ!?」


  　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした狂戦士ベルセルクの見た目に似合わぬ悲鳴をあげて、教師が恥じらう。


  　るるなちゃんは頓とん着ちやくせず、そんな教師の股こ間かんのあたりを「じーっ」と凝視して──。


  「な、何ですか？　月読さんっ、先生の恥ずかしいところを見てはいけません！」


  　仮面の奥の素顔を真っ赤にして、もじもじと照れる気持ちの悪い中年教師を──るるなちゃんはしばし観察して。


  　可か哀わい想そうなものを見る表情になって「……ぷっ」と鼻で笑った。


  　そして興味を失ったように、ふらふらと歩み去ってしまう。


  「………!?」


  　よくわからんが男としての誇りを嘲あざ笑わらわれた教師は、がくがくと震ふるえて、その場にへたりこんでしまった。


  「よ、幼女に……幼女に私の──は、鼻で笑われて……！」


  　周りにいる同じような見た目の仮面の連中が「だいじょうぶですか親分！」「元気だして！」みたいに励ますような素そ振ぶりをしている。


  　何だこれ……。


  　とにかく、るるなちゃんの攻撃（？）によって心に致命的なダメージを負ったらしい狂戦士ベルセルクの先生が錯さく乱らんしているうちに、その当の本人はぽてぽてと歩いてたまのもとへと戻る。


  　るるなちゃんは抱っこをせがむ赤ん坊そのものに、たまへと手を伸ばして。


  「ごめんね」


  　そこで、たまが立ちあがった。
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  　たまは、るるなちゃんの指先をするりと避よけて、優雅に歩くと。


  　先ほどからずっと見つめていた窓まど縁べりまで、移動。


  　いまだ植物化していない窓硝子ガラスを開き、そこから吹きこむ外気にふわふわと黄金色の髪の毛を揺らして。


  　申し訳なさそうに、微ほほ笑えんだ。


  「これでもう時間切れ──心残りはいっぱいだけど、たまも自分のやるべきことをやらなくちゃ。……子供でいるのは、もうおしまい」


  　言うと、いつも頭につけて子供っぽい髪型にまとめていた勾まが玉たまを──するりと外して、己おのれの幼さを放棄するように、そっと胸元に添えた。


  　長い黄金色の髪の毛が解き放たれて、優雅に波打った。


  「こっから先は、甘やかさないよ。教え導き、叱しかりつけて──そういうの苦手だけど、おとなとして、お姉ねえさんとして、がんばるよ」


  　真顔になるとぞっとするほど美しい邪や神がみ三姉妹の三女は、懺ざん悔げするように。


  「クトゥルー神話のときは、たまは失敗しちゃった。傍観者は、観測することでその世界観と関わっちゃう、らしいから──よくわからないけど」


  　誰かから教わった難しいことを、噛かみくだきながら、理解せずに口にしているみたいに。


  「だから、今回は世界観の構築に全力を注いで、たまは関わらない。関わることで、その世界のいちぶになっちゃったら、また悪いひとに利用されちゃうかもだしね──同じ失敗の繰りかえしだもん。でもこれが最後だから、たまはもう二度と失敗できないの」


  　謎なぞめいたことを、けれど真しん摯しに口にして。


  「次にまた失敗したら、世界が終わっちゃう。だから、たまはね──いつも甘やかされていた、たまだってね。今回ばかりは、必死になっちゃうんだ」


  　不安そうに歩み寄ってくるるるなちゃんの頭に、たまは手のひらを添えて、優しく撫なでてあげてから──遠ざけた。


  　るるなちゃんが、ショックを受けたように立ちすくむ。


  「ごめんね、るるなちゃん。そういうことだから、たまは甘やかさないよ。守られて、優しくされて、でもそれじゃ成長できない。たまみたいに失敗する、るるなちゃんには同じようになってほしくないの」


  　ちいさく震ふるえるるるなちゃんに、慈じ母ぼの笑みを向けて。


  「これは、るるなちゃんの授業だから──るるなちゃんが、がんばるんだお」


  　それだけ告げると、いまだ教壇のそばで放心している狂戦士ベルセルクの教師に視線を向けて。


  「先生！　たま、そういうことだから早退するねっ！」


  『そういうこと』ってどういうことなのか、説明はしないまま──。


  「るるなちゃん、先に行って待ってるからね♪」


  「………！」


  　たまの突き放すような言葉に、るるなちゃんが青ざめて駆け寄るも。


  　その手のひらは、宙を引っ掻かくだけ。


  　たまは後ろ向きに傾いて、窓の向こうに落下していく。


  　最後に、たまはやっぱり優しいから──ちょっとだけ助言を、囁ささやく。


  「るるなちゃん。困ったときは、希のぞ美みちゃんにお手伝いしてもらってね」


  　名前を呼ばれて、いまだ狂戦士ベルセルクたちのそばで立ちすくんでいる希美ちゃんが反応する。


  　るるなちゃんも彼女に視線を向けたけれど、戸惑っているだけだ。


  　霊能力の強さでしか相手を判断しない、快か不快かでしか世の中を理解できない赤ん坊そのもののるるなちゃんにとって、希美ちゃんは──さほど、重要ではないのだ。


  　今は、まだ。


  　たまはそんなふたりを交互に見て、ゆるやかに落下していきながら。


  「たしかに、希美ちゃんは霊能力がほとんどない。『神格』だって低いよ。でも希美ちゃんはね──たまのいちばんの親友で、とっても尊敬してるひとなの」


  「………？」


  　たまの言葉の意味を、るるなちゃんは理解できないようだった。


  　言われた希美ちゃんだって、何だかびっくりしたような表情をしているだけだ。


  　迷子のような子供たちを残して、たまは自由落下──。


  　その最中で、ときおり見せる女神そのものの、美び麗れいな笑顔になって。


  　指をふった。


  「──架かれ、虹の架け橋ヴイフレスト」


  　その『神々』としてのたまの命令に従い、世界は『改変』される。


  　子供向け魔法少女のように、たまの指先から虹にじの本流が溢あふれる。


  　七色の、光の筋だ──どこかファンタジックな光景。


  　それは雲の向こうまで伸びていき、たまはその虹の先っぽ（？）をロープのように握りしめて、ぶらりと宙ちゆう吊づりになる。


  　何とか這はいあがって、たまは虹の上に立ってしまった。


  　不安定なのか「わっ、とと」と手足を揺らしながら、何とかバランスをとっていた。


  「えへへ～♪」


  　そのまま、たまは虹の橋を歩いていってしまう。


  　何だろうか、この現象は──たまって、こんなことできたっけ？


  　日本神話にも天の浮き橋という、虹と同一視される神秘は存在する。


  『創造神』の夫婦が、そこを足場にして移動したという。


  　けれど、たまはあくまで新世代の『神々』──『次世代神』でしかない。


  　既存の日本神話の文脈を活用して奇跡を起こす、なんてことはできない。


  　それじゃあまるで、その神話に属するあらゆる奇跡を発現させる、『破壊神』みたいだ。


  　そう、印イン度ド神話に属するあらゆる内容を己おのれの手足のように用いたという、『破壊神』シヴァのやりくちとそっくりなのだ。


  「たまちゃん！」


  　希のぞ美みちゃんが、友の名を叫ぶ。


  　けれど、その必死な呼びかけにも──たまは、振り向きもしないで。


  「ごめんね、希美ちゃん。いつも、苦労をかけて」


  　虹を足場にして、ゆっくりと遠ざかりながら。


  「たまのこと、嫌いになっちゃうかもね」


  　うまく言えないのか、もぐもぐしてから、いちどだけ肩越しに教室を振り仰あおいで。


  「たまはね、今回は──ほくお～神話と手を組んで、みんなの敵になっちゃうから」


  　そのまま滑り台で遊ぶ子供みたいに、虹の橋をつるつると下降して去っていってしまった。
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  　るるなちゃん──そして小学校の状況を確認できたのは、そこまでだった。


  「あ、あれっ？」


  　わたしは当惑して、頭からかぶった『るるなちゃん監視ツール』をばしばし叩たたいた。


  　桜こノの花はな咲さく夜や学園でもふつうに授業が始まっていたが、わたしはどうしても妹の様子が気になって、こっそり眺めていたのだった。


  　授業の内容は頭に入ってこずに、ひたすら心配心配、と気を揉もんでいたのだけど。


  　るるなちゃんがたまの背中にひっついていてまるで動かず、やや眠くなってきたころ──異変が起きた。


  　そして、あれよあれよという間におかしな事態になってしまったのである。


  　狂戦士ベルセルクに変へん貌ぼうした教師、そして植物化する教室。


  　始まった不可思議な授業と、ちらつく北欧神話のあれやこれや──。


  　慌あわてて身を乗りだすようにして『るるなちゃん監視ツール』の映像を凝視していたのだけど、すぐに画像も音声も途絶え、今は粗いノイズが渦巻くだけ。


  「ちょっ、何これ──困るよっ、るるなちゃんはどうなったの!?　るるなちゃーんっ!?」


  　わたしは青ざめて、『るるなちゃん監視ツール』に接続させた、膝ひざの上に載せたノートパソコンをかちゃかちゃ弄いじくる。


  　この端末で制御しているのだけど、どれだけ操作しても、霊力をこめて『改変』してみても、どうにもならなかった。


  　いっきに不安になり、わたしは石像のように硬直する。


  　どうも見たところ、『るるなちゃん監視ツール』は正常に動いている。


  　けれど何かの妨害をされているように──カメラのレンズに暗幕を垂らされたように、小学校の状況が把握できなくなってしまった。


  「ちょっと、どうしたのよ」


  　となりの席の情雨じようちゃんが、騒いでいるわたしが気になったのか──声をかけてくれる。


  　ちなみに、情雨ちゃんは真ま面じ目めなので丁てい寧ねいに板書をしたりして授業を受けていたが、さすがに様子のおかしいわたしを見すごせなかったみたい。


  　くちびるを尖とがらせて。


  「っていうか、あんた真面目に授業を受けなさいよ──ただでさえ勉強遅れてるうえに出席日数足りないんだから、本格的に落第するわよ？」


  「そ、そんなことよりもっ──これ見てよ、これっ！」


  　わたしは涙目になって、情雨じようちゃんに『るるなちゃん監視ツール』を手渡した。


  　ちなみに、授業中にこんなお喋しやべりしていいのかというと、ちゃっかり教師を『改変』してるのでお咎とがめなしである。


  　周りのクラスメイトたちも、いつもどおり。


  　こないだ神さまになってから、わりと『改変』に躊ちゆう躇ちよのないわたしだった。


  　まぁわたしを権現アバターにしてくれたヴィシュヌ＝シヴァが休眠しちゃったおかげで徳を集めて護法少女に変身するなどの特別なちからまでスリープ状態になっちゃってるらしく、わたしはほとんど無力になってしまってるのだけど。


  　それでも、この程度の『改変』はできる。


  　妹が窮きゆう地ちに陥おちいっているかもしれないのだ、四の五の言っていられない。


  「何よ、もう──」


  　わたしの慌あわてっぷりに目を丸くしながらも、情雨ちゃんは意外と素直に『るるなちゃん監視ツール』を受けとってくれる。


  　まぁ、情雨ちゃんもるるなちゃんを可愛かわいがっていたし、心配なのだろう。


  　そのまま『るるなちゃん監視ツール』をかぶって、情雨ちゃんは戸惑った。


  「あれ？　ちょっと、何も見えないわよ？　何か、甘い匂においはするけど」


  「それはわたしが授業中にこっそり食べてたお菓子の匂いだと思うけど。それよりも、変でしょ？　何か急に映像も音声も途切れちゃって──」


  「ちょっと待って、あたしが霊的に調べてみるわ」


  　学校でお菓子食べてんじゃないわよ、と小こ言ごとを漏もらしながら、情雨ちゃんが集中する。


  　いや、るるなちゃんにかまけてて自分の朝ご飯を忘れて、お腹なかすいてたんだよ……。


  　情雨ちゃんは妖よう狐こである母親によって陰おん陽みよう道どうの修行を受けているし、わたしに比べて霊的な専門知識が豊富だ──わたしには理解できないことも、情雨ちゃんにはわかるかも。


  　わたしは、そわそわしながら待ったけれど。


  「成る程ね」


  　情雨ちゃんは「どう？　何かわかった？　ねぇねぇ！」とうざいわたしを「ぐいぐい」手のひらで押しかえしながら、顎あごに手を当てて思案する。


  「たぶんだけど、いま──るるなちゃんがいる小学校は、霊的に隔絶されてしまってるみたいね。独立した小規模な隔離空間、いわゆる『異界』になってるみたい」


  『異界』とは、これまでも何度もわたしたちの前に出現した、小規模な隔離空間だ。


  　その空間を支配する『神々』の好きなままに『改変』され構築された、異世界である。


  　そこでは、わたしたちの知る常識の一切が通じない──他人の部屋か、あるいは胃袋のなかのような、見知らぬ不可解な環境になっている場合が多い。


  『異界』は不自然な存在なので、放っておけば勝手に元通りになるのだが──その『異界』を構築した『神々』が強大なら、霊力を注ぎつづけてその小世界を維持してしまう。


  　厄やつ介かいで、危険な、未知なる箱庭なのである。


  　そういえば、先ほどまで見ていた映像で、狂戦士ベルセルクと化した教師が言っていたっけ。


  　小学校はいま、北欧神話が総力を決して構築した『異界』──世界樹ユグドラシル、なる奇妙な空間になっていると。　


  　そのことを情雨じようちゃんに伝えると、彼女は「ふぅん」と腕組みして。


  「世界樹ってのは、北欧神話における世界の中心に立っている巨大な樹木ね──『神々』の国、巨人の国、死者の国を貫通してどこまでも伸びているという神話的な小世界よ。北欧神話の出来事はだいたいが、そんな世界樹のなかで展開するわ」


  　相変わらず神話については詳しいみたいで、丁てい寧ねいに説明してくれる。


  「その世界樹、本物なのかしらね？　っていうか、北欧神話を名乗ってるという連中が、そもそも胡う散さん臭くさいわよ。クトゥルー神話や宇宙人のときみたいに、その輪郭を利用してるだけかもしれないわ」


  　疑りぶかく、情雨ちゃんは眉まゆ根ねを寄せて。


  「だいたい、北欧神話って遠いむかしにほとんど滅んでて、いまは残ざん骸がいしかないような神話だしね。今さら陰謀を起こすような余力はないはずだけど──」


  　不審そうに、『るるなちゃん監視ツール』を外して「ぷはぁっ」と息をつくと。


  「邪や神がみたまのことも気になるし、ちょっと本腰をいれて調べてみましょう。るるなちゃんはこの世界に残された最後の希望だもの、万が一のことがあったら取りかえしがつかないわ」


  『破壊神』シヴァと相対し、自分たちが向きあっている敵たち──『破壊神』の恐ろしさと、悲惨な終末を体験してきた情雨ちゃんの言葉には、重みがあった。


  　そう、わたしたちは今もなお──ふと気を抜けば奈な落らくの底まで真っ逆さまの、綱渡りをしているのだ。


  　油断すれば、明日はない。


  「ママもこないだの一件で霊力が底をついてるし、しばらくは歴史の『改変』もできない──失敗したらリセットしてコンテニュー、なんてできないわ。今、何とかするしかないわね」


  「でも、どうするの？」


  　我われながら情けないが、どうしたらいいかわからなくて、右う往おう左さ往おうするしかない。


  　そんなわたしに何だか安あん堵どしたように微ほほ笑えんで「そうそう、あんたはそんなふうに『がんばらない』で、他人を頼ってるほうがお似合いよ」と情雨ちゃんはつぶやくと。


  「世界樹ユグドラシルは、どうもかなり強固に隔絶された『異界』みたい。外から、内部の様子を探るのは難しいわね──直接、踏みこむしかないかも」


  「わ、わかった！　すぐ行こう！」


  　鞄かばんを抱えて立ちあがるわたしに、情雨じようちゃんは呆あきれたように。


  「待ちなさい。状況もよくわかんないのに、無策で挑むのは愚かよ──わかってるの？　あたしたちは敵に、『破壊神』や月つく読よみ日ひ留る女めに比べて取るに足らないちっぽけな存在なのよ。『神格』も、何もかもね。のこのこ突撃するなんて、敵の胃袋に飛びこむようなもんよ」


  「まだ、この状況が──『破壊神』の攻撃って決まったわけじゃないでしょ？」


  「いつだって最悪の事態を想定しておくものよ、いくらなんでもるるなちゃんが小学校に登校した初日に異変が起きるなんてできすぎてる。偶然じゃないわ、何か裏があると考えるのが当然でしょ。るるなちゃんに危害をくわえて得をするのは、『破壊神』しかありえないわ」


  　とはいえ、情雨ちゃんもまだ釈然としない様子で、眉まゆをひそめて。


  「でも、るるなちゃんを狙ねらうにしても、やりかたが迂う遠えんよね──どうして『授業』なのかしら？　あたしが知ってる『破壊神』はシヴァだけだけど、霊的核爆弾アグネアとかいうので世界を丸ごと滅ぼしたのよ？　攻撃するなら、いくらでも強引な方法がとれるはずだけど」


  　まぁ、それは実際そのとおりだ。


  『異界』はそれを構築したものの思いどおりになる小世界だ、るるなちゃんに危害をくわえたいなら、他にいくらでもやりかたがあるはずだ。


  　見えていた映像では、北欧神話の手先になったとおぼしき狂戦士ベルセルクたちは、希のぞ美みちゃんを『改変』から守るために抱きあげたりもしていた。


  　どうにも、妙だ──攻撃、という感じじゃないよね。


  「『異界』を構築して──北欧神話と仮定するけど、こいつらは何がしたいのかしら？」


  　疑問を口にしつつ、情雨ちゃんはただ悩んでいるだけなんて性格でもなく、てきぱきと考察を進めていく。


  「まだ確証はないけど、さいあく邪や神がみたまが敵対してる可能性もあるんでしょ？　ヴィシュヌの例もあるし、じゅうぶんに警戒しておくべきだわ。これまで味方だった存在が、あたしたちの敵になってるかもしれないってね」


  「で、でも──」


  　たまは良い子だ。


  　善良で、悪わる巧だくみなんてできない。


  「あんたの言いたいことはわかるわ」


  　情雨ちゃんは、つとめて冷れい徹てつさを装っているみたいに。


  「でも、邪神たまは何度もパパとか──悪意のあるものに利用されてきたわ。その純粋さ、無邪気さをね。本人がいくら良い子でも、何かの陰謀によってあたしたちと敵対させられている可能性はあるの」


  　そうだ。


  　たまは、何度も失敗してきた。


  　その『次世代神』という立場に目をつけられ、悪意あるものたちに弄もてあそばれて──。


  　その結果として、高たか天まが原はらの『神々』は──『創造神』イザナギなどは彼女を実力不足だと見限り、終末が訪れたこの世界において戦力外通告をくだし、ほとんど無視している。


  　その事実に、これまで『次世代神』たらんとして努力してきたたまは、とても深く傷ついていた──見ていられないぐらいに。


  　宇宙人の騒動のあと、高天原に見放されながらも、たまは痛々しい笑みを浮かべて「へいきだよ」と言っていたけれど。


  　思いつめて、とんでもないことをしでかそうとしていることも──ありえるのだ。


  「それに、『破壊神』は他の『神々』を捕食するわ。邪や神がみたまは喰くらわれて、取りこまれ、手て駒ごまとして利用されてるのかもしれない。今は、何とも言えないけどね」


  「でも──」


  　たまだって弱くはない、そう簡単に『破壊神』に食べられたとは思えない。


  　今朝、るるなちゃんと登校していたときはいつもどおりに見えたし──だいたい、たまにそういった危機が訪れたら、彼女の姉のつるぎやかがみが黙っているわけがない。


  　わたしは動揺しながらも、眠りこけているかがみに歩み寄って、その肩を揺すった。


  「か、かがみ？　起きてる？　ねぇ、たまに何か変わったところとかなかった？」


  　けれど、いつもなら眠たそうにしながらもわたしの相手をしてくれるかがみは──反応もしてくれない。


  　ほんとに、深く熟睡しているようだった。


  　揺すってもほっぺにチュウをしても起きない。


  　もしかして、かがみにも何か異変が……？


  　これまで、わたしを守ってくれた邪神三姉妹──けれど世界規模の動乱のなかで、彼女らはほとんど無力だった。


  　敗北し、失敗し、翻ほん弄ろうされてきた。


  　今回もまた、邪神三姉妹は世界の異変の前に何の手だても見いだせず、頼ることもできないのだろうか。


  　言いしれぬ不安に、わたしは身をすくませる。


  　終末という、自分たちが置かれた危機的状況の重みが、初めてずっしりと自覚できた。


  　青ざめて震ふるえるわたしを、情雨じようちゃんはやや気遣うように見て。


  「どうしたの、ぎょ～ちゃん──起きないの？」


  「う、うん……」


  「何か目に見えて霊力も弱まってるわね、やっぱり疲れてんのかしら」


  　自らの頬ほおを叩たたいて、情雨ちゃんは気合をいれる。


  「あたしたちだけでも、できるかぎりのことをしましょう──手をこまねいて見ていたら、そのまま世界が滅んでいた、なんて嫌いやだもんね」


  　葉っぱのストラップがついた携帯電話を取りだし、妖よう狐この毛でできた筆ペンも握って。


  「とりあえず、ママに連絡して小学校を調べてもらうわ。ママも霊的ロボットだから、調査は得意なのよ。あたしも、陰おん陽みよう道どうの式しき神がみを飛ばしてできるかぎり情報を集める。あんたは『るるなちゃん監視ツール』で、もういちど小学校にアクセスできないか試しなさい」


  　女王様のように、居い丈たけ高だかに命じてくる。


  「情報をできるかぎり集めたら、小学校に突入することも考えるわ──最後の手段にしたいけどね、『破壊神』が相手じゃあ直接対決は分が悪いもの。あんた、『月つく読よみ神社』にも連絡しておきなさい。気に食わない連中だけど、いざとなったら助力を請こうわ」


  「う、うん」


  　敵の正体も目的も不明のままだけど、とにかく──情雨じようちゃんの言うとおりに、できるかぎりのことをしなくちゃ。


  　あぁ、こんな事態になるんだったら、るるなちゃんを小学校なんかに通わせなければよかった──とも思うけど、後の祭りである。


  　賽さいは投げられた。


  　何か得体のしれぬおおいなる流れは、すでに動き始めてしまったのだ。


  「しかしまぁ、よりにもよって北欧神話──ね」


  　情雨ちゃんが、独り言のようにつぶやいた。


  「パパが、好きだったな……」


  　すこし、寂しそうに。
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  　これは後から聞いた話である。


  　わたしは『るるなちゃん監視ツール』の復旧に取り組んでいたため、状況を把握できていなかったが──小学校では状況が進行していた。


  「もうっ、はなしてっ！」


  　希のぞ美みちゃんが吼ほえて、彼女の肩に手を置いていた狂戦士ベルセルクの教師──その[image: ]たくましい二の腕に「がぶう！」と噛かみついた。


  「んぎゃあ!?　何てことを!?」


  　おおげさに痛がり、身み悶もだえする教師から希美ちゃんはからくも逃のがれ──小走りになってるるなちゃんの元へと駆け寄る。


  　ファイト一発、希美ちゃんはやるときはやる根性のある女の子だ。


  　ただの生いけ贄にえなんかには、絶対にならない。


  　そんな彼女が向かう先では、るるなちゃんが母に甘える赤ん坊そのものに、たまが渡っていった虹の架け橋ヴイフレストめざして窓枠を乗りこえようとしているところだった。


  　プールに足をつけるときのように、上うわ靴ぐつを宙空に伸ばしていて、今にも飛びおりそうだ。


  「だめぇっ！」


  　希のぞ美みちゃんがそんなるるなちゃんに思いっきり抱きつき、引き留める。


  「危ないのよ、るるなちゃんっ！　落っこちちゃう！」


  「……！　……!?」


  　るるなちゃんは「いや、いや」をするように首をふったが、小柄な希美ちゃんに比べてもるるなちゃんはちいさい──腕力では抵抗できず、そのまま教室に引きずりこまれる。


  　希美ちゃんも気になったようで、そっと腕を伸ばして虹の架け橋ヴイフレストに触れようとしたが、その指先は空を切る。


  　どうも、触れられないらしい。


  「虹の架け橋ヴイフレストは物理的実体を持ちません。ふつうに乗ろうとしても無理ですよ、地面まで真っ逆さまに落ちてしまうだけです」


  　噛かみつかれた腕に「ふう、ふう」と息を吹きかけながら、教師がのんびり解説した。


  「それを文字どおり橋として利用する方法もあるのですがね、今のあなたたちでは不可能でしょう──おとなしく、私の授業を受けるのです」


  　しかし、親切にいろいろ教えてくれるな。


  　何だろう、この子供向け教育番組のようなゆるい雰囲気は。


  「呑のん気きにしていてはいけませんよ、可愛かわいい生徒のみなさん」


  　周りに呪じゆ術じゆつ師しめいた仮面の女たちを踊らせながら、教師は両手を広げる。


  「この『異界』は北欧神話に所属しないものにとって過酷な環境です──ただその場にいるだけで、ゆっくりと蝕むしばまれていきますよ。気づきませんか、自分たちの変化に？」


  　教師に指をさされ、希美ちゃんは目を丸くして、己おのれの身体からだを見下ろした。


  「ひっ」


  　そして立ちすくむ。


  　ほとんどわからない程度だが、その見た目に変化が生じ始めていたのだ。


  　可愛らしい子供服はじっとりと、得体の知れぬ暗あん褐かつ色しよくの液体で濡ぬれそぼっている。


  　その髪の毛はくすみ、肌はじょじょに緑色に変化している。


  「な、何これっ、やだっ!?」


  　きれい好きなのだろう、希美ちゃんがばっちい液体で汚れたように見える己の身体を、ごしごしと指先で拭ぬぐった。


  「霊的に劣化しているのです、腐っている──と言えばわかりやすいでしょうか」


  　教師はあくまで穏和な態度のまま。


  「北欧神話の文脈で構築されたこの『異界』においては、あまねく存在には衰退と破滅の性質が付加されます。ただ存在するだけで運命は悪化していき、霊的に減衰していき、腐り枯れ果て滅んでいくのですよ」


  　北欧、の名のとおりに北欧神話はヨーロッパ亜大陸で信仰されていた神話だが、多神教神話のご多た分ぶんに漏もれず、現代ではほとんど宗教的な意義を失っている。


  　とくに北欧神話は基キリ督スト教の悪意をおぼえるような侵略・支配・弾圧によってボコボコにされており、今となってはわずかな屍し骸がいや痕こん跡せきが残るのみである。


  　時代の流れに押しつぶされ、敗北し、衰退しきった古代の神話──。


  　その有様には常に絶望と破滅が渦巻いており、物哀しさすら漂っている。


  「最終的に『神々』も何もかも零落し──『神格』がかぎりなく皆無なただ動いているだけの肉、知性なき見苦しきもの、トロルへと変へん貌ぼうします」


  「と、とろる？」


  　希のぞ美みちゃんがきょとんとする。


  「何かゲームとかで聞いたことある名前だけど──」


  「トロルはトロルです。生きとし生けるもののなかで最も忌いまわしく下劣な存在です。そんな腐乱死体よりも価値のないものに、あなたがたは堕落してしまうのですよ」


  　トロル、と呼ばれる存在については北欧神話特有の資料の欠損などもあり、不明瞭な部分が多いのだが──。


  　どうも日本神話における『妖よう怪かい』などと同じような、零落した『神々』であるとするのが最もしっくりくる。


  　かつて崇すう拝はいを集めた『神々』が、基督教の到来によって神性を失い、堕落した成れの果て。


  　軽けい蔑べつされ、おぞましいものとして扱われる──それは老衰した『神々』であり、神話的敗北者と呼ぶしかないみじめな存在である。


  「その滅びの運命を回避するためには、あなたがたは知恵と勇気をもって困難に立ち向かわねばなりません。古代の海賊ヴアイキングたちのように、荒波に立ち向かい新天地を目指すのです。北欧神話において──あらゆる存在者は、戦わなければ生き残れません！」


  「な、何でそんな──わたしたちが何をしたっていうんですか？」


  　希美ちゃんが涙目で訴えたが、教師は鼻歌混じりにそれを見ているだけ。


  　抗議は黙殺され、理不尽な運命に踏みつぶされる。


  　それが北欧神話の在りかただというなら、そのとおりなのだろうけど。


  　希美ちゃんはくちびるを引き結び、るるなちゃんのそばに寄り添って、守るように抱く。


  　るるなちゃんが嫌いやがり、藻も掻がく。


  　ふたりとも、その肌も何もかも毒か枯れ木のような色に染まっていく──。


  　どうやら、仮にも『対抗兵器』であり霊力の豊富なるるなちゃんは、北欧神話の及ぼす破滅の運命＝トロル化の進行が遅いようだ。


  　るるなちゃんはその内部に構築された第二の高たか天まが原はらへの移住、というかたちで日本神話のたいはんの『神々』を吸収し、我わがものとしている。


  『創造神』イザナギを含めた八や百お万よろずの『神々』を取りこみ、霊的にはひとつの神話そのものぐらいの強大さなのである。


  　北欧神話による浸しん蝕しよく、『改変』にも、かなり抵抗できるはずだ。


  　それでも、るるなちゃんの自我は生まれたてだ、心が芽生えてからほとんど初めて直面する異変に──戸惑い、また怯おびえているようだった。


  「…………」


  　それを見て、自分のほうが酷ひどい有様になりつつあるのに、希のぞ美みちゃんは──むしろるるなちゃんを安心させるように、ぎゅっと抱きしめて。


  「だいじょうぶ」


  　瞳ひとみに闘志を燃やして、狂戦士ベルセルクたちを睨にらみつける。


  「わたしが、るるなちゃんを守るのよ」


  　何の取り柄もない平凡な小学生が、ひとつの神話そのものと相対する。


  「わたしのほうが、お姉ねえさんだから。わたしは、いつも守られてきたから──それで、迷惑をかけてばかりだったから。みんなが優しくしてくれたぶんだけでも、返したいのよ」


  　きょとんとしている生まれたての『対抗兵器』に、すこしだけ人生の先輩として、素直な気持ちを吐きだしている。


  「たまちゃんは、気が抜けるぐらいの良い子。難しく考えて間違ってばかりのわたしとちがって、とっても尊とうとくて、だからこそ危あやういのよ。わたしは、でもそれを肯定したい、たまちゃんをすこしだけでもお手伝いしてあげたい」


  　その華きや奢しやな足が、恐怖に震ふるえている。


  　当たり前だ、希美ちゃんはふつうの小学生である。


  　圧倒的な神話的事象を前にあまりにも無力で、畏おそれるしかないのだ。


  「たまちゃんは、るるなちゃんに何かを伝えたいんだと思うのよ。困ったら、わたしを頼れなんて──言い残して、ほんと面倒なことばかり押しつけるんだから」


  　それでも、ぎこちなく笑みを浮かべて。


  「でも、わたしは嬉うれしいのよ。たまちゃんに何かを期待された、わたしはたまちゃんからもらったたくさんのものを、すこしでも返せるんだもの。だからね、けっこう喜んでるのよ──一秒後には踏みつぶされて死んじゃってるかもしれないけど、今だけは」


  「…………」


  　怖いせいだろう、やや饒じよう舌ぜつな希美ちゃんを、るるなちゃんはあらためて見据えた。


  　新月のような無感情な瞳が、霊的にはほとんど取るに足らない希美ちゃんを、るるなちゃんにとって価値のない人間を、再評価しようとしている。


  「………？」


  　よくわからなかったのか、るるなちゃんは小首を傾かしげて。


  　珍しく、いつもよりたくさん喋しやべった。


  「どうして、笑っているの？　泣いて怯おびえて逃げるのが、当たり前でしょう？」


  　さらに深く、首を傾げて。


  「どうして、そこまでするの？　せめて死なないように頭を抱かかえて蹲うずくまっているのが、あなた程度の人間にできるせいいっぱいのことでしょう？」


  　酷ひどいことを言われているが、希のぞ美みちゃんはむしろ面白そうに三つ編みを揺らして。


  　断言した。


  「わたしが、たまちゃんの友達だからなのよ」


  　当たり前のように。


  「友達に頼られたから、嬉うれしくて、何だってしてあげようって思うのよ──ぜんぜん『どうして？』じゃないわ。教科書に載せるまでもない、みんな知ってる当たり前のことなのよ」


  「とも、だち……？」


  　るるなちゃんは異国の言葉を口にするように、不器用な発言でつぶやいた。


  「ともだち──」


  　その言葉を咀そ嚼しやくできずに、もぐもぐと口を動かして、いまだ首を傾げたまま。
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  　植物園のように可愛かわいらしい花々で溢あふれた教室で。


  　青ざめながらも勇ましく立つ希美ちゃんを不思議そうに眺めながら、るるなちゃんは茫ぼう洋ようと突っ立っている。


  　狂戦士ベルセルクたちはふたりをむしろ興味深そうに見守っているが──凶悪そうな外見のわりに、即座に殺しにきたりはしていない。


  　まぁ、放置しても希美ちゃんたちはトロル化＝霊的に弱体化していくので、急いで手出しをする意味はないのだろうけど。


  　やはり、攻撃にしても悠長すぎる。


  　いったい、狂戦士ベルセルクたちの──北欧神話の目的は何なのだろうか。


  「さぁ──お待たせしましたが、それでは授業を始めますよ」


  　狂戦士ベルセルクの先生が、悠然と語りを再開する。


  　その正面にあった教壇は禍まが々まがしく変へん貌ぼうしていて、骨でつくられた邪教の祭壇のようだ。


  　そこに手をつき、構図だけは生徒と向きあう教師そのものに。


  「先ほども言ったとおり、この『異界』の第一階層──妖よう精せい郷きようアルヴヘイムではみなさんに算数の授業を受けていただきます」


  　見た目も雰囲気も無視して、狂戦士ベルセルクはどこか平和的に教壇のなかをまさぐって。


  　何かを取りだし、置いた。


  「注目してください」


  　それは、黄金色の林りん檎ごである。


  　純金製なのか、金メッキではだせない深い色合いがある。


  　おおきさは手のひらにのる程度で、ふつうの林檎よりややちいさい。


  「見てのとおり、これは黄金の林檎です」


  　林檎は世界中の神話でモチーフにされる果物だが、北欧神話も例外ではない。


  　どうも生命の象徴として用いられていたらしく、赤ん坊を出産するときの比ひ喩ゆ表現として、林檎が落ちる、などという描写が北欧神話には残っている。


  　死者の果物とも、若さを保つための果実とも呼ばれる──のちに北欧神話が基キリ督スト教に侵略・支配された後に、失楽園＝知恵の実の伝説にも流用された形跡がある。


  　この授業で取りだされた黄金の林檎は、いったい何を暗示しているのだろうか。


  　何から何まで北欧神話の筋書きに沿っている──このアクセサリーのような林檎にも、どんな得体のしれぬ性質があるかわかったものではない。


  　警戒を浮かばせる希のぞ美みちゃんを眺めながら、狂戦士ベルセルクは気さくに仮面の奥で微ほほ笑えむと。


  「最初の授業ですし、ごく簡単なものにしましょう──転校生の月つく読よみさんの学力がどの程度か、まだわかりませんしね。まずは、ちょっとした腕試しといったところです」


  　近づいたら容よう赦しやなく屠ほふられそうな外見のわりに、やはりどこか穏和な態度で。


  「さぁ、問題です」


  　さらにもうひとつ、狂戦士ベルセルクは黄金の林檎を取りだして、教卓に置く。


  「ここに、黄金の林檎がふたつあります──いいですね。確認したら、今度はこちらの樹木に注目してください」


  　その視線の先に、立派な樹木が生えている。


  　果樹である──ずんぐりむっくりしていて、やはり童話的だ。


  　その果樹に、たくさんの黄金の林檎が実っている。


  「この林檎の樹をいちど叩たたくと、黄金の林檎がひとつ落ちてきます」


  　狂戦士ベルセルクが言いながら、渾身のパンチを林檎の樹に叩きこむ。


  　大型肉食獣でも一撃でノックアウトできそうな衝撃が走り、希美ちゃんがびっくりして「ひあっ!?」とるるなちゃんを抱きよせた。


  　狂戦士ベルセルクの獰どう猛もうな一撃に見あわぬちっぽけな成果として、言葉どおりに林檎がひとつ落ちて教壇にころりと転がった。


  　これで黄金の林りん檎ごは、みっつ。


  「さぁてと、これから先生はこの林檎の樹を四回──ぶん殴なぐります」


  　ぐるぐると腕を回して、準備体操をすると。


  「そのあと、この教壇にのっている林檎は合計でいくつになるでしょう？」


  「へ……？」


  　希のぞ美みちゃんが唖あ然ぜんとする。


  　仰ぎよう々ぎようしい演出のわりに、出題されたのはごく簡単な算数の問題である。


  　世界を『改変』し小学校を『異界』に変へん貌ぼうさせて、いったいどんな不条理なことを言いだすかと思ったら、気が抜けるほど平易だった。


  「そ、それだけですか？」


  　希美ちゃんが恐る恐る問うと、教師は「ええ」と優しく頷うなずいた。


  「単純な算数でしょう、まさに小学生レベルです」


  　意味深長にそんなことを言うと、教師は林檎の樹と向きあったまま。


  「ふたりで、どれだけ考えてもいいですよ──たっぷり相談して、答えをだしてください。ただし、忘れないように。時間をかければかけるほど、トロルになっていきますからね」


  　言葉どおり、とくに霊的防御力の低い希美ちゃんの劣化が酷ひどく、肌はもはやグリーンピースぐらいの濃い緑色になっている。


  「トロルの知力はかぎりなく低い。霊的に劣化すると同時に思考能力がどんどん消え失うせていきます──早く答えをださないと、難しいことを考えられなくなっちゃいますよ？」


  　弄もてあそぶような教師の物言いに、気の強い希美ちゃんは「むっ」として。


  「どんだけお馬鹿さんになっても、その程度の問題なら答えられます。勉強、得意だもの。えっと──最初に教壇にのってる林檎がみっつ、そのあとに先生が樹を叩たたいて落とす林檎がよっつだから……」


  　そこで、希美ちゃんの言葉が止まる。


  　目をぱちくりとさせて、こめかみに指を当てると。


  「あ、あれ？　こんなの、単純な計算なのに──えぇっと、あれれ？」


  　頭を抱かかえ、血の気を失って。


  「どうして？　うまく考えられない！」


  　そうとうショックだったのか、希美ちゃんはがくがくと震ふるえ始める。


  　真ま面じ目めで、勉強が得意な彼女にとって、トロルになってお馬鹿になっちゃうのは悲劇だ。


  「ふふふ」


  　そんな生徒を慈いつくしむように眺めて、教師は無意味に筋肉を強調させるボディビルダーみたいな姿勢になると。


  「この『異界』で行われるのは、あくまで月つく読よみさんへの授業です。櫛くし名な田ださんも補佐ぐらいはしてもいいですが、答えをだすのは月つく読よみさんであるべきです。よって、早めにトロルになってもらって──単純な計算もできないぐらい、お馬鹿さんになってもらってます」


  「るるなちゃんへの、授業……？」


  　希のぞ美みちゃんが眉まゆをひそめる。


  　そういえば、たまもそんなようなことを言っていた。


  　やはりこの授業とやらは北欧神話の『破壊神』による、『対抗兵器』たるるるなちゃんへの攻撃──なのだろうか。


  　北欧神話の狙ねらいは、るるなちゃんに絞られているようだった。


  　それにしたって、やっぱり回りくどいやりくちだけれど──。


  「る、るるなちゃん？」


  　希美ちゃんは自分で考えるのを諦あきらめたのか、悔しそうにしながら。


  「この問題、るるなちゃんはわかる？　っていうか、算数って何か──わかる、わよね？」


  　希美ちゃんも、るるなちゃんが生まれたての赤ん坊であることを知っている。


  　ふつうに考えたら、無理だ。


  　赤ちゃんに算数はできない。


  　だが、るるなちゃんの見た目はすくなくとも小学生ぐらいには育っている。


  　おつむの中身も外見どおりに発達しているかも、という希望を抱いたようだけど。


  　希美ちゃんの問いかけに、るるなちゃんは小首を傾かしげて。


  「………？」


  　きょとん、とした。


  　希美ちゃんが、心が折れたような表情をした。


  「あ、あれ？　わからない？　あのえっと、これまで学校に通ったことは──ない、のよね？　じゃあ、鎖さ々さ美みお姉ねえさんに自宅学習をしてもらったりとかは……しない、わよね。鎖々美お姉さんだもんね」


  　あれ、希美ちゃんのわたしへの評価がわりと低いぞ。


  　まぁ──実際、わたしがかぎりなく甘やかして育てたので、るるなちゃんはお勉強のたぐいを一切したことがない。


  　ゆえにこそ、いきなり小学校に通いたいなんて言いだしたときは驚いたものだけど。


  　るるなちゃん、どちらかというと身体からだを動かして遊んだりするほうが好きだったから、本とかも読んだことないし。


  　難しい話をすると、すぐに寝ちゃうし。


  　たぶん、お勉強に向いてはいない。


  　基本的な読み書きそろばん、すべてまったく習得してないのだ。


  　るるなちゃんが無口なのは、単純に本すら読めないので、語ご彙いがすくないせいかもしれない──と、ちょっと思った。


  「おやぁ？　どうしましたぁ？　元気がなくなっちゃいましたねぇ？」


  　先生が嬲なぶるように、嫌いやらしく言葉をぶつけてくる。


  「この程度のかんたんな算数もできないんですかぁ？　それで小学校に通いたいだなんて笑わせますねぇ？」


  　何だか、とっても挑発的な言動である。


  　ちょっと意地悪なことを言われて、るるなちゃんが「むっ」とする。


  　基本的に、己おのれの感情を我慢できない子なのだ。赤ちゃんだし。


  「…………」


  　るるなちゃんは両手を広げて、指折り数える、という古典的な方法で何とか問題の解を得ようとする。


  　最初に教壇にある林りん檎ごが、ひとつふたつみっつ、その後に樹から落ちてくる林檎がひとつふたつみっつよっつ。


  　るるなちゃんの愛らしい指が、折られていく。


  「たぶん、合計で──」


  　ふつうに考えたら、七個になるはずだ。


  　るるなちゃんもそう言いかけたようだけど、そこでふと──言葉を止めてしまう。


  「んん～？　どうしました～？　答えは何ですか～、先生に教えてくださ～いっ？」


  　狂戦士ベルセルクは耳に手を添える、わざとらしいポーズをとって。


  「本日の授業──最初の教訓は、『声をだすときは、はっきりと！』ですよ。ひとりで思い悩んでいても何も変わりません。この世界に確実に存在する他者に己の気持ちを伝えるには、声をだすしかないのです。そうして他者と、世界と関わっていくのですよ」


  　どこか取ってつけたように、それこそ教育番組のように、説教くさいことを言って。


  「この世界に独りぼっちにでもならないかぎり──いつまでも、むっつり押し黙っているわけにはいきませんよぉ？」


  「…………」


  　どこか思わせぶりなそんな言葉にも、るるなちゃんは答えず、じっと無言のまま。
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  「このまま、ずっと黙っていられても困りますね──」


  　狂戦士ベルセルクが再び教壇に手をつっこみ、取りだしたのは古めかしいダイヤル式の固定電話。


  「引っ込み思案な現代っ子でも手を挙げやすくするために、万全なサポートを用意するのが教師のつとめです」


  　何やら言いながら、電話をそっと放り投げる。


  　慌あわてて、希のぞ美みちゃんが受けとった。


  　狂戦士ベルセルクはそれを満足げに眺め──にこやかに。


  「その電話で、一定時間だけ外部の誰かに相談をしてもいい、としましょう」


  　クイズ番組みたいになってきた。


  「通話したい相手を念じながらダイヤルを回せば、そのひとに繋つながるようになっています」


  　旧式な見た目のわりに、けっこうなハイテクである。


  「もちろん、『異界』に穴をあけ強引に外と連絡をとるために、けっこうな霊力を消費するでしょう──トロル化もそのぶん進行しますので、使いどころをよく考えてください」


  　まぁ、ただでサービスしてくれるわけがない。


  　裏技を用いるためには、それ相応のリスクが必要、ということだろう。


  　とはいえ、るるなちゃんはいまだに『異界』の影響をあまりうけておらず、ほとんどトロルにもなっていない。


  　現時点では、わりと安全に使えそうな手段だけど。


  　問題は、誰に相談をするべきなのか──ということだ。


  　もちろん、電話を使わない手もある。


  　だが、るるなちゃん的にはこの簡単な算数の問題に、即答できない事情があるらしい。


  　どうも、疑り深そうに狂戦士ベルセルクを見ている。


  「ど、どうするの？　誰に電話するの──やっぱりお姉ねえさん？」


  　希美ちゃんが電話を確保しながら、そっと問いかける。


  「…………」


  　るるなちゃんは考えこんで、自分のすくない交友関係を脳裏に浮かべているようだった。


  　これでも、わたしが体調を崩したときなどに、るるなちゃんは知人を増やしている。


  　とはいえ、邪や神がみ三姉妹や『月つく読よみ神社』の弥み火かちゃんなどは、あくまで一時的にるるなちゃんを預かってくれただけだ。


  　無愛想なるるなちゃんは、たま以外にはあまり積極的に友好を結んではいない。


  　そんなひとたちに、気軽に相談もできないのだろう。


  　るるなちゃんが最もおおく触れあっていたのは──外ほかならぬ、わたしだろう。


  　けれど姉に頼るのがすごく嫌いやなようで、るるなちゃんは可愛かわいらしい顔をむっつりとしかめて、しばし迷っていたが──。


  　やがて思いきったように、受話器を手に取り、じ～こ、じ～こ、と回していた。


  　呼び出し音が響き、すぐに応答があった。


  『んん？　何これ、受話器っ？　もしもしっ、どなたですか？』


  　声は、わたしのものである。


  　ちなみに、このとき必死に『るるなちゃん監視ツール』をいじっていたわたしの目の前に、不意に虚こ空くうから受話器が出現していた。


  　わたしは面食らいながらも、慌あわてて受話器を耳に押し当てたのだけど。


  『あっ、映像も戻った──るるなちゃん？　これ、るるなちゃんからの電話だよね？　もしも～しっ、お姉ねえちゃんだよ！　無事なの!?　どういう状況!?』


  　このとき、通話のために『異界』に穴があいたのだろう、『るるなちゃん監視ツール』も一時的に復旧し、映像と音声が戻ってきていた。


  　とはいえ、目を離している間に起きた出来事については、わたしは察していない。


  「あの」


  　るるなちゃんは、ぷにぷにした両手で大事そうに受話器を抱かかえて。


  「お姉ちゃん──」


  　もじもじ、と身を揺すっている。


  「あのね、えっと──林りん檎ごがね」


  『何？　声がちいさくて聞きとりづらいよっ、林檎がどうしたの？　林檎が食べたいならお姉ちゃんが今すぐ『改変』して青森県を丸ごと引っこ抜いて届けてあげる！』


  「青森県のひとに迷惑だからやめて」


  　わたしが妙なことを言うので、逆にやや冷静になったのだろう。


  　るるなちゃんは深く息を吸って──たどたどしく、語った。


  「えっとね、お姉ちゃん……。あの、聞きたいことがあるの。林檎がね、みっつあるの。それで、よっつ増えるの」


  『んん？　ごめん、よくわかんない──林檎がどうしたの？』


  　わたしの物わかりが悪すぎる気がするが、いきなり『異界』に閉ざされて状況が不明だった妹が、ごく簡単な算数の問題に悩んでいるとは、さすがにわたしも察せない。


  　るるなちゃんの置かれた立場がわからず、当惑するだけである。


  「だから、ね。みっつに、よっつが──」


  　るるなちゃんは苛いら々いらし始めているのか、愚ぐ図ずるように足踏みをしている。


  　ついに癇かん癪しやくを起こして、おおきな声をあげる。


  「もう！　お姉ちゃんの馬鹿！　わかってよっ、馬鹿馬鹿！」


  『え？　何で怒ってるの？　る、るるなちゃ～ん？』


  　わたしは怯ひるみながらも、おっかなびっくり。


  『よくわからないけど、電話してくれて──ううん、頼ってくれて嬉うれしいよ』


  　ほんとに、心から幸せでいっぱいだったから。


  『できないこと、知らないことがあるのは当然だよ──るるなちゃんは、まだ、ちいさいんだから。でも、だからこそ他人に頼る、それでいいんだよ。って、偉そうだけど』


  　あはは、と気が抜けたように笑うと。


  『そっちがどういう状況にあるかわからないから、わたし、ちゃんと助言をしてあげられないけど。ひとつだけ、言えるよ。絶対に役に立つこと、教えてあげるよ』


  　苛いらついて受話器に齧かじりつき始めた妹に、わたしは告げる。


  『わたしが困っていたとき、優しいひとが言ってくれたんだ──がんばれ、でも無理だけはすんなよって。悩みができたら、こうやって、誰かに頼ってね。お願いだから、独りでがんばりすぎないようにね』


  「どうでもいいから、そういうのは──それよりも」


  　せっかくわたしがイイこと言ってるのに、るるなちゃんはあっさりスルーである。


  　そんな噛かみあわない会話をしている間に。


  「はい、終了～♪」


  　教師が手て斧おのを握りしめ、豪快にぶん投げた。


  　それは希のぞ美みちゃんが抱かかえている電話機に直撃し、粉々にしてしまった。


  「わぴっ!?」


  　希美ちゃんがびびって尻もちをつく。


  　当然、通話は途切れ──ちぎれたコードで繋つながった受話器のみが、るるなちゃんの手のひらのなかに虚むなしく残された。


  「言ったでしょう。答えをだすのは、授業を受けているのはあくまで月つく読よみさんです。何でもかんでも聞いてはいけません」


  　むかつく偉そうな態度で、踏ん反ぞりかえって。


  「ふたつめの教訓は──『質問はわかりやすく、端的に、適切に』です。他人は、こちらが望むよりもずっとわずかしか、こちらの心を理解してくれません。きちんと質問できないと、どんどん誤解ばかりが生じて、互いに不幸になります。よぉく覚えておいてください、これが他者との関わり──コミュニケーションの、第一歩です」


  「…………」


  　よくわからん講こう釈しやくを垂れる教師を、るるなちゃんが唾つばでも吐くように受話器を放り捨て、怨うらめしげに睨にらみつける。


  　実際、電話をした意味はほとんどなかったといえる。


  　あんな短い間に状況を相手に理解させ適切な答えを引きだすなんて、無理だ。


  　ただ意地悪にも通話によって、るるなちゃんの霊力を消費させただけだ、ずるい。


  「ど、どうするの……？」


  　困りきったように問うてくる希美ちゃんに、るるなちゃんは何だか面倒くさそうに。


  「もういい」


  　誰にも届かないようなちいさな声で、つぶやいた。


  「他人に頼ろうとした、わたしが馬鹿だった」


  　酷こく薄はくに。


  　その小声が聞きとれなかったのか、教師が余裕たっぷりに宣告してくる。


  「ぐずぐずしていると、あなたもトロルになってしまいますよ──浅ましくみじめな、神話的敗北者にね。それが嫌いやなら、学び、成長し、この困難を突破しなさい」


  「うるさい」


  　るるなちゃんは不愉快そうに、狂戦士ベルセルクたちに向きあう。


  　そのちいさな身体からだに、得体のしれぬ迫力が充満している。


  「もういい、わかった」


  　すべてを気に食わぬからと投げ捨てるような、暴君の態度で。


  「これは最終戦争ラグナロクだって、あなたは言ったね。じゃあ、戦いなら、生き残るためには──必要なことは、ひとつ。わたしは、まだ何も知らない赤ちゃん。でもそんなわたしだって、世界中のどんな赤ん坊だって、生きていくために、たったひとつできることがある」


  　新月のごとき無む慈じ悲ひな瞳ひとみで、『異界』のすべてを睥へい睨げいして。


  「生きていくために、ちょっとだけ──がんばる」


  　すう、とおおきく息を吸いこんで。


  　吐いた。


  「クマノクスビ」


  『神々』の名前を呼び、おおいなる存在を体内から解き放つ。


  　その結果は、劇的だった。


  　轟ごう、と『異界』が震しん撼かんする。


  　るるなちゃんの可愛かわいらしいくちびるから、劫ごう火かが迸ほとばしった。


  　日本神話における火の神といえば、かがみが宿した『炎帝カグツチ』が最も有名だが──奇くす火、という名をもつ聖なる炎の化身であるクマノクスビを初めとして、火山や鍛か冶じなどに関連づけられた『神々』は数多い。


  　どんな神話でも、古代においては奪いあい殺しあう戦争の時代を経る。


  　その時期において、武力の象徴たる雷や炎は信仰を集め、強大な『神格』を得る。


  　かぎりなく闘争を経験していない平和的な日本神話すら、それは例外ではない。


  　土着の『神々』を次々と併へい呑どんした軍神たる、わたしたちのよく知る布ふ津つ野の弥み火かちゃん──『さばきのいかづちタケミカヅチ』と同系統の、劫火の化身、暴力の権ごん化げ。


  　おそらく己おのれの体内にある第二の高たか天まが原はらに取りこんだその『神々』を、るるなちゃんは吐息とともに解きはなったのだ。


  　その紅ぐ蓮れんは林りん檎ごが実った樹木に直撃し、派手に爆破炎上させる。


  　ものすごい高熱なのか、純金製らしい黄金の林檎すら瞬時に融ゆう解かいし爆散、蒸発する。


  　植物化した教室は燃えるものでいっぱいだ。


  　飛び火があちこちに燃えうつり、教室はあっという間に炎の渦に呑のみこまれる。


  「きゃああああっ!?」


  　希のぞ美みちゃんが悲鳴をあげ、へたりこみ、るるなちゃんの腰のあたりに縋すがりつく。


  「ななな、何なの──今の!?　るるなちゃん、火ぃ吐かなかった!?　っていうか、この教室に生えた植物のなかには『改変』で姿を変えられたクラスメイトもいるのよ？　燃やしちゃだめなのよ！」


  「手加減はする。たぶん。がんばる」


  　ぐっ、と根拠不明に拳こぶしを握りしめて、るるなちゃんは再び息を吸いこみ──また吐いた。


  　今度は、教壇と、そこにのった黄金の林りん檎ごを爆破し消滅させる。


  　滅めつ却きやく、である。


  　何もかもが炎上し、教室はいっきに地獄の様相となった。


  「これで、わかりやすくなった」


  　炎の残ざん滓しを蛇へびの舌のようにちろちろと覗のぞかせて、るるなちゃんは勝ち誇る。


  「黄金の林檎は、ぜんぶ消え失せた──だから、答えは零ゼロ」


  　胸を張って、どうだ、とばかりに言い放つるるなちゃんである。


  「な、な、な」


  　さすがにこんな蛮ばん行こうは予想外だったのか、完全に腰が引けていた教師だが、気力を奮い立たせて怒ど鳴なる。


  「何てことを──しかし、こんな乱暴な回答は先生認めませんよ！　言いましたよね、『樹木を四回殴なぐったら』と！　まだ殴ってませんし、樹木は消えてしまいましたし！　だからその、無効です！　さっきの問題は無効にします！　次の問題を──」


  「うるさい」


  　るるなちゃんは、動じなかった。


  　すでにこの教室は、ちいさな彼女に支配されているようだった。


  「アマツマラ」


  　るるなちゃんが再び、今度はちがう『神々』の名前を呼んだ。


  　やはり日本神話に属する、金属を司つかさどる『神々』だ。


  　日本では製鉄技術の発達以前にも、鉱物にまつわる『神々』は多く存在していた。


  　経年劣化しがたい鉱物は容易に『神々』と関連づけられ、その種類は万にも及び、多種多様に派生しおおくの信仰を勝ちとっている。


  　るるなちゃんが第二の高たか天まが原はらから召しよう喚かんしたのは、そんな『神々』のひとつである。


  　幼い『対抗兵器』の命令に従い、参上した『神々』が瞬時に無数の刃に姿を変え──狂戦士ベルセルクの群れに殺到する。


  　古式ゆかしき諸もろ刃はの剣、『月つく読よみ神社』も主要武器としている十と拳つかの剣つるぎである。


  　神話的破壊力を有する刃が雨のように降り注ぎ、狂戦士ベルセルクたちを蹂じゆう躙りんする。


  　悲鳴をあげ、武骨な野や蛮ばん人じんたちも矢も楯たてもたまらず、逃げまどうしかなかった。


  　同時に、るるなちゃんは地獄絵図のなか、不意に走りだした。


  　長い髪が、炎にあおられ優雅に舞う。


  「あっ、るるなちゃん！」


  　希のぞ美みちゃんが呼びかけたが、るるなちゃんは聞かない。


  　そのまま直進し、宙を飛び交う十拳剣のひとつをサッカーボールのように華麗に膝ひざでリフティング──器用に掴つかむと、洗練された動きで間近にいた狂戦士ベルセルクのひとりに突き刺した。


  　躊躇ためらいもなく。


  　思わず「！」と目を閉じた希美ちゃんは気にせずに、るるなちゃんは深く差しこんだ十拳剣の柄を、思いっきり蹴けりつける。


  　金切り声をあげ、絶命した狂戦士ベルセルクが倒れ伏し──。


  　その全身が光の粒子になって、飛び散った。


  「やっぱり、ＮノンＰプレイヤーＣキヤラクター──だっけ、そういうやつ」


  　るるなちゃんがうろ覚えの知識らしいものを口にして、満足げにする。


  　たぶん、わたしがやってたネットゲームとかを見て、覚えた単語だろうけど。


  　飛び散る光の粒子に手のひらを添えて、強引にかき集めるような仕草をすると、るるなちゃんはそれをおおきく開いた口のなかに押しこんだ。


  　捕食したのだ。


  　ごくん、と喉のどを鳴らして。


  「薄味。霊力もすくない。でもまぁ、腹の足しにはなる」


  　狂戦士ベルセルクの保有していた霊力を吸収したのか、トロルになりかけていたその肌が、健康的な色を取り戻す。


  「食べ放題……♪」


  　そこから先はるるなちゃんオンステージだった。


  　両手に十拳剣を掴み、縦じゆう横おう無む尽じんに振るう。


  　鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで、ばったばったと薙なぎ倒される狂戦士ベルセルクたち。


  　そのすべてが粒子になって飛散し、それをるるなちゃんは貪どん欲よくに食べた。


  　狂戦士ベルセルクたちに動揺が走る。


  「このっ、乱暴はやめなさい──席につきなさいっ！」


  　唯一、かろうじて闘志を忘れなかった教師の成れの果てたる狂戦士ベルセルクが、そんなるるなちゃんに飛びついて組み敷こうとする。


  　だが、ちいさな彼女を捕らえられず、無様に床に倒れ伏す。


  　そちらは無視し、るるなちゃんが軽やかに動く。


  　狂戦士ベルセルクたちはもはや容よう赦しやせずに、そんな捕食者──るるなちゃんに槍やりを斧おのを向け、大おお薙なぎに振るっていく。


  「天あまの岩いわ戸と」


  　だが、るるなちゃんが手のひらを広げて、そこに円盤状の黒い板を出現させる。


  　今朝、彼女が全身にまとっていた日本神話最強の防壁──天岩戸を、盾たてのごとく展開して敵の攻撃を防いだのだ。


  　わたしが『最高神のちから』をもっていたころ、思うように扱えなくて苦労した天岩戸を、手足のように用いている。


  「うざい」


  　ぽつりと言って、不意に、るるなちゃんは姿を消失させる。


  　そのちいさな身体からだが、いつの間にか瞬間移動している。


  　敵を見失い混乱する狂戦士ベルセルクたちの背後に出現し、またも串刺しにし、あるいは呆あつ気けなく首を刎はねて、粒子へと変えていく。


  　そのすべてを、おおきく深呼吸してお腹なかに収める。


  　圧倒的だった。


  　こんなに強かったのか、るるなちゃんは。


  　そう、彼女もまた世界に破滅をもたらす災さい厄やくと化した日ひ留る女めちゃんと戦うため──『創造神』イザナギが全力を尽くして構築した、『対抗兵器』なのだ。


  『破壊神』と同様に彼女は日本神話のすべてを用い、その文脈に沿って奇跡を起こす。


  　この様子では、戦う方法もあらかじめ登録ダウンロードされていたのだろう。


  　あるいは、彼女が受け継いだ母の──『月つく読よみ神社』史上最強の巫み女こ、月読呪じゆ々じゆの戦闘技術のすべてを踏襲し、本能的に扱えるのだろうか。


  「み、みなさん！　逃げまどうだけでは各個撃破されます、固まって陣形を組むんです！」


  　恐れおののき、教師の号令に従って壁際に退避する狂戦士ベルセルクたち。


  　だが、それを見てもるるなちゃんは「へっ」と嫌いやな感じに笑うだけだ。


  　その指先に──いつの間にか、先ほどまで教師がもっていた十字架によく似たもの、『鉄てつ鎚ついミョルニル』が握られている。


  　先ほどの乱戦の最中に、ちゃっかり奪いとっていたらしい。


  　油断も隙すきもない幼女であった。


  「欲しいものは奪いとる、それがいちばん早い」


  　るるなちゃんは手のひらで『鉄鎚ミョルニル』を弄もてあそび、それをおもむろに希のぞ美みちゃんに向かって放り投げた。


  「そこのやつ、これ持ってて」


  「わ、わっ!?」


  　希のぞ美みちゃんは何とか『鉄てつ鎚ついミョルニル』を受けとり、そこでふと気づいて。


  「ちょっと、るるなちゃん！　あなた口が悪いのよっ、『そこのやつ』って何よ？　わたしの名前は櫛くし名な田だ希美──」


  「どうでもいい」


  　素そっ気けないるるなちゃんだが、彼女が希美ちゃんに『鉄鎚ミョルニル』を渡した理由はすぐに判明する。


  　るるなちゃんに比べてトロル化の進行が速かった希美ちゃんだが、その肌や服の変化が急速に停止したのだ。


  　元通りにはならないが、どうも『異界』の影響を受けなくなったらしい。


  『鉄鎚ミョルニル』は、基キリ督スト教における十字架ロザリオの元になったもの──という話だった。


  　十字架ロザリオの意味は、守護である。


  　この便利アイテムを持っているかぎり、その効果で希美ちゃんは守護され、トロル化の進行が停止するようだった。


  　確実にトロルになっていた希美ちゃんを気遣って、るるなちゃんは『鉄鎚ミョルニル』の性質を見抜き、優先して奪って手渡してあげたのだ。


  　それを理解して、希美ちゃんは呆あきれたように「もうっ」とくちびるを尖とがらせて。


  「何だかんだ言って、わたしを助けてくれたのね──るるなちゃん。まったく、さすがは鎖さ々さ美みお姉ねえさんの妹、ひねくれてるのよ」


  　どういう意味かな、希美ちゃん。


  「さて、と」


  　炎が燃えあがり、床に無数の刃やいばが突き立つ焦しよう土どで、るるなちゃんは仁に王おう立だち。


  「くだらない茶番はおしまい──あなたたちの問題はつまらない。最初にみっつの林りん檎ご、次によっつの林檎が落ちてくる」


  　静かに、無む慈じ悲ひに。


  「でも、ほんとにいちど殴なぐるごとに林檎がひとつ落ちてくるのか、わからない。ふたつかもしれないし、みっつかもしれない。殴っている間に、その衝撃で教壇から林檎が落ちるかもしれない。答えはいくらでも変動する、あなたたちの思うがままに」


  　あぁ、そんな出題の意図を読んで──るるなちゃんは簡単な問題に即答しなかったのだ。


  　けっして３＋４という算数ができなかったわけじゃなかったのだ、たぶん。


  「そうやっていくらでも変動可能な、意地悪な未来を運命と呼ぶのなら、それを突破するのに知恵と勇気が必要だというのなら──わたしは、嫌いやになるぐらいにその知恵とか勇気とかそういうものを、ぶつけてやる」


  　過激に、るるなちゃんは十と拳つかの剣つるぎをでたらめに構えて。


  「あなたたちの問題は面白くない、だからわたしが新しい問題をだしてあげる──いま教室にいる狂戦士ベルセルクは、ぜんぶでえっと、十人ちょっと」


  　その口が、三日月のような笑みのかたちに開かれる。


  「わたしが思いっきり暴れたあと、この教室に残っている狂戦士ベルセルクは何人？」


  　野蛮な狂戦士ベルセルクたちが、その問題に恐怖の声をあげる。


  　否いな、きっと──捕食者に襲おそわれる、それは餌えさの悲鳴だった。


  「答えは、さっきと同じ」


  　そして『対抗兵器』のわたしの妹は、通達どおりに『思いっきり暴れる』。


  「わたしが零ゼロと言ったら、零」


  　その声も態度も、それこそ破滅の権ごん化げ──『破壊神』、と呼びたくなるものだったけれど。
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  第五話／跪ひざまずいて足をお舐め


  



  　るるなちゃんが狂戦士ベルセルクたちを虐ぎやく殺さつ（？）して。


  　かなり強引な手段だったと思うけれど、この『異界』における第一階層、妖よう精せい郷きようアルヴヘイムの授業──算数は見事、乗りこえることができた。


  　先ほどのお電話の結果、『異界』にわずかに開いた穴から、わたしは『るるなちゃん監視ツール』で妹たちの監視を続行できている。


  『異界』の穴もいつかは塞ふさがってしまう、いつまで映像や音声が途切れずにすむかはわからないが、今はとりあえず傍観するしかなかった。


  「…………」


  　るるなちゃんは息も乱さぬまま、両手に十と拳つかの剣つるぎを握りしめ、返り血に染まってどことなく満足そうに「むふん」と胸を張っている。


  　刃の血振りをすると、もはや視界のすべてを埋め尽くした狂戦士ベルセルクたちの霊力の塊──黄金の粒子を、胸いっぱいに吸いこんだ。


  「ひいいっ──怖い……るるなちゃんマジ怖いっ」


  　植物化したままの教室の隅っこで、希のぞ美みちゃんが頭を抱かかえて震ふるえている。


  　まぁ、目の前で人間のかたちをしたものがばったばったと薙なぎ倒されていく光景は、平凡な小学生にとってトラウマもんである。


  　見たところ、るるなちゃんはＮノンＰプレイヤーＣキヤラクター以外──狂戦士ベルセルクになった教師などは殺さずに無力化するだけで、いたずらに命を奪ってはいないようだったけれど。


  　とはいえ、るるなちゃんの倫理観はほんきで赤ちゃん並みだ、いざとなれば容よう赦しやしないような気がする。


  　そして、そんな彼女の行動を止めるものは誰もいない。


  　うっかりすれば、すぐにわたしの妹は大量虐殺者になってしまう。


  　希美ちゃんに期待しようにも『神格』がちがいすぎる、るるなちゃんを制止するのは荷が勝ちすぎるだろう。


  　いざとなれば、危険を承知でわたしたちがこの『異界』に飛びこんでいって、無理にでも抑えつける必要があるけど。


  「…………」


  　るるなちゃんは「けぷっ」とたくさん食べてご満悦なのか、可愛かわいらしいおくびを漏もらして、ふと思いだしたように希美ちゃんを見た。


  　そして、ぽてぽて歩み寄ると──おもむろに、顔を近づける。


  「うひ!?」


  　びびって身を竦すくませる希のぞ美みちゃんの頬ほおに、るるなちゃんは手を添えて。


  　しばし何かを確かめるようにしていたが、やがて「チッ」と舌打ちする。


  「狂戦士ベルセルクたちは倒したけど、『異界』を破壊したわけじゃない──その影響は残っている。神話的敗北者トロルになったあんたを、元通りに快かい復ふくさせるのは難しい」


  　億おつ劫くうそうに、るるなちゃんが語る。


  　声をだすのが嫌いらしい彼女の声はちいさく、また抑よく揚ようがない。


  「役立たずをつれまわすのは面倒くさい」


  　いちおう、るるなちゃんもこんな得体のしれないところに希美ちゃんを置き去りにするのは忍びなかったのか──いや、単純にわずかでも霊力のある希美ちゃんを、自分で勝手についてくる保存食ぐらいに思ってるのかもしれないけど。


  　無表情のまま、るるなちゃんが「もぐもぐ」と何かを咀そ嚼しやくするような仕草をした。


  「べぇ──」


  　そして右手を器のかたちにすると、そこに舌先からよだれを零こぼした。


  　やけに黄金色をした、溶かした金属のようなそれは手のひらのなかに溜たまる。


  　色からいって、北欧神話の狂戦士ベルセルクなどから吸収した霊力を、吐きだしたのだろう。


  　おそらく、誰にでも摂取できるようなかたちに加工して。


  　とろりとした、血のような蜂はち蜜みつのような、液体。


  　それは印イン度ド神話における甘露アムリタと同じ霊力の塊だ。


  　トロル化が進行した希美ちゃんも、霊力を補給すればその汚染（と呼ぶべきか）が快復する、のかもしれなかった。


  　それを察したか、希美ちゃんは目をぱちくりさせて。


  「あ、ありがとう──」


  　感謝を述べたが、何だかるるなちゃんはそれが気に食わないというように、あるいは照れ隠しのように「ぷいっ」と目を逸そらすと。


  　ふと何かを思いついたのか、ぺたんと尻もちをつくと、左手で上うわ靴ぐつと靴下を脱いだ。


  　可愛かわいらしい素足が、晒さらされる。


  「何してるの、るるなちゃん？」


  　戸惑う希美ちゃんに、るるなちゃんは「ニヤリ」と笑うと。


  　べちゃり。


  　すべすべのあんよに、その蜂蜜のような液体を垂らした。


  　それを、「？」と小首を傾かしげた希美ちゃんの顔先にそっと突きだして。


  　幼女らしからぬ、艶えん然ぜんとした表情で。


  「そこに跪ひざまずいて、舐なめなさい。犬のように」


  　ろくでもないことを言いはじめた。


  「希のぞ美みとかいうやつ、あんたは生意気。だから、調教する。この世の何もかもは、わたしに従うべき。屈服し、二度と生意気な口を叩たたかないなら──これを舐めさせてあげる」


  　うわあ。


  　我わが侭ままな子だとは思っていたけど、これはもはや女王様ーっ!?


  　わたしの天使のようなるるなちゃんがクラスメイトを調教する悪女に……！


  　盛りあがっているわたしとは裏腹に、現場にいる希美ちゃんはまさかるるなちゃんがこんなことを言いだすとは思っていなかったのか、目を丸くするだけで反応できない。


  　長い三つ編みを揺らし、希美ちゃんは恥じらって俯うつむくと。


  「で、でも、そんな──」


  「拒否するなら、それでもいい。馬鹿なトロルのまま、何も考えられずに、この『異界』で腐っていればいい。わたしは、べつに困らない」


  　調子にのって、るるなちゃんは「ふふん」と得意げである。


  「勘違いしないで、これは最大限の譲歩──わたしにとって、あんたはいてもいなくても、どっちでもいい。ここで助けてあげるのも、気まぐれ」


  　他人をいじめるときは饒じよう舌ぜつになる、わたしの天使ちゃんである。


  「あんた、見たところお勉強が得意なようだけど──トロルになっちゃったらそれもぜんぶ無駄、かんたんな算数もできないお馬鹿さんになる。ご両親もさぞ哀しむでしょう、ふふ」


  　あ、希美ちゃんの急所が両親との関係であることを、もはや見抜いている。


  　末恐ろしい子である。


  　るるなちゃんはいつも、周りのひとをじっと見ている──他人の顔色を察し、その内心を掴つかむことにいつの間にか長たけていたのだろう。


  　追いつめられ、希美ちゃんは悔しそうに項うな垂だれると。


  　歯噛がみして、その場に膝ひざをつき、ここは腹が立っても従っておきべきだと判断したのだろうか──恥ち辱じよくに震ふるえながら、そっと舌をだして。


  「あ、あとで覚えておきなさいよ……」


  　そして、るるなちゃんの命じるままに、その足先にくちびるを寄せた。


  　そのちいさな指を口に含み、赤ん坊が乳を吸うように、聖蜜を舐め取る。


  「…………」


  　るるなちゃんが、ぴくんと肩を震わせる。


  　征服感が心地よいのか、くすぐったいのか、わずかに頬ほおを染めて身じろぎしている。


  　聖なる儀式であるかのように、静寂のなか、希美ちゃんの緑色になっていた肌がゆっくりと本来の艶つやと色を取り戻していく。


  　癒いやされ、快かい復ふくしていく。


  　しばし、そんな小学生たちの禁じられた遊びがつづけられたが──。


  　唐突に。


  　そんな彼女らの足下に、無数の亀き裂れつが走った。


  　床に、真下から乗用車でも激突したように、おおきな衝撃がぶちかまされる。


  「………!?」


  　るるなちゃんと希のぞ美みちゃんが、慌てて反応したがもう遅い──亀裂が蜘く蛛もの巣状に広がり、丈夫そうな教室の床が壁が天井が粉々に砕け、呆あつ気けなく崩ほう落らくした。


  「へ!?　う、うひゃぁああああ!?」


  　真下の階に落下していく瓦が礫れきのなか、宙に放りだされた希美ちゃんは手足をばたばた。


  　状況が理解できていないのか「きょとん」としているるるなちゃんを、抱きよせた。


  「なっ、何これ!?　何で床がっ──る、るるなちゃんが何かしたの!?」


  「知らない」


  　鬱うつ陶とうしそうに首を振って、るるなちゃんは希美ちゃんを振り払おうとする。


  　たぶん、他人を霊力の上下でしか判断しない彼女にとって、『神格』の低い希美ちゃんは触り心地の悪い毛羽だったぬいぐるみのようなものなのだろう。


  　嫌いやそうに眉まゆをひそめているるるなちゃんだが、希美ちゃんは落下の恐怖からか、そんな彼女を夢中で抱きしめて涙目になっている。


  「…………」


  　不本意そうに、るるなちゃんはそんな希美ちゃんを眺めている──。


  　そのまま重力に従って、ふたりは真下の階層に釣つる瓶べ落おとしになった。


  　同時に落下した瓦礫が派手な破砕音を響かせ、床に叩たたきつけられ、絡まりあって転がる。


  「きゃうん!?」


  　希美ちゃんが悲鳴をあげ、砂すな埃ぼこりが朦もう々もうと舞うなか、何とか身を起こそうとした。


  「痛ぁい──な、何で床が抜けたの？」


  　下手したら死ぬか大おお怪け我がするような出来事だったが、るるなちゃんが『改変』でもして身を守ったのだろう、彼女と密着していた希美ちゃんもほとんど無傷である。


  「それよりも」


  　ちゃっかり倒れた希美ちゃんの背中に馬乗りになり、彼女をクッションにして事なきを得ていたるるなちゃんが、周りを無む垢くな仕草で見回して。


  「様子がおかしい」


  　その言葉どおりだった。


  　ふたりの周りには、異様な景色が広がっていた。


  　先ほどまでは植物化してはいたが、小学校らしい教室の輪郭を保ってはいた。


  　窓があり黒板があり教壇があった。


  　けれど、ひとつ階層をぶち抜いて落下しただけなのに、そのままオズの魔法使いみたいに、つまり異世界に飛ばされたみたいに環境が変わり果てている。


  　渺びよう茫ぼうとした、砂漠だった。


  　屋外にしか見えない。


  　遠くに地平線まで見える、異様に広々とした空間である。


  　真上には不自然に宙空に亀き裂れつが走っており、そこからふたりは落下してきたのだと、かろうじてわかる。


  　だがその亀裂以外は無限に広がる夜空であり、たくさんの星々が煌きらめいていた。


  　尋常ではなく広いプラネタリウム──といった、様相である。


  　ふたりの周りには、おおきな山のようなものがいくつも配置されている。


  　土を積み重ねたような、古墳だった。


  　鍵穴のかたちをした前方後円墳。円墳。方墳。帆立貝型古墳。


  　単なる岩が転がっているだけのものや、ピラミッドのようなものも散見する。


  　それらのすべてが黄金色に塗りたくられ、いかにも悪趣味だった。


  　ふたりの足下は砂地であり、これまた黄金の砂つぶが敷きつめられている。


  　無風で、時間が停とまっているみたいだ。


  　何の音もせず、誰もいない。


  　不安になったのか希のぞ美みちゃんがるるなちゃんの手をぎゅっと掴つかんで、振り払われる、無駄な動きをしていた。


  「な、何なんだろう──これ？　ここ、どこ？　るるなちゃん、わかる？」


  「…………」


  　るるなちゃんは「わたしに聞かれても」みたいな表情をしたが、ふと顔をあげ、近くにある古墳のひとつを睨ねめつけた。


  　瞬間である。


  



  「ようこそ！」


  



  　やけに陽気な、通りのいい男性の声が響いた。


  「一時間目の授業は楽しんだかい!?　けれど狂戦士ベルセルクは北欧神話ではいちばんの下っ端ぱ！　この『異界』世界樹ユグドラシルでの授業はここからが本番らしいよ!?」


  　るるなちゃんの視線の先、古墳の真上に、何者かが浮遊している。


  　というか、宙空に透明な足場でもあるかのように、不自然に立っている。


  「ここは二時間目の授業が執とり行われる『異界』第二階層──聖なる墳墓ミッドガルド！」


  　両手を広げ、外国映画のように演技過剰に何やら語っているその人物を見て。


  「あ、あれ──あなたは？」


  　るるなちゃんの聖蜜を舐なめてやや知能を快かい復ふくさせた希のぞ美みちゃんが、苦労しながらその名前を思いだしたか、恐る恐る口にする。


  「たしか、キュピちゃん、さん？」


  「やぁ希美！　よく会うね！」


  　キュピちゃんと呼ばれた、宙空に不自然に立つ人物は──体格のいい男性だった。


  　かなり濃いめの、彫りの深い顔立ち。


  　金髪碧へき眼がん。


  　日本に留学しにきたけど勉強より遊ぶのが楽しくなってきたような軽めの雰囲気の、どこにでもいるアメリカあたりからきた大学生、といった感じ。


  　しかしてその実態は、いまだ正体不明なところのある、正しよう真しん正しよう銘めいの宇宙人──。


  「そう！　僕がこの『異界』における二時間目の授業の教師なんだ！」


  　ＨＡＨＡＨＡ！　というように馬鹿笑いをして。


  　キュピちゃんと呼ばれている不思議な男性は、やはり過剰な身振りで「困ったねオーマイガツ！」という具合におおきく肩をすくめた。


  



  
    ＠　＠　＠

  


  



  　希美ちゃんが口をあんぐりと開いて、さすがに呆ぼう然ぜんとしている。


  「きゅ、キュピちゃんさん!?　何でここにいるんですか!?　っていうか、不自然に浮いてませんか!?　あぁもう、ぜんぶわからない！」


  　頭を抱かかえてしまう。


  　いくら非日常に慣れてきたからといって、希美ちゃんはあくまで一般人だ──理解不能な現象の乱発に、もはや限界のようだった。


  　そんな彼女を興味深そうに見ながら、合成映像のように不自然に宙に浮いているキュピちゃん（って名前でいいの？）は楽しげに。


  「あぁ、こないだふつうに車を運転して登場したら『宇宙人っぽくない』と不評でね、今回はちょっと超科学的なものを見せていこうかなって思ってるんだ！　浮いてるのは通販で買った反重力装置のおかげだよ？　意外と使いどころがないから、クーリングオフしようかなと思ってるんだけどね～」


  　やっぱり、どことなく生活臭の抜けないことを語りながら。


  「まぁ、僕についてはあまり気にしないでくれ──今回の騒ぎに宇宙人が関わってる、というわけではないから、そう警戒しないでほしいな。僕らは基本的に、この惑星の事情にはあまり手をださない方針だからね？」


  　かなり耳に心地よい、爽さわやかな声こわ音ねで。


  「でもまぁ、乗りかかった宇宙船だからね！　あ、今のは宇宙人のことわざだよ！　ＨＡＨＡＨＡ！（アメリカ笑い）それに──たまちゃんには命を救ってもらった恩義がある、その頼みは断れないさ！」


  　そういえば、あのササミ・ウォッチ・プロジェクトなる妙な出来事のなかで、たまが助けていた宇宙人がいたような──あのときの銀色のぬめぬめした生き物が、この映画俳優のようなイケメンさんと同一人物なのだろうか？


  　あんまり関わりたくないので深く考えないが、ともあれ──キュピちゃんとやらは恩人であるたまに依頼されて、こうして『異界』における授業の教師を任じているらしい。


  「それに、この小学校の地下にうちの故郷──アンドロメダあたりに繋つながってるワームホールを建造させてもらったからね、その賃貸料として労働しようかなって！」


  「うちの小学校の地下にそんなＳＦ的なものが!?」


  　希のぞ美みちゃんが大声をだしたせいか、ぜえはあ、と肩で息をしている。


  　宇宙人のやることだし、いちいち律りち儀ぎにツッコんでいたら身がもたないんじゃないかな。


  「まぁ、それはそれとして」


  　キュピちゃんはＣＧめいた美形を笑みのかたちにしたまま。


  「たまちゃんの頼みだし、僕は教師として、君たちに授業を受けてもらわなくちゃいけない。とはいえ、希美に酷ひどいことはしたくないしなあ──」


  　相変わらず、希美ちゃんはやけに人外に好かれてるなあ。


  　どうしたもんか、と考えている宇宙人を、希美ちゃんは見あげて。


  「ど、どうしてそんな授業？　をわたしたちに受けさせるんですか、たまちゃんは？　何の意味があるんですか？」


  「う～ん、それを僕から説明しちゃうのはフェアじゃない気がするなあ」


  　キュピちゃんは片目を瞑つむって。


  「まぁ、安心するといいよ。たまちゃんは何も意地悪をしているわけじゃない──今回起きる出来事はすべて、あくまでも授業だ。授業は、子供を成長させるためにある。っと、ちょっと喋しやべりすぎかな？」


  「…………」


  　人好きのする笑顔を浮かべる宇宙人を、るるなちゃんがしきりに首を傾かしげながら眺める。


  　あらゆる神話を捕食できる『対抗兵器』であり、他人を食べられるか食べられないかで区別しているところのある、るるなちゃんにとって──異なる惑星の文脈に位置する宇宙人は、口にいれていいものかもわからぬ異国の料理みたいなものなのかもしれない。


  　態度を決めかねているように、戸惑っているるるなちゃんを置き去りにして、宇宙人はさっさと話を先に進めている。


  「まぁ、知りたいことがあるなら、僕じゃなくてたまちゃんに聞きなよ──彼女は、先に行って待ってる」


  　どこか意味ありげにそう言うと、やたら快活に指を鳴らして。


  「じゃあ、無駄話はこれまでにして──授業を始めよう！」


  　子供たちを優しく見下ろすと、はきはきと語る。


  「この『異界』第二階層、聖なる墳墓ミッドガルドで行われる授業は図画工作さ！　かんたんな図工だよ？　ちょっとこの惑星の科学ではまだ辿たどりついてないオーバーテクノロジーも用いるかもしれないけど、あまり気にしないでくれたまえ！」


  　とんでもないことを言いながら、キュピちゃんはかたちのいい指をそっと立てる。


  　そして、希のぞ美みちゃんたちの横にある古墳を指さした。


  「図工の材料は、そのへんにいっぱいある古墳だよ──その堆たい積せきした黄金の粘土を用いて、君たちには『オーディンの円盤』なんて呼ばれている神具をつくってもらう！」


  　北欧神話の『最高神』オーディンはいくつもの宝物をもっているが、そのなかのひとつが『オーディンの円盤』と呼ばれる乗り物である。


  　というか、乗り物と推測される何かである。


  　祈念碑などにオーディンといっしょに描かれる、謎なぞの楕だ円えん形けいと呼ぶしかない何かだ。


  　お皿なのかもしれないし、オーディンのつきでた下っ腹なのかもしれない。


  　形状から『たぶん乗り物だろう』と推測されているわけだが──とみに、北欧神話については詳細不明な点が多すぎる。


  　ともあれ、ここにも北欧神話が絡んでくるのか。


  「えいやっ！」


  　キュピちゃんが指を鳴らすと、希美ちゃんたちのそばにトンカチや鑿のみ、鑢やすりやノコギリ、あとセロハンテープやクレヨンなんかが「どさっ」と出現した。


  「はいどうぞ、図工に必要な道具もあれこれ用意しておいたよ。そのへんのものは、好きに使ってくれていい。とはいえ、基本は粘土だからね──手でこねるだけで、じゅうぶん完成させられるとは思うから」


  　やっぱり小学生の授業らしい、かんたんな図工みたいだった。


  「ひとりでつくるのが大変、というならある程度の労働力も貸し与えるよ」


  　いつの間にか、希美ちゃんたちの周りにチュパカブラやシャギーなどの、あの宇宙人関係のあれこれのときに目撃された奇妙な生き物がでてくる。


  　リトルグレイやモスマンなど、宇宙人タイプも。


  　わきゃわきゃと不気味に蠢うごめく、この惑星の生物とはあきらかに異なる生き物の群れ。


  「ひっ!?」


  　宇宙人には迷惑をかけられた希のぞ美みちゃんは、さすがに怯ひるんで後ずさる。


  　るるなちゃんにはやっぱり宇宙人は餌えさと思えない＝あまり魅力的でないらしく、小首を傾かしげているけれど。


  　希美ちゃんはそんなるるなちゃんの背後に隠れて、青ざめると。


  「あ、あれっ？　この宇宙人とかって、たしか偽物だったような──ていうか『異界』が消えると同時にいなくなったはずなのに、何でまだこんなにいるの!?」


  「あぁ、なかなか出来がよかったから捕獲して保存して、ついでに培養してみたんだ。いろんな種類をちょっとずつ集めてね、僕の宇宙船のなかに飾ってるんだよ」


  「そんなガチャポンかフィギュアを集めるみたいな感覚で!?」


  「だいじょうぶ、そんなに心配しなくても──培養するとはいっても、この惑星の生態系を壊さない程度にするから」


  「当たり前です！　ちゃんと管理してくださいね、間違っても脱走させたりしないでくださいねこれ！　大騒ぎになっちゃいますよ!?」


  　ツッコみすぎて疲れたのか、肩で息をしている希美ちゃんを見て、さすがに哀れに思ったのかるるなちゃんが背中をさすってあげている。


  　そんな子供たちのそばに、ずんぐりむっくりした宇宙生物がぎこちない動きで歩み寄ってきて、そっと手にした旧式のダイヤル電話を差しだす。


  「えっ、何っ？」


  　びびっている希美ちゃんの横で、るるなちゃんは「フォン ホーム……フォン ホーム……」と呻うめいているその宇宙生物を物珍しそうに眺めたり、そっと指の先をあわせたりしている。


  「先ほどの授業と同様に、この図工の授業でも困ったときは誰かに電話をかけて助けを求めてもいい。もちろん、ここも『異界』のいちぶだ──霊力を消費したら、そのぶん神話的敗北者たるトロルに近づいていく、その電話を使うかどうかは君たちの自由だよ」


  　宙空に浮かんだまま、何もない空間に腰かけて、キュピちゃんは微ほほ笑えむ。


  「さぁ、存分に学びなさい、この美しい青い惑星の子供たち。僕は、ここでのんびり見守らせてもらうよ。それが僕たちの最大の楽しみだからね」


  



  
    ＠　＠　＠

  


  



  　ふと思いだしたように、キュピちゃんはぽんと手を打って。


  「あぁそうそう。君たちがこれからつくる『オーディンの円盤』は、授業を乗りこえると同時に『天馬スレイプニル』に進化するからね」


  『オーディンの円盤』は乗り物なのか何なのかも不明だが──神話の記述的には、オーディンの乗り物として登場するのは『天馬スレイプニル』である。


  　かぎりなく遠い死者の国などにもひとっとびの、北欧神話における最も偉大な乗り物だ。


  　名前のとおりに神性をおびた馬であり、『神々』とともに世界樹で暮らしている。


  「それは先ほどの授業で君たちが得た『鉄てつ鎚ついミョルニル』と同様に、報酬として持ち帰ってくれていい。『天馬スレイプニル』は『神々』の乗り物だ、この広い『異界』を駆け巡るためには必要だし、便利だと思うよ」


  　のんびり見守る、と言ってたわりには饒じよう舌ぜつに、あれこれ教えてくれる。


  　どうも、キュピちゃんはお節介な性格らしい。


  「『天馬スレイプニル』の造形や性能は、君たち次第だ。じょうずにつくれたら──今後の授業でもきっと役に立つだろう。今回の授業で君たちが学ぶのは、創造することの喜びと、難しさだよ」


  　歌うように、軽やかに語る。


  「創造の意味とは何か、何のために創造するべきか、君たちはじっくり考えるべきだ。とくに、そこの『対抗兵器』の君はね」


  　るるなちゃんが「ぴくん」と反応して、やっぱり小首を傾かしげる。


  「まぁ、いきなり『天馬スレイプニル』なんて日本人には馴な染じみのないものをつくれ、と言われても困るだろう。お手本として、僕がひとつサンプルをつくってあげよう」


  　やっぱり親切にも、キュピちゃんは朗ほがらかにそう言うと。


  　手のひらを、指揮棒のように振るって。


  「ふん♪　ふん♪」


  　鼻歌混じりに、誰にも見えず認識できないきっと宇宙的な謎なぞパワーで、彼の真下に位置していた古墳を切り刻み始めた。


  　包丁で野菜を切るように古墳が分割され、宙に浮かびこねくりまわされ、ひとつのかたちを形成していく。


  　見えない巨人が、粘土遊びをしているみたいだった。


  「──こんなところかな？」


  　数秒後、完成したのはえらく精巧な自転車だった。


  　素材そのままの黄金色のボディが麗うるわしい、けれど形状だけ見ればそのへんのお店で売ってるふつうのママチャリである。


  「このように、『天馬スレイプニル』と名前はついているが、べつに馬でなくてもいい──乗り物なら何でもいいんだよ、船でも車でも円盤でも魔法の絨じゆう毯たんでもね」


  　語りながら、楽しそうにキュピちゃんは自転車にまたがる。


  　買い物籠かごに、先ほどから「フォン ホーム……フォン ホーム……」と呻うめいている宇宙人が乗っかり、そのまま宙を横切ってサイクリングしていく。こんな映画があった気がする……。


  「そうやって君たちがつくった乗り物で、次の授業が行われる教室まで移動するんだ。つまり、ここで乗り物をつくれなければ、永遠にこの第二階層──聖なる墳墓ミッドガルドからはでられず、ゆっくり衰弱してトロルになる」


  　気持ちよさそうに風を切って走りながら、自転車のベルを無意味に鳴らして。


  「それが嫌いやなら、がんばって──っと!?」


  　轟ごう、とるるなちゃんの口から炎が迸ほとばしり、キュピちゃんを狙ねらった。


  　灼しやく熱ねつが空気を焦こがし、巻き添えで宇宙生物が何匹か蒸発したが、キュピちゃんのそばに見えない障壁があるらしく──彼はまったく平然としている。


  「いきなり何をするんだい？」


  　不思議そうに問うてくる宇宙人に、るるなちゃんは「ニヤリ」と笑って。


  「『天馬スレイプニル』とかいうのを、いちいち図工でつくらなくても──あんたから奪えばいい、そのほうが早い」


  「わぁ、過激だね」


  　キュピちゃんはすこしだけ真顔になると、噛かんで含めるように。


  「でもね、その発想はよろしくないよ──北欧神話は海賊ヴアイキングの神話だ、他者を侵略し奪い繁栄した。今の、君のようにね」


  　その瞳ひとみには、かつてないほどの迫力が宿っていた。


  「でも、自ら創造できなければ、他者から盗みだすだけでは、いずれ全体が破は綻たんし、枯こ渇かつして、死に至る。君たちは、そんな北欧神話の失敗から、学ばなくてはいけない」


  　まさに教師のように、滔とう々とうと。


  「僕の故郷も、そうやっていちど破滅に瀕ひんした。奪い奪われるだけの文明はとても貧しく、愚かしい。弱肉強食、それはひとつの真理だけれど──それなら何のために僕らは知性を、心をもっているのかな？」


  　まぁ、ママチャリを運転しながら語ってるので、格好はつかないけれど。


  「よぉく考えて、学び、そして成長しなさい──この惑星の、愛すべき幼年期の君たちよ」


  　宇宙人の号令とともに、二時間目の授業が始まる。
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  「と、とりあえず──やってみるのよ」


  　宙をキャッキャしながら自転車で横切っている宇宙人を、呆あきれたように仰あおいでから、希のぞ美みちゃんは前向きにそう言った。


  　トンデモな内容ばかりだが、授業、と名前がついているからには優等生の希美ちゃんは全力で取り組みたいようだった。


  「ぼうっとしてたらまたトロルになって、何も考えられなくなっちゃうかもだし──えっと、乗り物をつくればいいのよね？　あっ、るるなちゃんそれ食べちゃだめ！」


  「…………」


  　るるなちゃんは小腹がすいたのか、近くに鎮座しているピラミッドを指先でちぎって、もぐもぐと食べている。


  　希のぞ美みちゃんに口を押さえられ、む～、む～、と唸うなって暴れている。


  　行動が赤ちゃんすぎる。


  「まぁ、食べても問題ないとは思うよ。霊力のかたまりだから、『対抗兵器』であるるるなちゃんなら栄養にできるはずだし。とはいえ、食べすぎて材料がなくなっちゃっても補充はしてあげないよ～？」


  　キュピちゃんの言葉に、るるなちゃんは物足りなそうにお腹なかを撫なでながらも、渋々とピラミッドを食べるのをやめた。


  「とはいえ、図工とかはあまり得意じゃないのよ──」


  　希美ちゃんが腕まくりをしつつも、途方に暮れたような表情になる。


  　材料として提示された古墳は、ひとつひとつが巨大である。


  　どこから手をつけたものか迷ったのか、希美ちゃんは困ったようにるるなちゃんを見た。


  「るるなちゃんは、何かをつくったりするのは好き？」


  「ひかくてき」


  　こくん、とるるなちゃんは頷うなずく。


  　そういえば、まだ自我がないころ、るるなちゃんはたまとお絵描きしていたような──子供だし、ふつうのお勉強よりはそういう絵を描いたり粘土をこねたりのほうが楽しいはずだ。


  　キュピちゃんを直接襲おそって自転車を奪うのは無理っぽいし、自分たちでつくるしかない。


  　希美ちゃんが思案してから、ポケットに手をつっこんで。


  「まずは、手頃なおおきさに、材料──この黄金の粘土を切りだすのよ。古墳のままじゃあ、どうにも手のつけようがないもの」


  　言いながら取りだしたのは、見覚えのある一丁の銃である。


  　おもちゃみたいな造形の、丸みをおびたフォルムの可愛かわいらしい拳銃だ。


  　武器というより、ドライヤーとかの生活家電にすら見える。


  　宇宙銃である。


  　宇宙人の騒動のとき活躍した代物だが、そういえばいつの間にかなくなってたような──希美ちゃんが持ってたのか。


  　たぶん、わたしたちに返すタイミングを見失って預かってくれてたんだろうけど。


  　希美ちゃんは可愛らしく宇宙銃を構えると、ぐぐぐ、と引き金を絞って。


  「えぇいっ！」


  　撃った。


  　リング状の光線が射出され、思いっきりピラミッドに直撃する。


  　宇宙銃の威力は調整できるので、ちょっとショックを与える程度から、巨大なＵＦＯを撃墜できるぐらいまで様々だ。


  　今回はけっこうな出力をだしたらしく、ピラミッドはおおきく抉えぐれて吹っ飛び、粘土の破片になって飛び散る。


  　衝撃で希のぞ美みちゃんが尻もちをつき、体重の軽いるるなちゃんにいたっては吹っ飛んで「ごろ、ごろ」と派手に転がっていく。


  「よしっ、と♪」


  　砕けたピラミッドの破片がいい具合に手ごろなサイズになったのを見て、希美ちゃんは満足そうに吐息を漏もらす。


  　そこで倒れているるるなちゃんに気づき、申し訳なさそうに。


  「あっ──だいじょうぶ、るるなちゃん？」


  「…………」


  　不愉快そうに顔をあげながらも、るるなちゃんは立ちあがると。


  　ぽてぽて歩いて、希美ちゃんに手を差しのべた。


  「え？　なぁに？」


  「それ貸して」


  「あ、るるなちゃんも宇宙銃を撃ちたいの？　いいけど、けっこう威力すごいから、ひとに向けちゃだめだよ？」


  　そこで、ふと意地悪な表情になって。


  「あ、やっぱだめ──赤ちゃんには危険すぎるもん。そうだなぁ、頭をさげて『お願いします』って言えたら貸してあげても、……痛ぁっ!?」


  　るるなちゃんが平手でばんばん殴なぐってくるので、希美ちゃんが悲鳴をあげる。


  　う～む、るるなちゃんはかなり我慢がきかない子だなあ。


  　そのまま希美ちゃんの手から宇宙銃をひったくり、るるなちゃんは銃口を真上に向ける。


  　否いな、呑のん気きにサイクリングしているキュピちゃんへだ。


  　あ、まだ宇宙人から自転車を奪うのを諦あきらめてなかったんだ。


  　ぷにぷにした指先で、るるなちゃんが宇宙銃の引き金をひく。


  　すると、破壊力を秘めたリング状の光線が、ぽわわ、と放たれた。


  「わお」


  　キュピちゃんが気が抜けるような声をあげて、それを華麗に回避。


  　見た目以上に、彼の乗っている自転車は運動性が高い、ほとんどロケットエンジンでも積んでるかのような速度で宙空をくるくる回転しながら疾走していく。


  「だから、僕を攻撃しないでくれないかな。教師に暴力をふるうなんて、学級崩壊だよ。『オーディンの円盤』はかんたんにつくれるから、おとなしく図工をしてほしいよ」


  　まるで光線が当たらないので、るるなちゃんは徒労感をおぼえたのか「チッ」と舌打ちすると、忌いま忌ましそうに宇宙銃を放り捨てた。


  「ほら、もう──何でそう躾しつけが悪いの、おとなしく授業をうけるのよ？」


  　呆あきれながら宇宙銃を拾うと、希のぞ美みちゃんはるるなちゃんの手をひいて。


  　いい具合のおおきさになった黄金の粘土の前に腰を下ろすと、すぐそばに置かれたトンカチやノコギリなどを見比べて、思案する。


  「『オーディンの円盤』っていうのをつくればいいのよね──よく知らないけど、黄金の船、とも呼ばれてるんだっけ？　船ってどんなかたちしてたかしら？」


  　まぁ、海辺にでも住んでないかぎり、あまり小学生は船なんか見ない。


  　いまいち完成図がイメージできないのか、希美ちゃんは困り顔。


  　とりあえず手を動かすことにしたらしく、黄金の粘土を指先でちぎると、こねこね、と丸めたりしていた。


  「あ、ほんとに柔らかい粘土ね、道具なんていらないぐらい」


  　何とはなく、可愛かわいらしいうさちゃんとかつくったりして。


  「あっ、こんなことしてる場合じゃない──えへへ、粘土遊びってけっこう楽しい♪」


  　黄金色の粘土をほっぺにつけたりしつつも、充実した時間をすごしているようだった。


  　塾通いが当たり前でお勉強ばっかりしてる希美ちゃんには、こういう泥遊びみたいなのは、わりと新鮮なのかもしれなかった。


  「できた」


  　その後ろ、希美ちゃんに背中を預けて座りこみ、粘土をこねていたるるなちゃんが不意に言った。


  　希美ちゃんが目を丸くして、振り向く。


  「え？　もうできたの？　早っ！」


  「面倒だったから、『改変』して、ちゃっちゃとつくった」


  　るるなちゃんは当たり前のように、『神々』としての権けん能のうを発揮したようだ。


  「わたしの体内に構築された第二の高たか天まが原はらには、日本神話の『神々』のおおくが移住している。『創造神』イザナギとか──そいつ創造が得意だって言うから、やってもらった」


  　日本列島をつくった偉大なる『創造神』のちからを、粘土遊びに使ったらしい。


  　何という『神々』の無駄遣い。


  　最高位の『神々』を使し役えきして疲れたのか、るるなちゃんの肌にやや毒の色が混じる。


  　わずかでも、トロルになりつつあるのだ。


  　それを嫌いやがるように、黄金の粘土をはむはむと食べて霊力を補給している──。


  　そんなるるなちゃんのそばに、彼女が『創造神』のちからでつくったとおぼしき、黄金色の何かが鎮座していた。


  「うわぁ、何これ──」


  　希のぞ美みちゃんがびみょうな表情になる。


  『それ』のおおきさは、乗用車ぐらいだろうか。


  　妙に細長い胴体に、蜘く蛛ものごとき節くれだった足が八本、生えている。


  　乗り物というより、妙に生物的である。


  　あちこち尖とがっており、いかにも怪物のようだ。


  「わたしの体内には神話的な知識を司つかさどる『神々』もいる。『天馬スレイプニル』は八本足の馬、だからこれで間違ってない。だいたいあってる、はず。たぶん」


  　ぐっ、と拳こぶしを握って力説するるるなちゃんである。可愛かわいい。


  「超かっこいい」


  　目を輝かせて、わたしの妹は誇らしげに自分の作品を見あげている。


  　まぁ、ややキモいものの、子供が好きそうなデザインではある──気がしないでもない。


  「こんなキモい生き物っぽいのに乗って移動するのは、やだなぁ──うん？」


  　希美ちゃんがふと眉まゆをひそめ、黄金色をした八本足の何か（と呼ぶしかない）を注視する。


  「何か、いま──これ、動いたような……？」


  　希美ちゃんの言葉どおり、るるなちゃんの作品（？）はその全身を鳴動させ、八本足をわしゃわしゃと動かし、まるで生命が宿ったように。


  「キシャァァァアア！」


  　耳みみ障ざわりな奇声を発して、希美ちゃんたちに襲おそいかかってきた。


  「きゃあああ!?」


  　さすがに仰天して、希美ちゃんが慌あわてて地べたにお尻を擦すりながら後ずさる。


  　そこで気づいて、「？」と小首を傾かしげ状況を理解していないるるなちゃんの手をひき、小走りになって古墳の後ろに逃げこむ。


  　八本足の何かは、そんな希美ちゃんたちを追いかけ、肉食獣の動きで襲いかかる。


  　完全に食べるつもりである。


  　希美ちゃんが宇宙銃をばんばん撃っているが、軽快な動きで避ける。無駄に強い。


  「あぁ、言い忘れてたけど」


  　騒ぎに気づいたキュピちゃんが、とぼけた表情で告げてくる。


  「その黄金の粘土は特殊な素材でできていてね、どんな形状にするかによってその性能が変化するんだ。生き物っぽいかたちにしたら、生き物っぽい動きをするよ？」


  　そんなシルエット・エンジンみたいな謎なぞ素材なのか、この黄金の粘土は。


  　まぁ、宇宙人のやることだし、何かしらの超科学の産物なんだと思うけど。


  「いやぁああ!?　食べられるぅうう!?」


  　黄金色の何かは、八本足で機敏に接近し、まさに見た目どおりの性能を発揮──蜘く蛛ものごとく、黄金色の糸を吐きだして希のぞ美みちゃんを絡めとった。


  　身動きを封じられ、希美ちゃんがしゅるしゅると回収されていく。


  　このままでは頭から丸かじりにされかねない。


  「や、やだっ！　助けて、るるなちゃん！」


  　半泣きの希美ちゃんに、ちゃっかり無事なるるなちゃんは「チッ」と舌打ちして。


  「保存食に手をだすなんて、わたしの創造物のくせに生意気」


  　さりげに希美ちゃんを保存食と呼びながらも、赤ちゃんらしい独占欲で、己おのれのつくった作品を睨にらみつけると。


  「神具、シオフルタマ」


  　体内の高たか天まが原はらを喚起し、日本神話に属する奇跡を体現する。


  　るるなちゃんの手のひらに出現したちいさな球体が、輝きを放つ。


  　日本神話においても有名なホデリとホヲリという『神々』のエピソードに登場する神具が、シオフルタマである。


  　どんな海でも必ず干潮にするという神具で、逆に必ず満潮にするシオミツタマというものもあり、使いわけられる。


  　粘土でできた作品の表面が、ひび割れていく。


  　乾燥し、亀き裂れつだらけになって粉々になる。


  　神具シオフルタマのちからで、猛烈に乾燥させられたのだ。


  　引きずられていた希美ちゃんが、藻も掻がき、乾いて脆もろくなった糸をちぎって脱出した。


  　泥だらけになりながらも、何とか起きあがって。


  「あ、ありがとう──助かったのよ、るるなちゃん」


  「…………」


  　るるなちゃんは無視して、そっぽを向く。


  　照れ隠しなのか、単純に希美ちゃんにさほど興味がないのか、よくわからないけれど。
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  「おぉっと、まだ一件落着──とはいかないよ？」


  　そんな子供たちを見て、上空にいるキュピちゃんが愉快そうに笑った。


  「安心するには、早すぎる」


  　言葉と同時に、砕け散った作品の破片が、無数の蜘蛛に変化する。


  　それらは機敏に希美ちゃんたちへ襲おそいかかり、その全身に這はいあがってたかる。


  「ぎょわわわわ!?」


  　服のしたまで蜘く蛛もに這はい回られ、さすがに気持ち悪かったのか、希のぞ美みちゃんが変な声をあげて身み悶もだえする。


  　るるなちゃんも、くすぐったいのか、無表情のままながらも地面をのたうちまわる。


  「はい、今回の教訓」


  　キュピちゃんが爽そう快かいに笑った。


  「自分のつくったものには責任をもとう。せめて、捨てるならば他人に迷惑をかけないように、完かん璧ぺきに処分しよう。処分に困るようなものにならないように、つくり始める前にじっくりと『何をつくるべきか？』と考えるのも大切だね？」


  「にゃー、ふにゃーっ、ぎゃーっ!?」


  　子供たちはそれどころじゃないので、聞いてない。


  　希美ちゃんは発情した猫のような声をあげると、立ちあがって全身を振るい、落下したちいさな蜘蛛を靴くつで踏みつける。


  「このっ、この！」


  　そしていちど服を脱ぎ、洗濯物のように振りまわして蜘蛛を落とすと、素早くスタンプ。


  　潰つぶれた蜘蛛はもはや動かず、元の粘土に戻ったようだ。


  　手際がいい。


  　希美ちゃんは前向きで、がんばり屋さんだ。


  　どんな困難にも挫くじけず立ち向かい、泣くことも失敗することもあるけど、全力を尽くす。


  　物語の、主人公みたいな女の子だ。


  　窮きゆう地ちには、ある意味では──誰よりも頼もしい。


  　同様のことを、るるなちゃんにもしてあげて──服を脱がし蜘蛛を潰し全滅させると、希美ちゃんは疲れ果てた表情ながらも、満足そうに。


  「だいじょうぶ、るるなちゃん？」


  　呼びかけながら、丁てい寧ねいに服を着せてあげる。


  　彼女の迅じん速そくな対応のおかげで、ふたりとも蜘蛛に噛かみつかれたりもせず、無傷のようだ。


  「…………」


  　るるなちゃんはいつもの憎まれ口を叩たたく余裕もないのか、ちいさく頷うなずくと、ぐったり横になって動かなくなってしまった。


  　呆あきれたようにそれを見つつ、希美ちゃんは自分も服を着て、あらためて腕まくりすると。


  「わたしは、るるなちゃんとは比べものにならない、一般人。霊能力もほとんどない、『改変』なんてできない──ちっぽけな存在なのよ」


  　だけど、と黄金の粘土に向きあい、ノコギリを手にして。


  「でも、るるなちゃんよりも、ほんのちょっとだけ長く生きてるの。だから、知ってる。神さまなんかじゃなくても、奇跡なんて起こせなくても、できることはいっぱいあるって」


  　てきぱきと、黄金の粘土を板状に揃そろえて、悩みながら考えながらも、組みたてていく。


  　ゆっくりと、けれど着実に。


  　真ま面じ目めに。


  「…………」


  　るるなちゃんが顔をあげて、そんな希のぞ美みちゃんを不思議そうに眺める。


  　希美ちゃんは、集中して──ひたむきに、図工に取り組む。


  「あなたたち『神々』は、人間には真ま似ねできないすごいことを、簡単にやっちゃう。それが当たり前になってるから、おおざっぱで、てきとうで、綻ほころびがすぐにできちゃう。でも、わたしたちは、ほとんど何もできないからこそ──地道にやる」


  　それが、希美ちゃんの選んだ生きかたなのか。


  「あなたは、いろんなことができるんでしょう。日本神話の、たくさんの『神々』を支配して、好き放題に命じることで。でも、全知全能じゃない。ひとりじゃ、何もできない赤ちゃん。だから、他人に頼ってもいいのよ。ぜんぜん恥ずかしいことじゃないのよ」


  　真しん摯しに、生まれたばかりの女の子に、希美ちゃんは語る。


  「ひとりでやったほうが、早いし確実だと思うかもしれない。みんなとの共同作業では、摩擦も、嫌いやなこともいっぱいある。だけど、ひとりではできないことも──みんなと一緒なら、できる。それに、喜びをわかちあえる、それはとても幸せなことよ」


  　微ほほ笑えんで、るるなちゃんに手を差しのべる。


  「ほら、一緒にやろう？」


  「…………」


  　るるなちゃんは無む垢くに、そんな希美ちゃんを真っ直すぐ眺めていたが──小首を傾かしげ、ゆっくりと歩み寄って、その横に座りこんだ。


  　地面に手をついて、希美ちゃんを可愛かわいらしく見あげる。


  　無む慈じ悲ひな瞳ひとみに、一生懸命な希美ちゃんが映りこんでいる。


  「うん。僕なんかよりずっと、希美は教師に向いてるかもね」


  　キュピちゃんが上空で、何やら満足そうにしていた。


  　そんな宇宙人が見守る先で、希美ちゃんとるるなちゃんは試行錯誤を繰りかえし、いかにも子供じみた失敗を繰りかえしながらも──着実に、『オーディンの円盤』を組みたてる。


  　原始の時代から人類が繰りかえしてきた、崇すう高こうで前向きな、それは文明そのもの、創造そのものであった。


  　やがて、やや歪いびつなかたちながらも──船らしきものが完成する。


  「できたっ♪」


  　希美ちゃんが満足そうに、泥のついた頬ほおを「ぐいっ」と手の甲で拭ぬぐった。


  　お椀状の、これまた乗用車ぐらいのサイズの乗り物である。


  　それだけなら、単なる器で動くわけがないが。


  　輪郭に基づいて性能が決定するという黄金の粘土の持ち味を活いかすためにか──船の左右につけられた翼が、ばたばたと羽ばたく。


  　ゆっくりと、船が浮かんだ。


  　慌てて、希のぞ美みちゃんがるるなちゃんの手をひき、船のなかに乗りこむ。


  　簡易な座席らしきものも設置されており、そこに並んで腰かけた。


  　船は浮遊しながらも、その性能を発揮し始める。


  　透明な硝子ガラスのようなもので上半分が覆おおわれ、座席も柔らかなシートに変形し、操縦するためのハンドルのようなものも生えてくる。


  　最初はかなり激しく揺れていたが、やがて安定し、滞空する。


  「ほらね──がんばれば、何だってできるのよ！」


  「…………」


  　希美ちゃんが胸を張るのを、るるなちゃんは不思議そうに眺めていた。


  　初めて、希美ちゃんに興味を抱いだいたようだった。


  　その視線に、誇らしさと気恥ずかしさの混ざった表情を浮かべて、目を逸そらした希美ちゃんは見た。


  　浮遊する『オーディンの円盤』のそばに、自転車が横付けされる。


  「おめでとう！　見事な作品だ、僕から教えることは何もないね！　図工の授業はこれにて終了、百点満点の花丸をあげよう！」


  　賛辞を述べながらも、自転車にまたがったキュピちゃんが手を伸ばし、『オーディンの円盤』に触れる。


  　すると船体が輝き、光にくるまれて──細部が補強され、また船の天井に豪華な鉤かぎ十じゆう字じの文様が刻まれる。


  　鉤十字は北欧神話において頻繁に用いられるデザインだけど、なぜかナチスドイツも用いていることから、わりと殺さつ伐ばつとしたイメージがつきまとう。


  　一気に軍事車両みたいになった『オーディンの円盤』を、キュピちゃんは撫なでると。


  「約束どおり──報酬として、君たちがつくった『オーディンの円盤』を『天馬スレイプニル』に進化させたよ」


  　どこがどう変わったのか、見た目からはあまりわからないが。


  「『天馬スレイプニル』は北欧神話最強の乗り物だ、ちょっとした衝撃ぐらいはかるく防ぐし、武装もいくつかつけておいた。君たちの今後の授業でも、役に立ってくれるはずだよ」


  　武装、とかきな臭い単語がでた気がするが、それに疑問を述べる間もなく。


  「『天馬スレイプニル』は自動的にたまちゃんを追跡する──これに乗っていれば、たまちゃんに追いつき、会えるはずだよ」


  　やはり、豪快な身振り手振りがやや鬱うつ陶とうしい宇宙人は。


  「君たちの道行きに、いやさ人生に、幸あらんことを！」


  　諸もろ手てをふって、送りだしてくれる。


  「存分に楽しみたまえ、君たちの幼年期を！」


  　瞬間、『天馬スレイプニル』が激しい勢いで飛翔する。


  「きっ、きゃぁぁああああ!?」


  　音速の壁を突破し、希のぞ美みちゃんの悲鳴の尾をひきながら『異界』を貫つらぬいていく。


  「みんな仲良くね～、あと怪け我がには気をつけて～、できればまた会おう～」


  　のんびり手をふり、宇宙人はそれをいつまでも見送っていた。
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  「うっひゃああああああああ!?」


  　肺活量の限界に挑戦するかのように、希美ちゃんが叫びつづけている。


  　ハンドルにしがみつき、まるでジェットコースターのような速度と勢いで疾走する『天馬スレイプニル』のなか、なかば身体からだが浮きあがり全身が激しく泳いでいる。


  　るるなちゃんは我われ関せずと、ちゃっかりシートベルトみたいなのを締めて安全そのもの。


  　艶つややかな長い髪の毛だけが、右へ左へと舞っている。


  「ちょっ、うぎゃっ!?　もうちょっと速度を落としっ──っていうか自分で操縦できないのこれっ、勝手に動いてるんだけど!?」


  　先ほどまでは勇ましかったのに、希美ちゃんはもう涙目になっている。


  　この『天馬スレイプニル』は自動的に、たまを目指して動くということだけれど──。


  　無限につづくかと思われた古墳だらけの空間の果て、おおきな壁がそびえている。


  『異界』第二階層、聖なる墳墓ミッドガルドと他の空間を区切る最果てなのだろうか。


  　このまま行くと、間違いなくぶつかって機体がクラッシュする。


  「うひゃっ、壁！　壁がっ！　ちょっと止めてこれっ、ぶつかる～!?」


  「…………」


  　うるさそうに、絶叫している希美ちゃんを見ていたるるなちゃんの前方、床から何かがにょきにょきと生えてくる。


  　それは細長い台座である。


  　天てつ辺ぺんに、あきらかに危険そうな鉤かぎ十じゆう字じの模様がついたボタンがついている。


  「………？」


  　るるなちゃんはボタンがあると押したくなる、子供の本能そのものに、何も考えてない顔で「ぽちんっ」とそれをプッシュした。


  　瞬間、『天馬スレイプニル』の前方から砲台がせりあがってきて──爆光。


  　噴射された破壊光線が、進行方向の壁を直撃、呆あつ気けなく撃ち砕いた。


  「えっ、何いまの!?　ひいっ、この乗り物ほんとに武器が搭載されてるーっ!?」


  「………☆」


  　るるなちゃんが楽しそうに、何度もボタンを押しまくる。


  　そのたびに恐るべき光の奔ほん流りゆうが迸ほとばしり、前方の壁が穴だらけになり、崩ほう落らくしていく。


  「ちょっと、るるなちゃん連射しないで！　この乗り物はたまちゃんを目指して進んでるんでしょ、下手したらたまちゃんを撃っちゃうから！」


  　破壊兵器を無駄撃ちしてるるるなちゃんを、希のぞ美みちゃんが何とか羽は交がい締めにする。


  　同時に、『天馬スレイプニル』は割り砕かれてあいた穴から外に飛びだした。


  　無事に第二階層から脱けられたようだが、叫びすぎて疲れたのか、希美ちゃんが座席に重々しく腰かけるとぐったりする。


  「うう、乗り物酔いしてきた──うっぷ、ぎぼぢわるい……」


  　そんな希美ちゃんを、るるなちゃんがすこし迷ってから、背中をさすってあげていた。


  　何だかんだで、すこしは希美ちゃんを認め始めているのかもしれなかった。


  　餌えさではなく、もっと何か尊とうといものとして。


  　子供たちがそんな微ほほ笑えましい交流をしている間に、『天馬スレイプニル』は速度を落とさずに飛翔しつづける。


  　すこし余裕がでたのか、希美ちゃんが顔をあげて──。


  「うわぁ……☆」


  　感嘆の声をあげる。


  　透明な硝子ガラスに上半分を包まれた『天馬スレイプニル』は、視界がいい。


  　全方位パノラマで、景色が見える。


  　乗用車サイズのこの乗り物が豆粒ほどにも見える、壮大で、広々とした空間だった。


  　太古の地球を思わせる、大自然が広がっている。


  　鬱うつ蒼そうとした密林や巨大な霊峰、清らかな大河と、飛び交う鳥の群れ……。


  　冒険家が撮ってきた、風景写真のなかのようだ。


  　荒々しくも麗うるわしい、大海も広がっている。


  　そこを、無数の船舶が行き来している。


  　髑どく髏ろの旗を掲かかげた海かい賊ぞく船せん。豪華で派手な貿易船。武骨で巨大な貨物船。


  　海賊ヴアイキングの神話──北欧神話の世界なのか。


  　元は小学校だったはずなのだが、すっかり『異界』に支配され、何もかもが北欧神話の世界観にあわせて『改変』されているようだった。


  　異世界ファンタジーめいた、わたしたちがふだん目にすることのない、生命が溢あふれかえった色とりどりの世界──。


  　振り向くと、希のぞ美みちゃんたちが飛びだしてきた場所には不自然に小学校の校舎が建ち、そこから虹の架け橋ヴイフレストが伸びている。


  　一時間目の授業で、たまが架けたものだろう。


  　その七色の橋は地平線の果てまで延び、そこには信じがたく極大で野太く天を貫つらぬくような大樹が生えている。


  　この『異界』は世界樹ユグドラシルというらしい──視界を埋めつくさんばかりの、まるで壁のごとき巨木は、その象徴のようだった。


  　ダイナミックで、けれど重層的な、複雑で大胆な美の奔ほん流りゆう──。


  「すごぉい、おとぎ話の世界みたい……♪」


  　陶とう然ぜんとして、硝子ガラスにぴったりと密着してそれを眺めていた希美ちゃんの横で、相変わらずるるなちゃんは「気合だ気合だ！」と言わんばかりに拳こぶしを上下させてボタンを連射している。


  　そこから放たれた破壊光線のせいで、きれいな景色に被害が及んでる。


  　呆あきれて、希美ちゃんがるるなちゃんを「めっ」てして止めているうちに、『天馬スレイプニル』は急上昇。


  　宇宙まで飛びだしそうな速度で、真上へ向かっていく。


  「わわっ!?」


  　姿勢を崩し、るるなちゃんに倒れこんで「むぎゅう」と嫌いやそうにされながらも、希美ちゃんは不意に気づいた。


  　眼鏡めがねをかけていたころの癖くせなのか、目元に手を添えて、唖あ然ぜんとする。


  「あれは──」


  　かなり近づいてきた虹の架け橋ヴイフレストに、誰かがぶらさがっている。


  　というか、ずり落ちかけて、かろうじて引っかかっている。


  　だらんと全身を垂らして、まるで十字架にかけられたイエス・キリストのようだ。


  　ちなみに十字架に磔はりつけにされたキリスト像とよく似たモチーフが北欧神話にもあり、世界樹からだらりと垂れさがった『最高神』オーディンの姿がそれにあたる。


  　侵略され吸収されることで、北欧神話は基キリ督スト教におおくのイメージを残した。


  「やっほ～♪」


  　ややお間抜けに、風に吹かれて左右に揺れているその人物が、楽しそうに手を挙げる。


  「たまちゃん!?」


  　希美ちゃんが目を丸くする。


  　そう、その磔にされた聖者のごとき人物こそ──今回の騒動を引き起こした張本人、と自分では主張していた邪や神がみたまであった。


  　麗うるわしい黄金色の髪が揺れ、虹の架け橋ヴイフレストに引っかかった服がずりあげられて、豊かな胸元がまろびでそうになっている。


  　ちょっと困ったような笑顔で、たまは手をふってくる。


  「希のぞ美みちゃん、るるなちゃん、無事に二時間目までの授業を乗りこえたんだお～？」


  　たま──虹の架け橋ヴイフレストを渡ってさっさと先へ行っていたのに、何でこんなところで宙ちゆう吊づりになっているのか。


  　当惑する希美ちゃんに、たまは「えへへ」とはにかんで。


  「あのね～、たま──ふたりがなかなか追いかけてこないから、ちょっち心配になって戻ってきたんだお？　そしたら足滑らせちって、困ったちゃんっ♪」


  「…………」


  　のほほんと語るたまを無視し、るるなちゃんが無造作に破壊光線の発射ボタンを押す。


  　迸ほとばしる破滅の閃せん光こうが、たまに直撃した。


  「ちょっ、何やってんのるるなちゃん!?　何で攻撃したの!?」


  　目を白黒させている希美ちゃんの横で、るるなちゃんは「ぷうっ」と頬ほおを膨ふくらませて。


  「わたしを置き去りにしたたまちゃんに、ちょっとお仕置き──みたいな」


  『ちょっとお仕置き』で岩壁をも貫つらぬく破壊光線をぶつける、うちの妹である。


  　何か、こういうちょっと怨うらみがましいところとか、わたしに似てるなあ……。


  「だいじょうぶ」


  　るるなちゃんは、目を細めて。


  　長い睫まつ毛げが、可か憐れんに震ふるえる。


  「心配しなくても──たまちゃん強いから、この程度じゃ死なない」


  　その言葉どおり、破壊光線が直撃したたまは「ふわり」と舞いあがり、くるくる優雅に回転して虹の架け橋ヴイフレストに着地した。


  　見たところ、傷ひとつない──どころか、服に汚れもなかった。


  　まったく攻撃が届いていない、何らかの『改変』で防いだのか。


  「えへへ～♪」


  　元気元気、と主張するように、たまが両手でガッツポーズ。


  「ほくお～神話に属する『天馬スレイプニル』の攻撃じゃあ、たまにダメージを与えられないお？」


  　どういう意味だろうか。


  　説明をしないまま、たまは後ろ手に指を絡めて、くるりと背を向けてしまう。


  「ちょうどよく橋のうえにも乗れたし、ふたりとも無事なのは確認できたし──じゃあ、たま行くね？　先に行って待ってるから、追いかけてきてね～♪」


  　そのまま、呑のん気きに歩いていってしまう。


  　その姿が遠ざかっていく。


  「逃がさない」


  　るるなちゃんが手を伸ばし、ハンドルを握りしめる。


  　滞空していた『天馬スレイプニル』が嘶いななきをあげて、たまへ向かって驀ばく進しんする。


  　その途中で『天馬スレイプニル』が八本の足が生えるというキモい変形をして、虹の架け橋ヴイフレストに着地、わさわさと走ってたまを追いかけ始める。


  「何この機能──気持ち悪っ!?」


  　希のぞ美みちゃんが青ざめているが、たまは肩越しに振り向き、余裕げに微ほほ笑えむ。


  「わ～い、わ～い、鬼ごっこだね♪　楽しいねっ♪」


  　踊るようにステップを踏み、そんなに速度をだしていないように見えるのに、一向に距離が縮まらずにどんどん先へと進んでしまう。


  　どれだけ『天馬スレイプニル』が速度をだしても、ぜんぜん追いつけない。


  「ふつうに走ってるだけじゃない、小刻みに瞬間移動してる」


  　るるなちゃんが眉まゆをひそめ、怪け訝げんそうに。


  「それなら、わたしたちの前から一瞬で姿を消して遠ざかることもできるのに──一定の距離を保っている、どうして？　わたしたちに追いかけてきてほしいの？」


  　疑問が解消されないまま、追いかけっこはつづく。


  　虹の架け橋ヴイフレストはゆるやかな上り坂がつづき、気がつけば雲の真上まできていた。


  　それよりもさらに高く、前方に見える巨木ははるか天空を貫つらぬいて鎮座している。


  「たまちゃん！」


  　希美ちゃんは運転はるるなちゃんに任せたのか、窓に貼はりついて親友に呼びかける。


  「いいかげんに、ちょっとは説明してよ！　わけわかんない、何でこんなことしてるのよ？　授業って何!?　わたしたちをどうしたいの!?」


  「ん～、いまはまだ秘密！」


  　たまは振りかえりもせずに、茶化すように。


  「授業中だから、私語厳禁だお？　無駄話は、放課後にねっ♪」


  「このままじゃ追いつけない──」


  　るるなちゃんが歯噛がみして、おおきく息を吸いこんだ。


  「足止めをする」


  　その口から、無数の鳥の群れが出現し──硝子ガラスをすりぬけて飛翔した。


  　またも、日本神話の『神々』を召しよう喚かんしたのか。


  　それは三本の足をもつ、鴉からすであった。


  　太陽神アマテラスの使徒と呼ばれる、いわゆるヤタガラスである。


  　アメリカ先住民のサンダーバード信仰や中国神話の鳳ほう凰おう・朱す雀ざく、わたしたちも関わった印イン度ド神話のガルーダなどを筆頭に、天を舞い世界を旅する鳥類は神の使徒、あるいはそのものと謳うたわれ──おおいなる神性をもつ。


  　神の意志を直ちよく截せつに人類に伝える、神の御心そのものである。


  　たまに追いつきたい、ちゃんと向きあって話したい、もう遠ざかりたくない──るるなちゃんの、赤ちゃんが他人のぬくもりを求めるようなその気持ちを表現しているのか。


  　ヤタガラスがたまに群がり暴れ、悲鳴のごとき鳴き声をあげて舞い踊る。


  「ごめんね。今はまだ、だめ」


  　拒絶の意志を表現するように、たまが腕を「ぱたぱた」と羽ばたくように振るった。


  　その動きに呼応するように、巨木が揺れ、その梢こずえから大量の猛もう禽きん類るいが吐きだされる。


  　どこに潜ひそんでいたのかと疑問に思うほどの、無数の鷲わしの群れだ。


  　鷲は北欧神話における『最高神』オーディンの化身、あるいはその使徒たる戦乙女ワルキユーレになぞらえられる。


  　アメリカの国鳥にもなっている鷲は、崇すう高こうなる正義と武力の象徴だ。


  　それらはヤタガラスと宙空で激突し、互いにかぎ爪で引っ掻かきあい、嘴くちばしで突つつきあって絡みあい落下していく。


  　るるなちゃんの気持ちはたままで届かずに、蹴け散ちらされ、虚こ空くうに消えていく。


  　空気が劈つんざかれるほどの、争いあう鳥たちの喚わめき声のなか──。


  「次の授業は移動教室だから。遊んでないで、急がないと遅刻しちゃうお？」


  　たまの姿が鳥の群れと巨木の葉っぱにまぎれて──その心も表情も、すぐに見えなくなる。
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  第六話／髑どく髏ろ棚だな


  



  　虹の架け橋ヴイフレストの最果て。


  　巨大な樹木に勢いそのままに激突しかけた『天馬スレイプニル』は砲撃を繰りかえし、目の前の木肌を破砕して、あいた大穴に飛びこんだ。


  　樹木の内部は真っ暗くら闇やみだが広大な空間で、異様に重力が強い。


  『天馬スレイプニル』の側面に生えた翼でどれだけ羽ばたこうが無駄で、井戸の底のような漆しつ黒こくのなかに墜落していく。


  　そのまま長く長く自由落下し、不意に機体が地面に叩たたきつけられた。


  「うきゃあ!?」


  　シートベルトも引きちぎれるような衝撃に、希のぞ美みちゃんとるるなちゃんは硝子ガラス窓を突き破って機内から放りだされ、ごろごろと派手に転倒する。


  　ふつうなら死んでもおかしくない事故だが、るるなちゃんが『改変』したのか、はたまた希美ちゃんが首からぶらさげた『鉄てつ鎚ついミョルニル』の守護があったのか──ふたりは怪け我がをすることもなく顔をあげる。


  　そして、唖あ然ぜんとした。


  「へ……？」


  　目をぱちくりさせて、希美ちゃんは周囲を見回す。


  　またも、奇妙な空間だった。


  　一時間目は植物化した教室、二時間目は広大な砂漠と古墳の群れ──今回は、それらに比べればやけに近代的な、どこかＴＶのバラエティ番組のような舞台だった。


  　暗闇のなかに切り取られたように手狭な空間があって、どこから照らされているでもないのにやけに明るく清潔で、床もつるつるとしている。


  　その周りに観客席があって、そこでは骸がい骨こつたちが「がちゃがちゃ」と骨を鳴らしながら何やら楽しげにしている。


  　中央、やや奥まった位置にはＴＶ番組なら司会者が立つような舞台装置があり、その後ろにはそこから出演者が入場してくるのだろうカーテンがおろされている。


  　マイクやカメラ、レフ板なども揃そろっており、ほんとに何かの番組の撮影中みたいだ。


  　いきなりそんな場所に投げだされ、希美ちゃんとるるなちゃんは呆ぼう然ぜんとしている。


  　そんな彼女らを迎えいれるように、観客席の骸骨たちが「がちゃがちゃ」と拍手をする。


  「な、何これ……？」


  　希のぞ美みちゃんが当惑しているが、無理もない。


  　いくら『神々』の起こす出来事が理不尽で意味がわからないものばかりとはいえ、次から次へと突拍子のないことが発生するので状況についていけないのだ。


  　遅れて落ちてきた『天馬スレイプニル』が、八本足をつきだして器用に着地。


  　変形・圧縮して手のひらサイズになり、るるなちゃんのポケットにするりと入った。


  　必要に応じて、『天馬スレイプニル』はこうして持ち運びしやすいサイズになるのか。


  「…………」


  　どこからか照射されるライトに、るるなちゃんが目をしぱしぱさせて眩まぶしそうにした。


  　注目されるのが嫌いやなようで、希美ちゃんはそんな彼女の手を引き、不安そうに周りをきょろきょろしている。


  　その瞬間である。


  　軽薄なＢＧＭが鳴り響き、骸がい骨こつたちが無邪気な歓声をあげる。


  　ライトの光が七色に変化し、ドラムロールが床を震ふるわせる。


  　何かが始まろうとしている。


  　ぱっと照明が消え──司会者席（？）に、スポットライトが当てられる。


  　カーテンが引かれ、何者かが仰ぎよう々ぎようしく登場する。


  「ふはははは！　数々の試練を乗りこえ、よくぞ無事にここまで辿たどりつきやがったな！」


  　悪の親玉みたいなことを言いながら、威い風ふう堂どう々どうと。


  「ようこそ──『異界』第三階層ミーミルの泉へ！」


  「へ……？」


  　登場した人物を見て、希美ちゃんが唖あ然ぜんとする。


  　嬉うれしいような怒ったような表情になって。


  「何で──えっと、す、スサノヲさん……？」


  　そう、なぜか無意味に手をふり踊るような仕草をしながら登場したのは、わたしたちとも深い関わりのある日本神話の『英雄神』にして『根の国』の王──スサノヲであった。


  　服装はいつもと同じ、やけに挑発的なロックシンガーのような格好である。


  　燃えあがるような髪の毛は自己主張が激しく、マイク片手に登場したその姿は今から一曲歌いあげそうな感じ。


  　ＴＶ番組風の舞台に、何だかとっても馴な染じんでいた。


  「ど、どうして、えっと、あれ……？」


  　希美ちゃんがさすがに動揺しきって、うまく喋しやべれずに口をもぐもぐさせている。


  「いししししっ♪」


  　スサノヲは悪いた戯ずらっぽく笑うと、指を銃に見立てたような変なポーズをして。


  「そう！　俺だ俺様だ『英雄神』スサノヲ様だ！　久しぶりだな希美～、って『次に会うときまでにはもっと美人になってる』って約束だったのに、あんまり変わってなくね？」


  「か、変わったもん！　ちょっと最近は髪型とか気をつけてるもん！」


  「いししししっ、冗談だよ──久しぶりっつっても何十年もたったわけじゃねーもんな、ほとんど変化しない『神々』とちがっておまえはちゃんと成長してんよ、愛してるぜっ♪」


  「ばっ、ばかっ！」


  　真っ赤になって、希のぞ美みちゃんは感情のはけ口にか、そばに立っていたるるなちゃんを「ばし、ばし」と叩たたいた（るるなちゃんは超びっくりした顔をしていた）。


  　希美ちゃんは珍しく感情を制御できないのか、両目を潤うるませて。


  「な、何で──『根の国』に帰ったんじゃ……？　わ、わたしがちゃんとおとなになるまでは関わらないって、スサノヲさんそう言ったじゃないですか！」


  「はっはっは。あの約束は破った」


  「この男は！」


  「だってよー、ママがまだ地上でやり残したことがあるっていうからよー？　俺様、いちおう気をつけておまえには出で会くわさないようにしてたんだぜ？　でも今回は仕方なくてよー？　たま坊がよー、困ってるみたいだからよー？」


  　言い訳が不得意なのか、まとまらないことを語るスサノヲのそば。


  　再びカーテンが引かれて、新たな人物がそっと顔を覗のぞかせた。


  「スサノヲちゃんがいちゃいちゃしてる──そうね、わかってるのだわ。好きな異性ができたら、男の子はすぐに母親のことなんて忘れてしまうのよね……そうよね──」


  　鬱うつ々うつと独りごちながら登場したのは、これまた日本神話における重要な『神々』である、『創造神』にして『死の神』たるイザナミである。


  　血を吸ったような真紅のウエディングドレス。


  　頭部に王冠のように刺さったナイフ。


  　可愛かわいらしい幼女に見えるが、肌は継つぎ接はぎ、目元には不健康な隈くまも浮かんでいる。


  　カーテンの隙すき間まに潜ひそんで動かないので、ホラー映画の亡霊じみていた。


  「あぁん、ママ！　やきもち焼かないで！　ママも愛してるよーっ！」


  　そんな可愛らしくも不気味な母親に、スサノヲが思いっきり抱きついた。


  　希美ちゃんが顔に嫌悪感を浮かべたが、スサノヲは気づかずに「でも嫉しつ妬としてるママもちょう可愛い！　安心して！　ママが満足するまで抱きしめてあげるから！」「ママ『も』じゃなくてママ『だけ』を愛してほしいのだわ──」などと乳ちち繰くりあっている。


  「どうでもいいですけど」


  　顔見知りがでてきてやや安あん堵どしたのか、希美ちゃんがやや冷静さを取り戻して。


  「スサノヲさんたち、こんなところで何してるんですか？　あなたたちみたいなのに、ふらふら歩き回られると迷惑なんですけど？」


  　刺とげ々とげしい態度の希のぞ美みちゃんに、スサノヲは「ぱちんっ♪」と無意味にウインク。


  「だからよー、たま坊に頼まれたんだよ。ここで、おまえらに授業を受けさせてやれってよ──俺様、よくわかんねーけど」


  　相変わらず、あんまり深く考えずに行動してるっぽいが。


  　次の授業の教師は、この関わってもまず迷惑しかこうむらない『神々』の親子なのか。


  　問題は、その授業の内容だが──。


  　このＴＶ番組風の舞台も、その授業に関係があるのだろうか。


  「おっ、るるなちゃんじゃねーか！」


  　スサノヲが気づいて、るるなちゃんに「ぴらぴら」と手をふった。


  「相変わらず、ちっちぇな！　ちゃんと飯食ってんのか、あぁん？」


  　親戚のお兄さんみたいなことを言っている。


  　まぁ、間違ってはいないけれど。


  　ちなみに、るるなちゃんは以前──わたしが体調を崩していた際、スサノヲにすこし遊んでもらった経験がある、顔見知りなのだ。


  　他人を霊力の大小で判断しているるるなちゃんにとって、腐っても日本神話最強と謳うたわれるスサノヲはとても魅力的なのだろう、何だかちょっと嬉うれしそうにもじもじとしている。


  「スサノヲちゃんに任せておくと話が進まないから、あたしから説明するのだわ」


  　イザナミが前へ進みでて、ちいさく手をふりあっている仲良しなスサノヲとるるなちゃんに、また嫉しつ妬としたのか「ぎりぎりぎり」と歯は軋ぎしりをしながら。


  「この『異界』第三階層ミーミルの泉で行われるのは、家庭科の授業なのだわ」


  　お腹なかに手を添えて、弔ちよう辞じを述べるかのように暗あん澹たんとした表情で。


  「もっと簡潔に言うと、料理ね。何もかもを区別せずに口にいれるだけでは、どうぶつと同じなのだわ。何を取りこみ、何を吐きだすのか。取捨選択しなければ、栄養が偏かたより──あるいは毒を呑のんでしまい、破滅を招く」


  　何でもないことを語ってるのに、やけに不安になるような声である。


  「それは情報も、心も、人間関係も、何でもそう──与えられたものをただ口にいれるだけの赤ちゃんでは、悪意に満ちたこの現代を生き残れない。自分の摂取するものを選び、またときには加工する技術を、考えかたを学ぶのだわ」


  「ま、そう難しく考えなくてもいーぜ？」


  　スサノヲががんばって説明した母親を誇らしげに後ろから「ぎゅっ」と抱きよせて、ぬいぐるみみたいにしながら。


  「ちょうどお昼時だしな、ちょっとここいらで小腹を満たして、茶ぁでも飲んで一息つくってぐらいに考えときゃいい。この階層の授業はその気になりゃあいくらでも有益だが、食いすぎは身体からだに毒──そういう類たぐいのもんだ」


  　立派な犬歯を剥むきだしにして、肉食獣のような笑みを浮かべると。


  「自分の体調と相談して、腹八分目にしとくのが賢いぜ？」


  　語りながら、おおきく指を鳴らせる。


  　刹せつ那な、無駄なギミックで舞台の中央が異音を放ちながら展開し、その奥から何かの台座がせりあがってくる。


  　台座には、銀色の蓋ふたがついたお皿がのっていた。


  　上等なコース料理のメインディッシュがでてきた──といった感じに見えるが、これは何だろうか。


  「それが、おまえらがこの授業で料理する食材みたいなもんだ」


  　スサノヲは悪いた戯ずら小僧のように笑っている。


  「もちろん、その蓋をあけずに何も見なかったことにして素通りしてもいいし、皿を舐なめるようにしてぜんぶ食べてもいい。その食材をどう扱うかは、おまえら次第だ。薬も過ぎれば毒となる、毒も活いかせば薬となる。さぁ、あとはご自由に♪」


  　教師なんて名乗っていたが、基本的にあまり手出しをするつもりはないようだった。


  　まぁ、スサノヲはともかく──イザナミは地上で活動をするだけで悪影響をばらまく。


  　彼女とともににじみでた『根の国』に汚染され、すべてが腐敗していくのだ。


  　だからこそ、彼らはあまり現世に関わらない。


  　今回は、ほんとうに──たまに頼まれたから仕方なく助力しているだけで、そこまで積極的に動くつもりはないようだ。


  　にやにや笑って傍観しているスサノヲを気にしながらも、るるなちゃんが口元を拭ぬぐって、無警戒に料理（？）ののった台座へと歩んでいく。


  　常に腹ぺこな彼女は、食欲を我慢できない。


  「あっ、るるなちゃん──待って、もうちょっとよく考えてから……っ！」


  　希のぞ美みちゃんが慌あわてて制止しようとしたが、もう遅い。


  　るるなちゃんは無む頓とん着ちやくに、かんたんに銀色の蓋を「ぱかり」と開いてしまった。


  　そして、絶句する。


  



  　皿にのっていたのは、男の生首だった。


  



  　悪趣味にもブロッコリーやニンジンが添えられて、まるで料理のように彩られた、いまだ鮮血の滴したたる首がごろりと置かれていたのだ。


  　その生首には不思議な鎖がぐるぐるに巻きつけてあり、その顔立ちなどはわからない。


  　鎖の隙すき間まから覗のぞく髪の毛は色が脱けていて、わずかに露出したおでこのあたりからは肉色の雄牛に似た角つのが生えている。


  　異い形ぎようの、生首。


  　否いな、この男はもしかして──。


  「………？」


  　この男のことを、前世であるお母さんならいざ知らず、るるなちゃんは知らない。


  　だからこそ無警戒に、不思議そうに手を伸ばして、その生首に触れてしまった。


  　目の前にあるものは、とりあえず触ってみる赤ちゃんそのものに。


  　けれど、それがよくなかった。


  　鎖の奥で生首が目を見開き、るるなちゃんのプニプニした指先に思いっきり噛かみついた。


  「……!?　……!!」


  　仰天して、るるなちゃんが身み悶もだえし、慌あわてて食いついてくる生首を振り払って勢いそのままに尻もちをついた。


  　目を丸くして、るるなちゃんは珍しく息を荒らげている。


  　生首は、味を確かめるように嫌いやらしく口をもぐもぐさせて──。


  「ふゥん、なるほどねェ。今はこういうことになってるのねェ、興味ぶかいわァ」


  　奇妙な女性口調で、けれど魂の奥まで響くような野太い男の声で、言った。


  「──それで？　アタシに何か用なのかしらァ？」


  　見間違えるわけがない。


  　奇妙にしておぞましいその生首は──『死の神』イザナミに千の『死』を突き刺されて殺害されたはずの男、悪徳オカルト結社『アラハバキ』首領そのひとであった。
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  「だ、だいじょうぶ？　るるなちゃんっ？」


  　指先に齧かじりつかれ、痛みに慣れていないるるなちゃんが涙目になるのを、心配そうに希のぞ美みちゃんが見てから。


  　台座のうえの皿にのった、首領の生首に恐る恐る視線を向けて。


  「このひと──生きてるの？」


  「あらヤダ、ご挨あい拶さつね。そんな怖がらなくてもいいじゃない」


  　首領は愛あい嬌きようたっぷりに、ゆえにこそ不気味にくちびるを尖とがらせた。


  　相変わらず、他人を小馬鹿にしたような、翻ほん弄ろうするような態度だ。


  「生きてはいないのだわ」


  　希美ちゃんの疑問に答えたのは、司会者席に頬ほお杖づえをついた『創造神』イザナミだ。


  「あたしが千の『死』を突き刺して、徹底的に『死』なせたもの」


  　死を司つかさどる『祟たたり神』イザナミは、一日に千の『死』を与えられる。


  　それを具現化したのが、彼女の頭に突き刺さったナイフである。


  　これに刺されると──あらゆる道理を吹っ飛ばして、その対象は『死』んでしまう。


  「ただ、そいつはゴキブリ以上にしぶとくてね──最後の最後まで生きることを諦あきらめずに、わずかな霊力をかき集めてそれを魂の奥底に保存し、再起動するのを待っていたのだわ」


  　溜ため息いき混じりに。


  「手足を捨て、胴体を捨て、記憶を心の大部分を捨て、身代わりにして──吹けば飛ぶような、ちいさな悪意を逃れさせた。先ほど『対抗兵器』のそこの女の子に噛かみつくことで、栄養を摂取し、その生命と呼ぶのも烏お滸こがましいわずかな機能が復活したのよ」


  「干しシイタケに水をやって戻したようなもんだな」


  　スサノヲがわかるようなわからないようなことを言った。


  「ま、当然──こいつがそんなふうに見苦しく死に損なってるのには気づいてたんだが、いまの終末を迎えたこの世界を演出したのはこの男だしな。その記憶や心が何か役立つこともあるかもしれない、って思って生首だけ保存してたんだよ」


  　まさにミーミルの泉だな、と『英雄神』は冗談めかして言った。


  　ミーミルの泉とは、北欧神話で随一の頭脳をもっていたミーミルという名の『神々』の切り落とされた頭が沈んだ泉である。


  　そこに問いを投げかけると、確実な真理と霊感が質問者に与えられるという。


  「情報を入手するための、捕虜ってところなのだわ。もちろん、こいつを生かしておくのは百害あって一利なし──何か悪わる巧だくみをしているようなら、もっともっと『死』を突き刺して、今度こそ完全に滅めつ却きやくする」


  「あらヤダ、怖ぁい」


  　首領が髑どく髏ろのように、からからと乾いた笑い声をあげた。


  「死人に事件の真相を聞くなんて、これが推理小説なら反則もいいところよ──あたしはやるべきことを全うして満足してるの、今さら叩たたき起こされても迷惑なだけよォ。こんなオッサンに意地悪して楽しい？　ねぇ楽しいの？」


  　他人の神経を逆さか撫なでするような首領に、イザナミが「むっ」と顔をしかめて。


  「思っていたよりも元気ね、もうちょっと『死』んでみる？」


  　頭に刺さったナイフの柄に手をやるので、首領は「きゃっ♪」と悲鳴をあげる。


  　溜息をついて、イザナミは淡々と語った。


  「首領は死んでいる。食べ物を──栄養を、霊力を与えれば、一時的に萎しおれていた花が瑞みず々みずしさを取り戻すように、意識を取り戻すけどね。どれだけの食べ物を与えるかによって、引きだせる情報量は変わってくるのだわ」


  　それが、この『異界』第三階層における授業のルールなのだろう。


  「うまく情報を引き出せるかどうかは、あなたたち次第なのだわ。嘘うそばかりつかれて、混乱するだけかもしれない。もちろん、栄養を与えすぎればそいつは復活してしまう可能性もある──まぁ、その前にあたしが『死』を与えるけど」


  　忌いま忌ましそうに。


  「ほんのわずか、語るだけで、生きるだけで──そいつはどんな悪事を働くかわからない、だからこの授業にはあんまり乗り気ではないのだわ。死者は、死んだままにしておくのがいい。それが、この国の原則なのだわ」


  「あらヤダ、ずいぶんとアタシは警戒されてるのね？　偉大なる『創造神』にそこまで言われて、光栄と思うべきかしらァ？」


  「そもさん、知識を得るというのは、そういうこと」


  　イザナミはたまに見せる、すべてを創造した原始の『神々』らしい、厳げん粛しゆくな態度で。


  「ユダヤ神話において、原始の人類は禁断の果実を食べることで知性を得て──同時に恐怖や羞しゆう恥ち心しんを芽生えさせたのだわ。挙げ句、楽園から追放され、地獄の苦痛を味わいつづけることになった。何も知らずに、けだもののように生きていたほうが幸せなのかもしれない」


  　闇やみそのもののような、虚無的な表情で。


  「こちらの神話で喩たとえたほうが、今回はいいかしらね──北欧神話においても、『最高神』オーディンは知恵を得るために、己おのれの片目を潰つぶしたのだわ。世界のあらゆる神話において、知ることは、真理に至ることは、たいてい破滅しか招かない」


  　この世には知らなくてもいいことばかりなのだわ、とイザナミはぼやいた。


  「これは、そういう授業。学校とは、そういう場所。知識を増やし、知性を得て、けれど人間は己が生涯、知ることもできないものがあまりにも多いことに気づいて──絶望する。己のちっぽけさにね、人間は誰ひとりとして全知全能にはなれないのだわ」


  　またも、重たい溜ため息いきをついて。


  「この階層は、素通りしたほうがいいかもしれない。それが賢明なのだわ、もちろん授業を乗りこえた報酬は渡せないけどね──苦痛を味わうだけの授業なら欠席して、もっと有意義に時間を使うのもまた、ひとつの選択なのだわ」


  「ママはこう言うけど、俺はちょっとだけ意見がちがう」


  　スサノヲが真しん摯しに、戸惑っている子供たちを眺めて。


  「苦難を乗り越え、障害を打ち破ってこそ得られるものもある。運命に知恵と勇気で立ち向かう、それこそが北欧神話の本ほん懐かいだしな。絶対に勝てない不死身の怪物ヤマタノオロチと戦ってこそ、その体内から他に比べるもののない、輝く武器アメノムラクモが手に入る」


  　荒っぽいスサノヲには、闘争心溢あふれる北欧神話の思想が心地よいのか。


  「恐ろしいもの、危険なものから遠ざけるだけじゃだめだ。そんなのは教育じゃねぇ、授業じゃねーんだよ。骨は折れたところが太くなる、身体からだを酷使することで筋肉がつく、涙の数だけ強くなるんだぜ？」


  「ま、どうでもいいけどォ」


  　首領が水を差すように、惚ほうけた声をあげた。


  「こっちはずっと『死』んでて、退屈で退屈で仕方がなかったのよォ──お喋しやべりに付きあってくれるなら、願ってもないことだわァ？」


  　欠伸あくびを漏もらして、己おのれをがんじがらめにした鎖の隙すき間まから、眼光を煌きらめかせて。


  「──さァ、アタシに聞きたいことはあるかしらァ？」


  　悪魔のように、微ほほ笑えんだ。
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  　るるなちゃんが動いた。


  　生首ののった台座に、そっと歩み寄る。


  　噛かみつかれた指先を痛そうに口にくわえて涙目で、けれど優柔不断なわたしに似ずに、彼女は思い立ったら即行動だ。


  　己の感情に忠実な、獣けもののように。


  　いまだ失敗を知らぬ子供だからこその、無む垢くゆえの迷いのなさかもしれないが。


  「あっ、るるなちゃん──」


  　希のぞ美みちゃんが慌てて、そんなるるなちゃんの手を掴つかんで引き留めた。


  「待って、もうちょっと考えてから行動するのよ。お姉ねえさんから聞いてないかもしれないけど、この男のひとはやばいのよ。このひとのせいで、みんな酷ひどい目に遭ったのよ？」


  「…………」


  　るるなちゃんは必死なその助言を、ほとんど無視する。


  　もちろん、るるなちゃんはお母さん──かつて『アラハバキ』首領と何度も刃やいばを交わし、宿敵として殺しあった最強の『月つく読よみの巫み女こ』の魂を受け継いでいる。


  　本能的に、首領の危険度は察しているはずだ。


  　だからこそなのか、るるなちゃんは台座のそばを素通りし、まず司会者席へ向かった。


  「あら、なぁに？」


  　そして、己とほとんど背丈の変わらぬ、ちいさな『創造神』の前に立つ。


  　イザナミは不思議そうに、きょとんとして。


  「やっぱり今回の授業はパスするの？　だったら、出口はあっちに──痛ぁいっ!?」


  　おもむろに、るるなちゃんがイザナミの頭部に刺さったナイフをひとつ、引っこ抜いた。


  　喜劇的に出血し、イザナミが「あう、う──」と目を回している。


  　日本神話における最も危険な『神々』と言っても過言ではない、『死の神』イザナミになんてことを。


  「ママ、だいじょうぶ？　痛いの痛いの飛んでけ～、ってする？」


  　心配そうに見るスサノヲに、イザナミは垂れてきた流血をウエディングドレスの袖そでで拭ぬぐって「ええ」と頷うなずいた。


  「ちょっと驚いたけど──へいき。痛いのは、むしろ好きなのだわ。うふふふ」


  　不気味に笑ってから、るるなちゃんを睥へい睨げいして。


  「でもね、そのナイフは子供のおもちゃじゃないのだわ。何に使うつもりなの？」


  「この階層の授業は、家庭科──料理なんでしょ、これを包丁にする」


  　るるなちゃんは端的に答えると、ナイフを指先で「くるくる」と回した。


  　あらゆるものに確実な『死』を与える『祟たたり神』のナイフ、子供の初めてのお料理に用いるには危険すぎる気がするけれど。


  　るるなちゃんは平然と歩くと、台座に向きあって──。


  　首領の生首、その眼球に『死』のナイフを突きつけた。


  「教えて」


  　そして、逼ひつ迫ぱくした──いつも無感情な彼女には珍しい、必死な口調で問うた。


  「わたしの知りたいこと、ぜんぶ」


  　我わが侭ままに、けれど不安そうに。


  「わたしは、まだ何も知らない赤ちゃん。甘やかされて、危険から遠ざけられて、だから大事なことには触れられない。でも、それはもう嫌いやなの」


  　そうだ。


  　わたしはいまだ、るるなちゃんに語っていないことがいくつもある。


  　るるなちゃんは、己おのれの出生の秘密すら、知らないのだ。


  　自分のために、母が命を捧げたことすらも。


  「わたしは、どうして生まれたの？」


  　無む垢くに、真っ直すぐに。


  「わたしのせいで、いま何が起きてるの？」


  　根源的で、単純で、けれど難しい問いだった。


  「わたしは、どんなふうに育つべきなの？」


  「過去と、現在と、未来についての質問ね？」


  　首領は忍び笑いをすると、るるなちゃんの視線を真っ向から受けとめて。


  　奈な落らくの底に招きいれるように。


  「いいわァ、なかなか面白いわねェ──あなた、ほんとに何も知らないのね？　子供だからって馬鹿にして、みんなあなたを甘やかして、必要なことを教えてくれなかったのね？　可か哀わい想そうな子ねェ？」


  「無駄口を叩たたかないで」


  　さくり、と『死』のナイフが浅く首領の頬ほおを抉えぐった。


  　首領は「わお」と目を丸くして。


  「あらヤダ、おとなしそうな顔して──けっこう乱暴なのねェ？　うふふ、むかしの呪じゆ々じゆちゃんに似てるわよォ？」


  　どこか意地悪に、そう言うと。


  「いいわ、北欧神話における過去と現在と未来を司つかさどる三女神ノルンのようにはいかないけれど──質問に、答えてあげましょう」


  　男性にしてはやけに濃い色のくちびるを、歪ゆがめて。


  「ただし、アタシは見てのとおり不自由な身の上よ──この『異界』第三階層ミーミルの泉の性質に縛られ、満足にお喋しやべりすることもできないわァ。記憶も心も『死』に貫つらぬかれたアタシは、あなたの質問に答えてあげたくてもできないかもねェ？」


  　困ったわねェ、と吐息を漏もらして。


  「だから、こうしましょう」


  　魂を要求する、悪魔の取り引きのように。


  「あなたの質問の重要度に比例して、アタシを縛っているこの鎖を解きなさい。これは『死』のナイフが、北欧神話の『異界』にあわせて変質した神具──終末の獣けものを封じるために用いられた、『聖鎖グレイプニル』なのよォ？」


  　首が語るごとに、鎖は反応してじゃらじゃらと鳴る。


  『聖鎖グレイプニル』とは、天を支える偉大なる『神々』チュールが世界の破壊者フェンリル狼を捕縛するためにつくった神具である。


  　山の根っこ、猫の足音、魚の息といった材料からつくられたその捕縛具はあらゆるものを拘こう束そくし──その身動きを封じるという。


  「この鬱うつ陶とうしい鎖を解いてくれるなら、気分がよくなって、アタシは何でも教えてあげちゃう気分になるかもね？」


  「わかった」


  　るるなちゃんはスサノヲや希のぞ美みちゃんが何かを言う前に、即座に了承した。


  「じゃあ、質問」


  　そして、さっそく問うてしまう。


  「──あなたは、どこまで企たくらんでたの？」
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  　首領が、詐さ欺ぎ師しのように優しく微ほほ笑えんだ。


  「あらヤダ、可愛かわいい質問をするじゃない──気の利いたジョークで、アタシを喜ばせないでちょうだい。笑うだけで疲れちゃうんだから」


  　ふたりの間で取り引きが成立してしまったのか、首領を縛った『聖鎖グレイプニル』が音をたてて、ひと繋つなぎぶん砕け散った。


  「ふたりの取り引きに『異界』が応じ、勝手に鎖を解いたみたいね。『死』のナイフは『聖鎖グレイプニル』に変質することで北欧神話の影響下に置かれているのだわ。この『異界』が、ふたりの対話が授業に有用だと、判断してしまった」


  　イザナミが舌打ちし、何かあったらすぐ対応できるようにか、頭からナイフを何本か抜いて身構える。


  「慎重に質問なさい、『対抗兵器』の子──その悪魔がひとたび解き放たれたら、数えきれない不幸を招くのだわ。ただの知的好奇心で破滅を呼ぶのは、愚の骨頂よ？」


  　とはいえ。


  　鎖はわずかに減ったが、あんまり重要な質問ではなかったのか──首領はいまだ、ほとんど生首のすべてを縛りつけられたままだ。


  　それでもわずかに解放感があったのか、首領は慈じ父ふの眼まな差ざしになって。


  「意味のない質問だわ──どこまで企たくらんでいたかって？　ここで『すべて計画どおり、何もかもがアタシの手のひらの上よ！』と答えようが、『え～、何も企んでないわよォ？　失礼しちゃう！』と答えようが、あなたにはそれが嘘うそかほんとか判断できないでしょォ？」


  　ひとを不愉快にさせる、耳みみ障ざわりな笑い声をあげて。


  「だから『可愛かわいい』って言ったのよ、それは単なるあんたの不安からでた問いよ──るるなちゃん、だったかしらァ？　意味不明の、理不尽な悪意は恐ろしいからねェ？　アタシの動機や目的を聞きだして、理解したつもりになって、安心したいだけでしょ？」


  　嬲なぶるように語ると、片目を瞑つむって。


  「とはいえ、正義の味方に『貴様の目的は何だ！』と聞かれたら『フハハ！　教えてやろう！』と親切に語りださなくちゃいけないのが、悪党ってものよねェ？　もちろん、アタシの言葉を信じるか信じないかはあんたの自由──」


  　やはり冗談めかすように、おちゃらけた態度で語る。


  「そうね、生前のアタシが企んだこと、為なしえたことはそう多くはないわね。誰にも未来は予知できないわァ」


  　どんな『神々』にだってね、と首領は言い添える。


  「もちろん予想はして、あちこちに悪意の種を仕込んではいたけど。実際どうなるかなんて、わかるわけないじゃない──だから、ある程度の振り幅をもった陰謀を構築しておいたのよォ？　どんな展開をしようが、アタシの目的が果たされるようにね」


  　ちいさな子供が、己おのれの悪いた戯ずらを喧けん伝でんしてまわるように、無邪気に。


  「災さい厄やくと化した日ひ留る女めちゃんと争わせるために、世界中の『神々』が結託して『対抗兵器』を生みだす──ところまでは、推測できたわァ。だから、あらかじめ各国の神話に宇宙人という毒を仕込み、汚染して、その『対抗兵器』をそっくり奪って手て駒ごまにできるようにしてたの」


  　はんなりと、女性的に吐息を漏もらして。


  「懸け念ねんがあったとしたら、印イン度ド神話のヴィシュヌだったわァ。あいつは、あんたたちに好意的だったからね。でも、ガルーダやお玉──玉たま藻もの前まえを配置しておけば、あいつは無力化できる。実際、その通りになったでしょ？」


  　首領は悪徳オカルト結社『アラハバキ』のなかに、いずれ己おのれの陰謀を脅おびやかすかもしれない存在への対策を、あらかじめ用意しておいたのだ。


  　実際、玉藻前さんやガルーダなど、印度神話に関わりが深いものたちのおかげで、ヴィシュヌは四十億二千万年もの間、休眠し──活動を停止してしまうことになった。


  　彼女はもはや敵ではないが、味方とも言えない、不干渉の第三者となってしまった。


  　悪意が渦巻くこの世界という名のゲーム盤から、彼女は取り除かれたのだ。


  「正直、それで詰み──おしまいだと思ってたんだけどねェ？　こんなに手こずるなんて、いいえこの世界が滅ばずに存続するなんて、さすがに思ってはいなかったわァ？」


  　まぁ、さすがの首領も、本物の宇宙人が存在していてちょっかいをだしてくるなんて、とんでもないことを想像できたわけがない。


  　策士策に溺おぼれる。


  　完かん璧ぺきに計略を構築すればするほど、些さ細さいな歯車のずれですべてが覆くつがえされる。


  　とはいえ、首領はぜんぜん焦あせってもいないようだった。


  　その程度の誤差は呑のみこんで進行するような、おおきな陰謀を巡らせていたのだろう。


  　実際、わずかに延命されたとはいえ──世界はいまだ終末に向かっている。


  　何も解決などしていない。


  　首領の悪意は、打ち砕かれてなどいないのだ。


  「まァ、とまれ──そんな感じだから、あんたの質問にはこう答えるしかないわ。『ぜんぶが計画どおりではないけど、おおむね問題ないわね』ってね♪」


  　そこで、笑みを深くすると。


  「それだけじゃつまらないから、サービスでひとつ教えてあげましょう。どんな悪意に満ちた破滅的な出来事も、最初は善意から始まっている。良かれと思ってしたことが、ひどく他人を傷つけることもある」


  　みんなが隠していたことを、呆あつ気けなく言ってしまった。


  



  「この世界の最後の希望たるあんたを生みだすために、あんたの母親が死んだようにね」


  



  　るるなちゃんが、目を見開いた。


  　その肩が、小刻みに震ふるえる。


  「母親は満足でしょうね、呪じゆ々じゆちゃんはそういうやつだもん──世界中の誰もが、その英雄的な行動を賞賛したでしょう。でも、あんたはどうかしら？」


  　首領は、声をあげて笑った。


  「自分のために母親が死んだと知って、冷静でいられる？　母親の命を消費して自分が生まれたと知って、どんな気持ち？　誰もが褒ほめるその善意に満ちた母親の自己犠牲を知って──あなたの胸のなかに、哀しいとか寂しいとか、酷ひどいとか憎いとか、そういう悪意が渦巻く気配を感じなァい？」


  　陶とう然ぜんとして、この世界の最後の希望を、やはり優しく見据えると。


  「他人なんか愛するべきじゃない、友達も家族もつくるべきじゃない、心なんてないほうがいい、正義も夢も何もかもどうせ腐ってゴミ溜だめの底に沈むのよ？」


  　愛しい娘に語りかけるように。


  「信じて裏切られ愛して踏みつけられ、痛みで発狂する前に──こんな不愉快な世界はぶっ壊しちゃうべきだわァ。何かが間違ってるのよォ、この世界はね──それに早く気づいて、偽善者どもに唾つばを吐き、アタシといっしょに遊びましょ？」


  「うるさい」


  　るるなちゃんは強引に首領の声を遮さえぎって、ぎゅっと拳こぶしを握りしめると。


  「次の質問」


  「いいわ、どうぞ？　さっきのは過去の質問だったから、次は現代の質問がいいわねェ。でないと、同じ答えを繰りかえしそうだわァ？」


  　欠伸あくびを噛かみ殺して、首領はるるなちゃんを見据える。


  　対話するだけで心が蝕むしばまれていく、悪意の権ごん化げのような男の生首に──。


  　己おのれの出生と母の死にまつわる事実を知り、動揺していないわけがないだろうに、るるなちゃんは決然とした表情で。


  　現在の質問をした。


  「たまちゃんは、何のために──今回の騒ぎを起こしたの？　どうして、北欧神話のちからを使えるの？」


  「質問がふたつなうえに、アタシにはそれを答えられないわねェ？」


  　首領を縛った鎖は、微動だにしない。


  　首領が与えた真実のぶんだけ解ける鎖が、彼がその問いに答えられないことを証明する。


  「アタシは邪や神がみたまじゃないもの、あの子が何を考えてるかなんてわかるわけないじゃない。想像ぐらいは、できるけどねェ──」


  　けれど、わずかに鎖が揺らぎ、音をたてて外れた。


  　何か、首領は己の知っていることを教えるつもりのようだ。


  「アタシがひとつだけ言えるのは、北欧神話の『破壊神』がフェンリルと呼ばれる存在であること──印イン度ド神話、北欧神話、ゾロアスター神話、ユダヤ神話の『破壊神』がそれぞれ、月つく読よみ日ひ留る女めにとって重要な存在であることねェ」


  　フェンリル──。


  　ゲームとかでわりとお馴な染じみの名前だが、それは北欧神話の終末である最終戦争ラグナロクにおいてあらゆる暴ぼう虐ぎやくを尽くし、世界に破滅をもたらした災さい厄やくそのものの怪物である。


  　太陽を捕食するもの、というわたしたちにとって忌いまわしい俗称をもつその怪物の名は、破滅と衰退を抱かかえた北欧神話の『破壊神』に相応ふさわしい。


  「そのよっつの『破壊神』だけは、日留女ちゃんは今の段階では手出しできない──彼女の弱点に、毒になりうるからねェ。ま、そんなとこよォ？　邪や神がみたまがどうして北欧神話の『破壊神』フェンリルと接触し、おそらく『次世代神』の能力で捕食したかは、アタシにはわからないわァ？」


  　ほんとに不思議そうだが、演技かもしれない。


  　底知れぬ男の内心は、誰にも窺うかがい知れない。


  「北欧神話の『破壊神』フェンリルは、あらゆる『破壊神』のなかで最も捕食能力の高い、食い荒らすことに特化した存在よォ？　日留女ちゃんすら、捕食能力だけでは劣るわァ──食いあいになったら、自分のほうが食われるかもしれないのよォ。だから日留女ちゃんも『破壊神』フェンリルとは争わないし、手出しもしないわァ」


  　それに、と首領は言い添える。


  「北欧神話は宿命的に必ず破滅する、そんな運命を抱えているのよォ。『破壊神』フェンリルは食欲を我慢できない、自分の限界以上に際限なく周りの何もかもを食い荒らし──いずれ胃袋が破裂して、死ぬ。そんな性質、手にいれるだけ損でしょ？」


  　だから、日留女ちゃんも『破壊神』フェンリルは捕食しないのか。


  「印度神話は例外だけどォ、他のみっつの神話──北欧神話、ゾロアスター神話、ユダヤ神話は日留女ちゃんを抑えつけるための安全装置リミツターでもあるのよォ？」


  　またも、首領を縛る鎖に亀き裂れつが走り、砕け散る。


  　重要なことを、口にしているのか。


  「日留女ちゃんがアタシの思惑を裏切って暴走したときに、それを制止するための安全装置たる『破壊神』──それを察して、邪神たまは日留女ちゃんに対抗するための武器として、『破壊神』フェンリルを、北欧神話を取りこんだのかもしれないけどォ？」


  　愉たのしそうに。


  「馬鹿ねェ、毒をもって毒を制すと言えば聞こえはいいけど、毒は毒よ。必ず敗北する宿命をもつ北欧神話を取りこめば、待っているのは破滅だけよォ？　自殺行為よ──だから、放っておけば邪神たまは勝手に潰つぶれるわァ、危険視する必要もないはずよォ？」


  「最後の質問」


  　首領の答えに、やや焦あせりを浮かべ、るるなちゃんは恥じるようにすぐ無表情になって。


  「未来について」


  　すこし迷ってから、うまく言えないのか──もぐもぐ、と口を動かして。


  　るるなちゃんは、不器用に問うた。


  「わたしたちは、どうすれば勝てるの？　滅ばないですむの？　幸せになれるの？」


  「質問がみっつなうえ、未来は誰にも予想できないと言ったはずだけどねェ？」


  　首領は、艶えん然ぜんと笑った。


  　悪意に満ちた、舌を這はわせるような声こわ音ねで。


  「それに、質問するまでもないでしょ──あなたは当然、推測できているはずよ。それでも尋たずねてくるのは、勝たなければ、世界を救えなければあんたが生まれてきた意味がないから？　あんたのせいで母親が死んだのに、もし何もできなければ、母親は無駄死にだもんねェ？」


  　いちばん聞きたくない、心を抉えぐるようなことを、むしろ好んでぶつけてくる。


  「簡単よォ、あんたが日ひ留る女めちゃんに勝つ方法はたったひとつしかないわァ──あんただけに教えてあげる、ちょっと顔を近づけてくれる？　耳元で、こっそり囁ささやいてあげる♪」


  「………？」


  　るるなちゃんは眉まゆをひそめながらも、どうしてもその答えが聞きたかったのか、身を乗りだしてしまう。


  　希のぞ美みちゃんが慌てて彼女を引きとめようとしたが、その指先はるるなちゃんに触れることなく──スサノヲとイザナミの制止の声も間にあわない。


  　あっという間の、出来事だった。


  「………！」


  　台座に顔を寄せたるるなちゃんに──首領の生首が、噛かみついた。


  　鮮血が、飛び散る。


  　先ほどと同じだ、るるなちゃんは学習していなかった。


  　この世には、近づいてはいけない存在がいる。


  　それをまだ、理解していない赤ちゃんだった。


  「これが、答えよ」


  　るるなちゃんの耳が囓かじりとられ、首領はその軟らかな肉を口のなかで味わい、くちびるから血を垂らしながら。


  　優しい笑みで、告げる。


  「何もかもを喰くらいなさい。善人も悪人も、『神々』も人々も、正義も悪も何もかも──区別せずに捕食し、己おのれの栄養になさい。日留女ちゃんが、そうしているように」


  　るるなちゃんは、床に尻もちをついて、耳に手を当て絶句している。


  「る、るるなちゃん!?」


  　希のぞ美みちゃんが青ざめて、そんな彼女の肩を抱いたが。


  　るるなちゃんはひたすら、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように──首領から目を逸そらせずにいる。


  「それが『対抗兵器』として生まれたあんたの存在価値よ。『対抗兵器』は月つく読よみ日ひ留る女めを模もしてつくられた、ほぼ同じ性能をもつ『神々』の兵器──その能力で、日留女ちゃんより多く『神々』を捕食できれば、単純なパワー・ゲームで勝利できる。そんな安直な、愚かな『神々』の思考から誕生した終末の獣けものなのよ。弱肉強食の権ごん化げなのよォ」


  　呵か々か大たい笑しようして、首領は告げる。


  「家族も友も愛した何もかもを胃袋に収めて、自分とよく似た日留女ちゃんをも捕食し栄養にして──この世のすべてを食い尽くし、あんたは独りぼっちになる！　でも、それが勝利するための唯一の方法よォ！」


  　首領の鎖が次々と破裂し、その封じられていた悪意が噴出していく。


  「笑いが止まらないわ！　アタシの目的を叶かなえてくれるのは誰でもいい、日留女ちゃんでもあんたでもいい！　どっちが勝とうが万々歳よ！　呪じゆ々じゆちゃんも馬鹿なことをしたものね──負ければ破滅、勝っても孤独！　そんな哀れな立場に、己おのれの子供を叩たたきこむなんて！」


  　かつての宿敵を、思うがままに罵ば倒とうする。


  「すべてを喰くらわなければ勝てない、愛するものすらも！　そんな血まみれの宿命を背負った子供に、心を与えてしまった！」


  　とびきり愉快な冗談を、笑い飛ばすように。


  「情雨じようがアタシを裏切った理由、ゆえに日留女ちゃんからは奪った心とかいうもの──その心のために、あんたは無限につづく苦しみと痛みに満ちたゴルゴダの丘をのぼりつづけるのよォ！　なんて可か哀わい想そうな子！　生まれたときから磔はりつけにされた救世主！　あはははははは！」


  「…………」


  　るるなちゃんが血の気を失い、床に尻もちをついたまま、呆ぼう然ぜんとしている。


  　首領はそれが愉快でたまらないというように、スサノヲとイザナミが笑いつづける彼を壁に叩きつけ、『死』のナイフを突き刺すまで──ずっと嘲ちよう笑しようをつづけていた。
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  第二部　ラグナロク


  


  第七話／楽園の蛇


  



  　桜こノの花はな咲さく夜や学園の、女子トイレである。


  　昼休みが終わったぐらいの時刻で、とても静かだ。


  　つるつるに磨かれた床や壁のタイル。


  　ちいさな窓から差しこむ柔らかな光。


  　濡ぬれた空気はタイルの色を反射して、桃色がかっている。


  『るるなちゃん監視ツール』で小学校の様子がおかしいことが判明してから、わたしは情雨じようちゃんとふたり──この場所で、ひたすら状況を見守っていたのだ。


  　もちろん、各方面に連絡をとったり、調査をしながら。


  　いくら『改変』しているとはいえ教室で騒ぐのも問題ではあるし、集中もできない。


  　万が一、何か異変が発生してクラスメイトを巻きこんでも寝覚めが悪い──ただでさえ、わたしたちと同じ学校というだけで、よからぬ事態が多発しているのだ。


  　余計な迷惑は、かけたくない。


  　肩を寄せあう距離で、情雨ちゃんと並び立ち、『るるなちゃん監視ツール』から引きだした画像を表示したパソコン画面を覗のぞきこんでいる。


  『異界』と化した小学校は外界と隔絶され、ちいさな穴から何とか内部を探っているが、映像も音声も途切れがちだ。


  　とくに先ほどからノイズが酷ひどく、状況がよくわからない。


  　あとから聞いた話だが、『異界』第三階層であるミーミルの泉はなかば死後の世界──地獄と融合していたようだ。


  　浮世と常世が分断されているこの国では、そちら側の事情を見聞きするのは難しい。


  　たぶん、死後の世界の住民であるイザナミや、彼女が封じていた首領と一時的に対面するため──地獄をいちぶ、現世に出現させていたのだと思うけれど。


  　ゆえに情報が細切れでしか表示されず、やきもきして、情雨ちゃんが唸うなる。


  「パパ！　パパが──」


  　情雨ちゃんは彼女にとって無視できぬ存在である父親が、みじめな生首になっているのを見て、かなり動揺していた。


  　挙げ句に、首領はいらんことでも言ったのか、イザナミにまた『死』のナイフを突き刺され再度──『死』んだようだった。


  　彼らの会話の内容は、わたしのもとまでは断片的にしか届いていない。


  　気になったが、調べようもない。


  　わたしたちは顔をつきあわせ、歯は噛がみしているしかなかった。


  　とりあえず、情雨じようちゃんを落ちつかせようと──彼女の手のひらを、そっと握った。


  　いつもは気丈な彼女も、冷静ではない、さほど抵抗せずに受けいれてくれた。


  　触れた手のひらから、情雨ちゃんの震ふるえが伝わってくる。


  　彼女にとって父親は、むかし人生のすべてだった。


  　憧あこがれ、愛し、尽くしていた。


  　けれど痛烈に裏切られ、踏みにじられた……。


  　彼女の心のなかで、いまだ完全には、父親に対しての折りあいはつけられていない。


  　否いな、一生──情雨ちゃんは、父親について結論をだすことはできないかもしれない。


  　愛すべき母親とどれだけ幸せな日常をすごしても、わたしやかがみとどれだけ会話を重ねても、情雨ちゃんが父親につけられた重く深い傷は──決して癒いえはしない。


  　情雨ちゃんは痛みを堪こらえるように生なま唾つばを呑のむと、意を決したように言った。


  「あ、あたし──もう我慢できない、小学校へ出向くわ。この『るるなちゃん監視ツール』と『異界』を繋つなぐ経路から突入して、パパに会って話すの！」


  「落ちついてよ、情雨ちゃん」


  　わたしはそう言ったが、情雨ちゃんの気持ちはわかるのだ。


  　わたしも両親とはいちど決別し、実家から逃げだして、耳を塞ふさいで蹲うずくまっていた。


  　でも、それだけじゃ何も変わらなかった。


  　心に折りあいをつけるためには、その傷と向きあわなくてはいけない。


  　わたしは、お母さんとわかりあえた──今では、お母さんを愛してる。


  　でも、情雨ちゃんと父親との関係は、問題の根が深く複雑で、紐ひも解とける気がしない。


  　だとしても、きっと逃げてはいけないのだろう──すくなくとも情雨ちゃんが、怯おびえて涙目になって、こうして震えているのは見たくなかった。


  　せめて、寄り添って──情雨ちゃんの痛みを、怯えを、すこしでも引き受けたかった。


  　友達だと、すくなくともわたしは思っているから。


  「かんたんに言うけど、『異界』にあいた穴はちいさいよ──この経路を辿たどって小学校へ突入するなんて、できるの？」


  　とはいえ、他に経路がないのも事実だ。


  　北欧神話の『異界』──世界樹ユグドラシルは強固に独立し、外界と隔絶している。


  　ふつうに歩いて侵入するのは、難しいかもしれない。


  　連絡をとりあっている、小学校の近辺を調査してくれている玉たま藻もの前まえさんや『月つく読よみ神社』の面面も、侵入どころか内部を調べることもできていないようなのだ。


  　ひとつの神話そのものの──『破壊神』、そのちからを取りこんだ（？）たまが、北欧神話の総力を結集してつくりあげた『異界』。


  　それは難なん攻こう不ふ落らくの城じよう塞さいだ、完全に閉じてしまっている。


  　わたしたちが全力をあげて強引に突破すれば、内部に侵入するぐらいはできるかもしれない。けれど、それでちからを使い果たしたら本ほん末まつ転てん倒とうだ。


  　だとしたら、るるなちゃんが電話をかけてくれたことであいた、このちいさな穴から忍びこむ──というのは、理に適かなっているように思えた。


  　地獄に垂らされた蜘く蛛もの糸のような、このか細い経路を、わたしたちは最大限に活いかさなくてはならない。


  「とりあえず、この経路を補強して──『異界』への出入り口にできないか、試そうよ」


  　言って、情雨じようちゃんの頭をそっと胸元に抱きこみ「よし、よし」してあげた。


  　情雨ちゃんの、絹糸のようにさらさらとした、色の脱けた長い髪。


  「だいじょうぶ。何とかなるよ、いつもみたいに」


  　根拠はないけど、言いきろう。


  「だから、情雨ちゃん──めげずに、がんばろうよ」


  「…………」


  　情雨ちゃんは両目を潤うるませ、恥ずかしそうに頬ほおを染めると、ちいさく頷うなずいた。


  　ふふ、いつもこんなふうに素直だと、可愛かわいいんだけどなあ──。


  「ずいぶんと仲良しですね」


  



  　氷点下まで冷えた声が、響いた。


  



  「授業をサボって、こんな女子トイレで──いったい何をしているのでしょうか？」


  　いつの間にか、わたしたちのすぐ間近に（びっくりするほど至近距離に！）邪や神がみ三姉妹の次女──かがみが立っていた。


  　やたら眠そうに目元を擦こすりながらも、こちらを冷酷な瞳ひとみで見据えている。


  　うわ、びっくりした！


  　何でこう、いつもいつも──間が悪いタイミングで登場するの……？


  「か、かがみ」


  　わたしは慌あわてて情雨ちゃんから離れようとして、でも情雨ちゃんが「やだ！」という具合になぜかぎゅっと抱きついたままなので言い訳がきかず、でも必死で主張した。


  「ちがうの、これは浮気じゃないの！　けっして情雨ちゃんと狭い場所で密着してドキドキしたりちょっとエッチなハプニングを期待していたわけではないの！」


  「何で動揺してるのですか。疚やましいことがないなら堂々としていればいいのですよ」


  　かがみの顔がすごく怖い……。


  　でも、かがみは眠いらしく──身体からだが斜めに傾き、壁に頭を預けてしまった。


  　うとうと、船を漕こいでいる。


  　そういえば、かがみは朝からずっと熟睡してたよね。


  　昨日よく眠れなかったのか、やっぱり疲れていたのか──。


  　気になるけど、そんなに眠いのにわたしと情雨じようちゃんがいちゃいちゃしてるのを察して駆けつけてくるのが、怖いよかがみ。


  「ふ～にゃ～あ……」


  　いつもより数倍、間延びした鳴き声（？）を口にして。


  　かがみが欠伸あくび混じりに、告げてくる。


  「まぁ事情はよくわからんのですが、寝ながら聞いていたところによると、たまが何やらやらかしているようですね──」


  　あ、熟睡してても情報収集はできるんだ。


  　かがみが眠ってると思って迂う闊かつな真ま似ねはできないな、心のメモ帳に忘れず書いておこう。


  　どきどき。


  「姉としては、たまが自分から何かをやろうとしているなら応援したいですが。余よ所そ様に迷惑をかけない程度に、自重させるのもつとめでしょう」


  「つっても、ぎょ～ちゃんに何ができんのよ」


  　なぜか先ほどからずっとわたしに抱きついたまま、かがみのストレス値をグン上げしてる情雨ちゃんが、くちびるを尖とがらせた。


  「『地下王国パタラ』のときとちがって、『異界』の中心となるものを神器ヤタノカガミで消し飛ばして解決──とは、いかないわよ」


  　そうだろう、たまの言葉を信じるなら、今回の『異界』の中心にいるのはたま本人だ。


  　かがみは何だかんだで妹に甘いから、たまを消滅させたりはできないだろう。


  「まぁ、ご安心を。新たなるちからを手にしたのは、たまだけではありませんので」


  　かがみが、よく意味のわからぬことを言って。


  　やはり眠そうに、ふらふらしながら。


  「北欧神話が必然的に抱かかえる破滅的な運命を回避するには、知恵と勇気が必要──という話でしたね。知恵なら、貸せるのです。むしろ、わたしに打ってつけなのですよ」


  「ど、どういうことよ？」


  　当惑する情雨ちゃんに、かがみは微ほほ笑えむ。


  「たまが北欧神話を取りこんだように、わたしも──」


  　語り終える前に、かがみの全身からちからが抜けて、その場に崩れ落ちてしまう。


  　本格的に、立ってもいられないぐらい眠いのか。


  「かがみ、だいじょうぶ？」


  　わたしは心配になって駆け寄ったが、かがみは鬱うつ陶とうしそうに黒髪を揺らすだけ。


  「鎖さ々さ美みさんに心配されるようでは、わたしもおしまいなのですよ──ふにゃあ」


  　また欠伸あくびをして。


  「まぁ、見ていてください。『異界』にあいたわずかな穴を補強し、広げて出入り口として、あなたたちをそこに送りこめばいいのですよね？　わたしは見てのとおり、体調不良ですので、それ以上のことはできませんが」


  「そこまでしてくれるなら、願ってもないけど」


  　見ているだけなんて嫌いやだもの、と小声でつぶやいて、情雨じようちゃんもやや気遣わしげにかがみを眺めている。


  「……どうするつもりなの？」


  「知恵を貸してあげます。知恵とは、未来を切り開くための可能性なのです。それを、創造します──いいえ、生みだすのでしょうか」


  　自分でもまだよくわかっていないようなことを、かがみは胡う乱ろんげに口にして。


  　身体からだを丸めると、「んっ──」とちいさく唸うなって。


  　珍しく、その無機物のような頬ほおには赤みがさし、目も潤うるんでいて、何だかちょっとエッチなんだけど。何これ。


  「あ、あまり見ないでください」


  　かがみが睨にらみつけてきながらも、もぞもぞと身み悶もだえして。


  「ちいさなものを、ひとつぐらいなら──わりと、眠って霊力を蓄えましたし。んんっ」


  　かがみが切なげに喘あえぐと、同時に。


  　ごとり、と異音がした。


  　かがみのスカートのなか──足の隙すき間ま、股またのあたりだ。


  「………？」


  　わたしは戸惑って、とりあえずかがみのスカートをめくりあげて、なかを覗のぞきこむ。


  「きゃあっ!?」とかがみが悲鳴をあげて叩たたいてきたが、ふはは、効かん！　効かんぞ！　その程度では合法的にかがみのスカートのなかを覗き見できるチャンスを逃のがしはせんぞ！


  　タコ殴なぐりにされながら、わたしはその秘密の花園を眺める。


  　かがみの意外と可愛かわいらしい下着のそばに、何かが落ちていた。


  　先ほどまでは存在しなかった、何だろう──真っ赤な、ちいさな卵に見えた。


  　つるりとした質感の、けれど瑞みず々みずしさもある、果物にも似ていた。


  　何だろう、これ──。


  　わたしは思わずそれを抱かかえあげる。


  　見た目より、ずっしりと重い。


  　中身がたっぷり詰まっている感じ。


  　それに、みょうに生物的にあったかい。


  　手のひらのなかで、鼓動しているようだった。


  　るるなちゃんが生まれたてのころ、お母さんに抱かせてもらったまだほんとの赤ちゃんだったころの彼女の感触と──よく似ている。


  　その瞬間、わたしはすべてを理解して、叫んだ。


  



  「かがみが──わたしの子供を産んだーっ！」


  



  「どっ、どういうことよ!?　子供ができるようなことをしたの!?　女の子どうしでできるものなのっ!?　聞いてないわよ、ちょっと！　どういうことか説明しなさいよ！」


  　情雨じようちゃんが激しく動揺しているが、かがみが呆あきれたように「ふにゃあ」と声をあげて。


  「うるせぇのですよ、べつに鎖さ々さ美みさんの子供じゃないのです」


  「じゃあ誰？　誰の子供なの？　かがみをわたしから寝取った鬼畜は誰なのっ？」


  「肩を掴つかんで揺さぶらないでください」


  　興奮するわたしに「めっ♪」と指を当てて、かがみは深々と溜ため息いきをついた。


  「だから子供ではないのですよ、見ればわかるでしょう──まぁ、卵のようなものではあるのですけど」


  「かがみのこと、いちばんの親友だと思っていたのに、まだ知らないことはいっぱいあったんだなあ──まさか、卵を産んで増えるタイプの生き物だとは……！」


  「べつに増えはしませんよ。いいから、クールダウンしてください」


  　ぺしり、とわたしの頭をやわらかく叩たたいて、かがみは壁に背を預けて動かなくなる。


  　かなり疲ひ弊へいしたようだ、もう意識を保っているのも限界といった様子である。


  　無駄口を叩く余裕もないのか、かがみは端的に語る。


  「これは、いわゆる──楽園の果実なのです」


  　………？


  「知恵の実、とも呼びますね」


  　かがみは億おつ劫くうそうに、ゆっくりと。


  「この楽園の果実を食べることで、そこにインストールされた奇跡が実行されます。今回の場合は、『異界』にあいた穴を広げ、補強し、出入りできる──そんな奇跡です。先ほど、ざっとプログラムしてみました」


  　何を言ってるのかまったくわからない。


  「楽園の果実によりもたらされる奇跡は、誰にも干渉できない絶対で完かん璧ぺきなものです。けれどこの果実を実らせる代償としてわたしはおおきく霊力を消費し、また奇跡の対価としてその実行者は罪を背負うことになります」


  　面倒なので詳細な説明は省きますが、まぁだいたいそんなものとして理解してください──と、かがみは投げやりに囁ささやいた。


  「緊急事態のようですしね、延々と講こう釈しやくを述べるのはあとでいいでしょう。この楽園の果実を食べるかどうかは、あなたたちに一任します。まぁ、この程度の奇跡ならば、対価である罪もさほど深刻なものにはならないでしょう──断言は、できませんけど」


  　ほとんど寝言のような、あやふやな口調で。


  「わたしにできるのは、ここまでなのです」


  　それだけ言うと、すうっと目を閉じ──眠り姫のように、深く熟睡してしまった。
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  　基キリ督スト教において、全知全能の神ＹＨＷＨが自分に似せてつくった人類は、神によって食べることを禁じられた果実を口にしてしまい──楽園を追放される。


  　知恵の実などと呼ばれるその果実を食してしまったことにより、人類には恥じらいや、嫉しつ妬とや憎悪といった感情が、心が生じてしまい、それを忌いみ嫌った神によって遠ざけられるのだ。


  　人類が抱えた原罪そのものの、楽園の果実。


  　そんなようなものが、わたしの手のひらのなかで鼓動している。


  　知恵の実──この真っ赤な卵みたいなのは、ほんとにユダヤ神話などで語られるそんな神話的な代物なのか。


  　答えてくれそうなかがみは、死んだように眠ってしまっており、まさか叩たたき起こして「ねぇねぇ！　どういうことなの！　教えて教えて！」ってやるのも、可か哀わい想そうか。


  　情雨じようちゃんが眉まゆをひそめ、立派な乳房のしたで腕を組むと。


  「ぎょ～ちゃんが、あたしたちのために託してくれたものだしね──そう酷ひどい事態は引き起こさないと信じたいけど、得体が知れなさすぎるわね」


  　不安そうに。


  「だいたい、楽園の果実ってユダヤ神話とかのものでしょ──何で、ぎょ～ちゃんがそんなもん産むのよ。この国では基督教なんかは知名度が高いほうだけど、だからといって信仰しているひとはほんのちょっとよ。日本神話の文脈にないものだわ、不自然よ」


  　けれど、たまも北欧神話のちからを用いていた──。


  　邪神三姉妹が、なぜか異国の神話のちからを行使している？


  　理解できないことばかりだけど、かがみも言っていたとおりに──緊急事態だ。


  　ことは一刻を争う。


  　逡しゆん巡じゆんしている余裕はない、わたしは決断する。


  「よくわからないけど──わたしは、かがみを信じたいよ」


  「まぁ、ね」


  　情雨じようちゃんは髪の毛をかきあげて、くちびるを尖とがらせると。


  「ギリシア神話からこっち、異国の神話には迷惑をこうむってばっかりだけど──だからといって、異国のちからだからって全否定するのはナンセンスだわ。何でぎょ～ちゃんがユダヤ神話のちからを使えるのかは謎なぞだけど、有効活用できるなら願ってもないわよ」


  　ぎょ～ちゃんを信じる、あんたを信じることにするわ──と照れくさいのか、そっぽを向いて小声でつぶやくと。


  　情雨ちゃんは、わたしの手のひらにのった果実に視線を向けて。


  「あたしは、思い立ったら即行動がポリシーよ」


  　迷わずに、楽園の果実をそっと噛かんだ。


  　わたしも遅れて、慌あわてながら──情雨ちゃんとキスしちゃうような距離で、そっと真っ赤な果皮にくちびるを添える。


  　囓かじった。


  　口に広がる優しい甘みと、脳をつくような酸味──。


  



  　瞬間、意識が途切れ、頭のなかが真っ白になる。


  



  　同時に──わたしは、誰かの声を聞いた気がした。


  　誰の声？


  　録音機から流れる自分の声みたいな。


  　えらく聞き覚えがあるけれど、どこかに違和感がある音声──そんな奇妙な囁ささやきが、楽園の果実のなかに充満していた。


  　わたしの魂に、肉体のすべてに、反響する。


  　心が、理解する。


  　これは──日ひ留る女めちゃんの声だ。


  　わたしの、遠いご先祖さま。


  　使いつぶされ磨りへってしまった、古代の巫み女こ。


  　哀れな、オオヒルメムチ。


  　その成れの果ての、虚こ空くうへとつぶやかれる、無む垢くなる問いかけだった。


  　災さい厄やくそのものの彼女の声が、わたしの心にひび割れをいれて、蝕むしばんでくる。


  　蛇へびのようにわたしのすべてを這はい回り、無数の牙きばで噛みついて、毒を流しこんでくる。


  　わたしと同じ声だからこそ、日留女ちゃんのその声は怖いぐらいに馴な染じみやすく。


  　それゆえに──深く深く滲しん透とうしてくる。


  　これが楽園の果実を囓った罪に相当する、罰ばちなのだろうか。


  　その日ひ留る女めちゃんの問いは──わたしの魂に、消せぬ痕こん跡せきを残した。


  　彼女は、ひたすら繰りかえしていた。


  　──ねぇ神さま、


  　──ねぇ神さま、ほんとに約束の地カナンなんてあるの？


  　──ねぇ神さま、どうしてヨブが悔い改めるまで、苦痛を与えつづけたの？


  　──ねぇ神さま、どうしてノアの方はこ舟ぶねを残して、世界を洪水で沈めたの？


  　──ねぇ神さま、どうして悪徳の都ソドムとゴモラを滅ぼしたの？


  　──ねぇ神さま、どうしてカインはアベルを殺したの？


  　──ねぇ神さま、どうして人類の祖アダムとイヴが罪を犯すのを、黙って見ていたの？


  　──ねぇ神さま、どれだけ償つぐなえば赦ゆるしてくれるの？


  



  　──ねぇ神さま、この世界に、ほんとに神さまなんているの？
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  第八話／沈黙の塔


  



  　わたしは、目を見開いた。


  　深い眠りから醒めるように。


  　見えたのは、真っ白な天井。


  　何となく、病院をイメージした。


  　汚れひとつない壁と床。


  　薬品の匂においが漂うなか、わたしは清潔なシーツにくるまれて寝台に転がっていた。


  　服装は、先ほどまでと同じ──桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服である。


  「えっ……と」


  　状況が理解できなくて、混乱する。


  　何がどうなったんだったか──。


  『異界』に変質した小学校へ突入するために、かがみが産んだ（？）知恵の実なるものを囓かじった、ところまでは意識を保っていたのだけど。


  　それから、どうなったのか。


  　気絶していたようなのでよくわからないけど、わたしはちゃんと小学校に辿たどりつけたのか、それとも知恵の実が身体からだに馴な染じまずにぶっ倒れて病院に搬送されてしまったのか。


  　身体はやや気け怠だるいものの、それはいつものことだしなぁ──どこにも怪け我がはしていないようだし、痛みもない。


  　健康そのものだ。


  　否いな、何だか胸のあたりが重い。


  「………？」


  　何かがわたしのうえに乗っかってる。


  　気になってシーツのなかに手をいれて、それを触ってみると。


  　むにゅん♪


  　なんて──どことなく幸せ気持ちいい感触がした。


  「ひわっ!?」


  　わたしは思わず手を引っこめて、動揺する。


  　人肌の手触りと、ぬくもり。


  　誰かが同どう衾きんしてる？


  　わたしの寝床に忍びこんで添い寝するなんて──まさかお兄ちゃんか!?


  　近ごろるるなちゃんにお株を奪われ、焦あせって大胆な行動にでたのかあの変態!?


  「ちょっと、お兄ちゃんっ!?」


  　犯人をお兄ちゃんだと断定して、わたしは拳こぶしを握りしめ、変態を叩たたきだすためにちからをこめ──シーツをめくりあげて覗のぞきこんだ。


  「へ……？」


  　そして、絶句する。


  　わたしに抱きつくようなかたちで、とても美しい全裸の女性が寝ころんでいたのだ。


  　かなり立派な乳房がわたしに触れてむにゅりとつぶれ、肩けん胛こう骨こつが艶なまめかしく動いている。


  　均整のとれた身体からだつきで、けれど女性らしい凹おう凸とつははっきり自己主張する感じ。


  　緋ひ色いろの髪の毛が、その背中を流れて彩っている。


  「え？　誰？　何？」


  　わたしは動揺し、動けない。


  　女性はやけに体温が高く、燃えているかのようだ。


  　けれど不快ではなく──冷えこむ夜に湯たんぽでも抱っこしているようだ。


  　っていうか、どっかで見たことがあるような……。


  　誰だっけ？


  「んふっ♪」


  　女性は子供っぽく笑うと、こちらを熱っぽい瞳ひとみで見つめて。


  　あっけらかんと。


  「おはよう──よぉく眠ってたな～？」


  　言いながら、こちらの首筋に「ちゅっ♪」とくちびるを寄せてくる。


  「んぎゃ!?」


  　女の子に悪いた戯ずらをするのは好きだけど自分がセクハラされるのには慣れておらず、女性が触れた位置からぞくぞくと痺しびれが走って──わたしは動揺し後ずさって寝台から転げ落ち、強したたかに全身を打った。


  　ぎゃふん。


  　引っくりかえったわたしを、女性は八重歯を覗かせた健康的な笑顔で眺めて。


  「あはは、すげぇリアクション！　嫌いやがらなくてもいいだろ～、ぬくぬくしようぜ～？」


  　そのまま身を起こし、猫のようにしなやかに上体をあげてこちらを眺めてくる。


  　シーツがかろうじてその肌をわずかに隠しているが、ほとんど丸だしである。


  　美の女神のような、魅惑的な肢し体たい。


  　けれどその顔立ちは、どこから見ても──。


  「あ、あんた！　その声と変態レベルは──つるぎ!?」


  「おいおい、ひとを変態レベルで見分けるなよ。けれど見損なうなよ、あたしはまだ変態を二回残しています！　この意味がわかるかー？　ひとつめの変態はＡつまりキッス！　ふたつめの変態はＢつまりバストタッチ！　みっつめの変態はＣつまりセッ──」


  「うん。あんたがつるぎだということは理解したから、ちょっと黙っといて」


  　意味のわからぬことを言いながら、どこから見ても邪や神がみ三姉妹の長女──つるぎは、やんちゃ盛りの男の子みたいに笑った。


  　その豪快な笑顔も、やっぱり──つるぎにしか見えない。


  　でも、見た目はちびっこ、言動はオッサンというのが彼女の設定ではなかったか。


  　何で、おおきくなってるの……？


  　目を白黒させているわたしを、なかば放置するようにして、つるぎは欠伸あくびをしながらそばに置かれた薬品棚に手を伸ばす。


  　そこから黄金色をした煙草たばこの箱を取りあげて、なかからシガレットを一本だけ抜くと、口にくわえて流れるように自然な動きで火を点つけた。


  「ぷはぁっ♪」


  　満足げに、やはり無駄に色っぽく紫煙を吐きだす。


  　何か（性的な意味で）一戦やらかしたあとのような、やけに気怠げアダルテイなつるぎに、わたしは煙に咳せきこみながらも問うた。


  「つ、つるぎ？　つるぎだよね？　何で──おとなになってるの？」


  「いししししっ♪」


  　つるぎはシーツを己おのれの身体からだに巻きつけると、裸足を「ぱたぱた」と揺らして。


  「おいおい、寝ね惚ぼけてんのかー？　あたしは前からおとなだろー？」


  　今のつるぎの見た目はすくなく見積もっても大学生ぐらい、あるいはもっと成熟したおとなの女性だ。


  　成人してるから、煙草を喫すっても変ではないけれど。


  　彼女の実年齢は、今年で三十三歳──だったはずだから、年齢相応の見た目と言っていいのだけど。


  　わたしは納得できない。


  「いや、あんた見た目は幼女だったでしょ!?　全国のロリコンさんたちがガッカリしてるのが目に見えるようだよ!?」


  「うるせーな、知らねーよ」


  　つるぎは煙草をフィルターぎりぎりまで喫うと、あろうことか自分の二の腕のあたりに押しつけて火を消した。


  　見るからに痛そうだけど、つるぎは太陽の化身だし──この程度の高熱なら、ほどよい刺激、という程度なのだろう。


  　良い子は真ま似ねしてはいけません。


  　肌に焼け跡すらつかない。


  　つるぎはまた新たな煙草たばこを取りだすと、着火する。


  　ヘビーな喫すいかたしてるなあ……。


  「っていうか、つるぎって煙草とか喫うっけ？」


  「ん？　あぁ、いまは喫煙者も肩身が狭いからあたしも煙草にゃ手ぇだしたくなかったんだけど──仕方ねーだろ、あたしが取りこんだ『破壊神』は常に炎熱を摂取してないと性能を維持できねーんだよ」


  「は、『破壊神』？」


  　その単語にぎょっとするわたしに、つるぎは何でもないように語った。


  「あぁ、あたしら邪や神がみ三姉妹はそれぞれひとつずつ──『破壊神』を取りこんだんだ」


  　いろいろすっ飛ばされてるのでわけがわからないが、言われてみればたまは北欧神話と同化しているようだったし、かがみも楽園の果実──たぶんユダヤ神話のちからを用いていた。


  　同様に、つるぎも何かの異国の神話を取りこんでいる──のだろうか？


  「まぁ、ちっと腰を据えて説明してやっから、ここに座っとけ」


  　ぽんぽん、と寝台を叩たたくと、つるぎは立ちあがる。


  　そのあたりで、ようやく周りの状況を観察できる余裕ができたが──わたしがいるのは、学校の保健室のような空間だった。


  　わたしも何度か足を運んだことがある、桜こノの花はな咲さく夜や学園のそれとはちがう。


  　もっと手狭で、全体的に可愛かわいらしい色調だ、保育園みたいな感じ。


  　貼はられている虫歯予防のポスターはカラフル。


  　ごちゃごちゃと小瓶が並んだ薬品棚。


  　身長や体重を測定するための、器具。


  　窓の向こうはジャングルというか──樹木が密集していて、その奥までは見通せない。


  　やや変なところもあるが、小学校の保健室、という感じだ。


  　わたしは『異界』と化した私立岩いわ永なが小学校に無事──突入して、その保健室に辿たどりついた、という感じだろうか？　


  　でも、何で保健室に？


  　疑問符を浮かべながら、とりあえず示されたとおりに寝台に座り直す。


  　つるぎは事務机のそばに置かれた椅い子すに腰かけ、全裸のうえから白衣をまとっている。


  　はだか白衣……。


  　いや下着とかもつけてよ、ふつうに服を着るよりいかがわしい感じなんだけど。


  　大事なところが丸見えなつるぎの、胸の谷間も悩ましい。


  　かんぜんに痴ち女じよだ。


  　まぁ、いくら変態だろうと──つるぎは、つるぎだ。


  　邪や神がみ三姉妹は、いつだってわたしたちを助けてくれた。


  　どんな困難に直面しても、どれだけ失敗しても敗北しても──わたしたちが日常を送ってこれたのは、彼女たちが手助けしてくれたからだ。


  　今回もまた、それは同じ──だと信じたかったけれど。


  「ね、ねぇ、つるぎ！　えっと、何がどうなったのか……あっ、情雨じようちゃんは？」


  　情雨ちゃんも一緒に知恵の実を囓かじったはずなのに、姿が見えない。


  「蝦え怒ど川がわなら、ほらそこに──」


  　つるぎが指さしたほうを見ると、となりの寝台に情雨ちゃんが寝ころんでいた。


  　わたしと一緒にこの場所に飛びこんできて、同じく失神していたみたい。


  　見たところ熟睡しているようで──命に別状はなさそうだから、そこは一安心だけど。


  　けれど、まだ懸け念ねん点はある。　


  「るるなちゃんは……？」


  　のんびりと煙草たばこをふかしているつるぎに、やきもきして、わたしは呼びかける。


  「るるなちゃんはどうなったの？　小学校は？　つるぎ、何か知ってる？」


  　だが、つるぎの反応は鈍かった。


  「あぁ、それについちゃあ手出し無用だ。つうか、むしろ余計なことはすんなと、あたしは釘を刺さなくちゃいけない。子供ガキの喧けん嘩かにおとなが出張るのは、どうかと思うしな？」


  　艶なまめかしく足を組んで、つるぎは灼しやく熱ねつ色いろの瞳ひとみでこちらを見据える。


  「おまえは、今回の出来事に──北欧神話の『異界』に、干渉しちゃいけない。正確に言うと、あたしにはそれが看かん過かできない。あたしの意志とは無関係に、あたしはおまえを止めざるを得ない、って言ってもよくわかんねーよな？」


  　その口にくわえられた煙草の先端で、ひときわ巨大な炎が燃えあがった。


  「あたしが取りこんだ、ひとつの神話そのもの──ゾロアスター神話の『破壊神』アンリ・マンユの炎は、あらゆる契約違反者を『破壊』する」


  　またも、理解できないことを。


  「それは、あたしがこの終末の時代に対抗するちからを得るために、必然的に抱えちまった性質だ。『神々』はその性質に縛られる、どんな強大な『神々』だってな」


  　やや物もの憂うげに、そっぽを向くと。


  「おまえのことは娘みたいに可愛かわいく思ってるけど──契約違反をするなら、あたしはおまえを焼き滅ぼさなくちゃいけねーんだよ」


  　その口にくわえられた煙草が、轟ごう々ごうと音をたてて根元まで焼失した。
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  「どっから説明したもんかな──」


  　つるぎは頭をがしがしとかいて「あたし、ひとに何かを教えたりすんの苦手なんだよなあ」とぼやいた。


  　いや、あんたいちおう教師だろ、と恒例の突っこみをしたくなるが。


  　今は何もかもわからないのだ、すこしでも情報を得ておきたい、と思ってわたしはおとなしく拝はい聴ちようする。


  「まず、すべての発端は『破壊神』シヴァの休眠だ」


  　わたしたちと深い関わりをもつ印イン度ド神話の『最高神』──ヴィシュヌは『破壊神』シヴァと成り、世界に終末をもたらそうとした。


  　歴史を『改変』し、霊的核爆弾アグネアと呼ばれる圧倒的な兵器により、世界中の『神々』を抹殺するという暴挙にでた──らしい。


  　情雨じようちゃんや玉たま藻もの前まえさんの活躍によりその恐るべき事態は解決したけれど、いまだおおきな爪つめ痕あとを残している。


  　ともあれ、そんな騒ぎの結果として『破壊神』シヴァは悠久の眠りにつき、今はたっぷりと休養をとっているのだった──という、現状確認。


  「あいつが休眠から目覚めるまで、あと四十億と二千万年──その間、あいつはどこで眠ってると思う？」


  　あぁ、言われてみれば、疑問ではある。


  「まさか、そのへんにゴロ寝するわけにもいかねーよな──『破壊神』シヴァの『神格』は強大だ。世界でも類を見ないほど大昔から信仰を保っている、最大規模の多神教神話である印度神話そのものなんだから」


  　つるぎは自分も眠たそうに、目元を擦こすりながら。


  「眠ってるってことは無防備だしな、そこを狙ねらわれる危険性は常にある。安眠を脅おびやかされ、その霊力を奪われ、あるいは悪用されるかもしれない。そうしてまた世界に迷惑をかけるのを望んでいないあいつは、静かに眠りつづけられるように様々な手段を講じてたんだよ」


  　ゆっくりと休むために、寝床を整える──それは、理解できる考えかただった。


  　枕まくらや寝床を用意し、心地よい静かな環境をつくって、誰にも眠りを妨げられないように万全を期した──ということか。


  　余計な心配を残していては心穏やかに熟睡もできないからと、いろいろ片付けてから、『破壊神』シヴァは寝床に入ったのだ。


  「あいつがいちばん気にしていたのは、もちろん災さい厄やくと化した月つく読よみ日ひ留る女めと、『破壊神』たちのことだ。あいつらにドンパチ騒がれたらゆっくり眠ることもできねーからな、ある程度はそのへんのゴタゴタを整理してから休眠したんだよ」


  　まぁ、せっかく寝床に入ったのに、すぐそばで酔っぱらいが騒いでたりしたら鬱うつ陶とうしい──みたいな感じだろうか。


  「あいつは一時的にせよ、『破壊神』として日ひ留る女めのそばにいた。あいつらの陣営についてもある程度は把握してる、まぁ情報提供者もいたみたいだしな──かなり正確に日留女たちの現状を理解し、手を打ってたみたいだ」


  　情報提供者？


  　わたしたちと敵対している日留女ちゃんのそばに、その状況を調べこちらに教えてくれる、間諜スパイのような存在がまぎれているのだろうか。


  　誰のことだろう？


  　よくわからないが、つるぎはそれについては説明せず──話を進めてしまう。


  「集めた情報をもとに考察するかぎり、世界中で同時に誕生した『対抗兵器』たちのうち日留女に捕食されてない＝現存している『破壊神』は休眠したシヴァと、日本神話──るるなちゃんを除けば、合計でみっつ」


  　残された神話は、みっつ。


  　三人の『対抗兵器』──たった、それだけしかいないのか。


  「他の神話から誕生した『対抗兵器』たちは、宇宙人＝科学神話に汚染され、あの首領の思惑どおり無力化され──日留女に、捕食されちまったらしい」


  　ギリシア神話。中国神話。エジプト神話。スラブ神話。その他、もろもろ──あらゆる神話は、すでに日留女ちゃんに食べられてしまったのか。


  　宇宙人に汚染された『対抗兵器』たちは、その性能を発揮できない。


  　日留女ちゃんに抵抗もできず──襲おそわれ、ぺろりと平らげられてしまったのだろう。


  　思った以上に、わたしたちは敗色濃厚らしい。


  　いまだ完全に吸収されていないなら、日留女ちゃんの胃袋を切り開いて、赤ずきんちゃんのようにそれら捕食された『対抗兵器』を救出できるかもしれないけど。


  　ひとの心配をしている余裕もない、世界は確実に──坂道を転げ落ちるようにして、終末に向かっている。


  「世界中のほとんどの『対抗兵器』を、神話を捕食した日留女はかぎりなく強大な存在に成長しているはずだ。正直、桁けたがちがう」


  　そうだろう。


  『対抗兵器』は、ひとつの神話そのもの──それらを胃袋に収め、己おのれのちからにしている日留女ちゃんは、この世界に比べるもののない圧倒的な『神格』に育っているだろう。


  　月とすっぽん、どころではない──それ以上の格差がある。


  「あいつが捕食した神話は千か、万か、それ以上か、測定できない。世界には神話が無数にあるからな。もちろん、それぞれの神話には規模の大小がある、ぜんぶがぜんぶ印イン度ド神話みたいに強大じゃない。だが、塵ちりも積もれば山となる──無視できる数じゃない、このままじゃあ、あたしたちは数の暴力で押しつぶされて滅ぶ」


  　つるぎは真しん摯しな表情で、語る。


  「あたしたちはこの世界に残された希望をかき集めて、日ひ留る女めに抵抗しなきゃいけない。黙って食われんのは、癪しやくだしな」


  　また新しい煙草たばこに火を点つけている、すごいペースで喫すってるなあ。


  「んで話を戻すと、日留女に捕食されない『対抗兵器』はみっつ──北欧神話と、ユダヤ神話と、ゾロアスター神話だ。宇宙人に汚染されてはいるから、それらすべては『破壊神』になってるけどな」


  　みっつの指を立てて、「アヘ顔トリプルピース！」と意味のわからんことを言いながら。


  「三、ってのは聖なる数字なんだよ。三さん位み一体、三女神ノルン、三さん尸し、三種の神じん器ぎ──世界中の神話で繰りかえされる、調和のとれた状態を示すモチーフだ。その神話的な類似性を利用して、あたしたち邪や神がみ三姉妹が、みっつの神話をそれぞれ取りこんだ」


  「取りこむ、って──」


  　簡単に言うけれど。


  「そんなこと、できたの？」


  　わたしの問いに、つるぎは微ほほ笑えむ。


  「まぁ、あたしたちだけじゃあ無理だ──あたしたち、ふつうの『神々』にゃあ他の神話を捕食するちからもない、『次世代神』のたまは例外だけどな。だから、そこで『破壊神』シヴァがお節介をしやがったって構図だよ」


  　あぁ、そこで繋つながるのか。


  「あいつは『対抗兵器』だからな、他の『神々』を、どんな神話に属していようが捕食するちからがある。あいつは日留女の元を離れ、こないだの騒ぎを起こす直前にはもう、生き残っていた他のみっつの『破壊神』を襲おそって倒し、食べて吸収してたんだよ」


  『破壊神』シヴァが歴史の『改変』を行い、この世界に終末をもたらしかけたあの出来事の前にはもう──彼女は、手を打っていたのか。


  「ま、箸はしだけつけて確保したって程度だったみたいだけどな。そのみっつの『破壊神』を、休眠する前に捕食して──あいつの得意とする乳海攪かく拌はんのような、霊力を加工して他者にわけあたえるちからで、あたしたちに配布したってわけだ」


  　親鳥が、いまだ消化能力の低い雛ひなに、いちど口のなかで咀そ嚼しやくしたものを吐きだしてわけあたえるみたいな──そんな感じだろうか。


  　あの世界でいちばんお節介な女神の、わたしたちへの贈りものギフト、なのだろうか。


  　たしかに、そんな過程を踏めば、他の『神々』を捕食する能力のない邪神三姉妹でも、『破壊神』を取りこめる。


  　いちどシヴァが捕食し、吐き戻した消化しやすいものを、食べさせてもらったのだ。


  「ま、他の『神々』は容よう赦しやなく捕食した日ひ留る女めが、何でそのみっつの『破壊神』だけは見み逃のがしていたのかは──よく、わかんねーけど。まぁ、何にせよ日留女のそんな食べ残しを、シヴァのやつがかき集めて、あたしたちにプレゼントしてくれたってわけだ」


  　かくして、みっつの神話を──『破壊神』を取りこみ、邪や神がみ三姉妹はパワーアップした。


  『破壊神』シヴァと和解し、その助力を得られたのだ。


  　これは情雨じようちゃんたちが時空を超えた騒動を乗りこえてくれた、戦果だった。


  　思った以上に、『破壊神』シヴァの起こした出来事を解決したことには、おおきな意味があったようだ。


  「そんな事後処理を終えてから、『破壊神』シヴァは眠りについた。まったく、疲れたんなら何も考えずにさっさと寝床に入ってりゃいいのに、つくづくお節介な『神々』だよなぁ」


  　つるぎは呆あきれたように言いながら、白衣の隙すき間まから覗のぞいた自分のお腹なかを指で撫なでた。


  「ともあれ、そんな『破壊神』シヴァが休眠してる場所が──ここだ」


  「え？　お腹？　ってことは、つるぎがシヴァを食べちゃったの？」


  　驚くわたしに、つるぎは苦笑する。


  「言っただろ、あたしには他の『神々』を捕食するちからはねーんだよ。単純に、あたしの体内にあいつが存在を圧縮して、居座ってるだけだ。あいつは独立して、存在を保ったまま、あたしに吸収されることもなくここに存在してる。まぁ、寄生虫みたいなもんかな」


  　あの偉大なる女神を寄生虫呼ばわりするのは、どうかと思うけど。


  「まぁ、比べるのも烏お滸こがましいぐらいだけど──規模はちがえど、あたしとあいつは同じ『太陽神』だ。あたしの体内は、あいつには居心地がいいんだろ。正直こんな重たいもんをお腹のなかに抱かかえたくねーんだけど、まぁこいつには世話になってるしな」


  　ふたつの太陽、ちいさいのとおおきいのが、寄り添っているイメージ。


  　互いに傷つけあうことなく、混じりあうこともなく、そばにいる。


  　つるぎは伸びをして、気持ちよさそうにすると。


  「あたしにとっても、負担ばかりじゃねーしな──あたしはもともと、神代においてオオヒルメムチと分化し、疲れ果て擦すりきれて、ちびっこい姿になってたけど。『破壊神』シヴァを受けいれることでちからを取り戻し、本来の姿に戻れたんだよ」


  「つるぎって、むかしから幼女だと思ってたんだけど。それがほんとの姿なの？」


  　言われてみれば、わたしが『最高神のちから』をもっていたころ──過去の遡そ航こうをしたとき、目撃した天てん孫そん降こう臨りんの場面では、つるぎは光り輝く成人女性の態をしていた。


  　あれが、つるぎの本来の姿だったのだ。


  『次世代神』である、未来に『最高神』になるはずのたま。


  　邪神三姉妹が集合したあのかがみＡエース。


  　すべて──おとなびた、麗うるわしい姿だった。


  　あれらこそが完成された太陽の象徴、『最高神』のあるべき姿なのだろう。


  『破壊神』シヴァを体内で休ませることにより、残りかすでしかなかったつるぎは本来の姿を取り戻したのだ──この国の太陽、『最高神』アマテラスの神こう々ごうしい御姿を。
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  「まぁ、あたしがセクシーぼいんばいんな美女に戻ったのは──ここ重要、戻ったのは！　本来あたしは色っぽいおねえちゃん！　副産物みたいなもんで、見た目に比例して霊力の総量も増したけど、今はどうでもいい」


  　うりうり、と白衣の前を開いて、立派な乳房を見せようとしてくる。やめなさい。


  「肝心なのは、あたしがどんなふうに変化したか、だよな」


  　もう癖くせになってるのだろう、子供っぽい仕草で足を「ぱた、ぱた」して。


  「『破壊神』シヴァを体内に抱かかえたあたしは、あいつから配布されたみっつの『破壊神』のうちのひとつを取りこみ、活用できるようになった」


  　延々と回り道をした気がするが、ようやく話は本筋に至ったようだ。


  「『破壊神』シヴァ＝印イン度ド神話と最も関わりの深い、もともとは源流を同じくする──古来は等しかった神話から分化したとされる、ゾロアスター神話をな」


  　ゾロアスター神話は、拝火教とも呼ばれる、世界最古の契約宗教だ。


  　いまは北欧神話で手一杯なので他の神話のことまで考えたくないが──もともと同じ土地で信仰されていた神話が分化し、一神教的な性質をおびたゾロアスター神話と、多神教の性質に特化した印度神話にわかれた、という歴史がある。


  「もともとは同じ土地で信仰されていた神話だ、印度神話の『最高神』を抱えたいまのあたしには違和感なくよく馴な染じむ。みっつの神話のちからをそれぞれ配布された邪や神がみ三姉妹のなかで、あたしがいちばん『破壊神』を有効活用できる、ってことだ」


  　またも煙草たばこに火を点つけて、面倒くさそうに口の端で「ぴこぴこ」と動かすと。


  「ま、こうして常に炎熱を取りこまなくちゃいけなかったり──よく馴染んでるぶん、取りこんだ神話による制約も強くなってんだけどな。ったく、久しぶりに思いだしたぜ、自分の性質に縛られる『神々』の不自由さってのを」


  　印度神話の『最高神』であるシヴァ＝ヴィシュヌも、強く己おのれの性質に縛られていた。


  　他者の願いを必ず叶かなえつづけなくてはいけない、そのためにしか最大限のちからを発揮できない──『破壊神』となったあとは、己の叶えたすべての願いを棄き却きやくしなくてはいけない。


  　その性質を求められ、そのためにこそ能力を発揮できるのが『神々』だ。


  　その本能のような部分を無視して強引に行動しようとしても──できないか、あるいは自己否定になってしまって神性を保っていられなくなる。


  　わたしたち人間だって、社会的立場というものに縛られる。


  　ファストフード店でアルバイトをするなら、営業スマイルを浮かべなくてはいけない。


  　できないなら、即座に解雇されるのである。


  「もちろん、ほとんど無む尽じん蔵ぞうに『神々』を捕食してる日ひ留る女めなんかは意味がわからんが──本来、あたしらには器ってもんがある」


  　つるぎは老成した態度で、くたびれたように溜ため息いきを漏もらした。


  「必要以上に重荷を背負っちまえば、潰つぶれる。あたしも『破壊神』シヴァを体内に抱かかえ、ゾロアスター神話を取りこむだけで容量がいっぱいいっぱいだ。だから、他のふたつの『破壊神』は妹たちがそれぞれ受けいれることになった」


  『破壊神』シヴァが捕食し、乳海攪かく拌はんの原理で邪や神がみ三姉妹にそれぞれ配布した──みっつの『破壊神』。


  　それらを取りこむことで、邪神三姉妹はどんな存在に変質してしまったのだろうか。


  「かがみは、ただでさえ『最高神』アマテラスのいちぶ、神器ヤタノカガミ、炎帝カグツチといった『神々』を不安定なバランスで抱えてる。そこにまた、新たな火種をぶっこむのは危険でもあったが──迷ってたようだけど、けっきょく受けいれた」


  　かがみ、近ごろ失敗つづきなのを気に病んでたみたいだもんね。


  　思いつめて、逃げずに新たなる可能性を、己おのれのなかに抱えることに決めたのだろうか。


  　他にも、何か考えていることがあるのかもしれないけど──かがみは最近、いつも以上にものすごく眠そうで、あんまり話もできてないからわからない。


  　心配するわたしを、つるぎは慈いつくしむように眺めながら、語る。


  「かがみが取りこんだのは、ユダヤ神話の『破壊神』ルシフェル」


  「ルシフェルって──」


  　これまた、耳に馴な染じみすぎる単語だけれど。


  　まぁ、ユダヤ神話における『破壊神』──なのだろう、きっと。


  　例によって今回は北欧神話について把握するだけでも大変なので、あまり深くつっこみたくないけれど──堕落した天使であり、人類を誑たぶらかし『神々』と敵対させようとする、悪魔──というイメージで間違ってはいないはずだ、たぶん。


  　わたしはそのへんの知識を反はん芻すうしつつ、重々しく頷うなずいた。


  「つまり、マジ天使だったかがみがマジ堕だ天てん使しに」


  「うん、まぁ、え？　まぁ、そんな感じ？」


  　つるぎが小首を傾かしげつつ、よくわからんといった表情になる。


  　わたしもアホなこと言ってる場合ではないと思い直し、居住まいを正して。


  「あの、かがみが産んだ（？）楽園の果実とかいうのも──かがみが取りこんだ『破壊神』ルシフェルの能力ってこと？」


  「だろうな。本来、かがみにはそんな能力はない。『破壊神』ルシフェルを取りこむことで新たに芽生えたちから、なんだろうな」


  　つるぎも自分が取りこんだ以外の『破壊神』についてはあまり詳しくないのだろう、奥歯にものが挟まったような物言いである。


  「あたしも異国の神話には詳しくねーけど、ユダヤ神話はかなり排他的な性質をもってる──ただでさえ不安定なかがみはそいつを抱かかえることで、バランスが崩れてるみたいだな。荷が勝ちすぎてる状態だ、いつぶっ倒れてもおかしくねーよ」


  　かがみが普段より眠そうなのも、たぶん『破壊神』を抱えることで体調不良になっているせい──なのだろう。


  　かがみがそうやって苦しんでるのに、わたしは気づきもせずに、浮かれて日常をすごしていたのだ──いちばんの友達なのに。


  　思うと落ちこんでくるが、わたしが今ここで頭を抱えても仕方がない。


  「まぁ、かがみのことはいい──無理だけはしないように、あたしもちゃんと気をつけて見とくから。それよりも、問題なのはたまだ」


  　そう、今回の騒動の中心は、三姉妹の無邪気な末っ子である。


  「たまは北欧神話の『破壊神』フェンリルを取りこんでる。そのちからを用いて、たまが何を企たくらんでるのかは──まだ、わかんねーけど」


  　つるぎは複雑な顔をする。


  　喜んでいるような、怒っているような、もやもやとした態度だ。


  「あいつは可愛かわいいあたしの妹だ、あたしが生みだした、娘みたいなもんでもある。あいつが何を思いつめて、どんなことをしでかそうが──基本的には、見守ってやりたい。応援してやりたいよ、たとえ世界中を敵にまわしても」


  　その瞳ひとみには、決意の炎が燃えている。


  「もちろん、あいつが誰がどう見ても間違ってることをしでかしたら──あたしが、止める。だから、お願いだから、おまえは今回は黙って引っこんでてくれ」


  　珍しく、つるぎが素直に頭をさげて、頼んできた。


  　服装は破は廉れん恥ちなままだけれど、態度はいつになく誠実だった。


  「でないと、たまはいつまでも自立できない。るるなちゃんもそうだ、手助けして、甘やかすだけで──でもけっきょく、それは本人のためにならない。今回は、家族の問題だ。姉にできんのは、見守ることだけだ。あたしは、そう思う」


  　真ま面じ目めに話しているのが気恥ずかしくなったのか、つるぎはそのへんに脱ぎ捨てられていた自分のものらしいぱんつを、頭からかぶった。何でだ。


  「ともあれ、だ」


  　間抜けな見た目になって、つるぎがこちらに向きあう。


  「『破壊神』なんて名前がついてるとおり──基本的には、あたしたちが抱かかえこんだちからは後ろ向きで、破滅的なものだ。気をつけねーと、悪意に呑のまれる」


  「でも、たまは……」


  　たまは善良な、優しい良い子だ。


  　たとえどんな悪意を抱えても、そう酷ひどいことはしない気がする。


  「どうだかな」


  　つるぎは、わたしの言いたいことを察したのか、眉まゆをひそめると。


  「あいつが、むかし言ってたよ──あたしが疲れ果て、かがみが悪の組織『アラハバキ』から助けだされたばかりで疑ぎ心しん暗あん鬼きになってたころ、『だから、たまは笑わなきゃ』って」


  　それは、実にたまらしい台詞せりふだった。


  「『たまは何にもできないから、せめて、たまは笑わなきゃ』ってさ──無理して、いつも明るく振る舞って、馬鹿な言動をして、あたしたちを元気づけてくれた。でも、今のたまは『何にもできない』たまじゃない」


  『破壊神』のちからを取りこみ、たまはどう変質してしまったのか。


  　あるいは、どんな隠された一面を──見せ始めているのか。


  「たまは良い子だよ、自慢の妹だ。でも、あいつの善意にはいつだって血がにじんでた。ほんとは痛いのに我慢して、涙を拭ぬぐって笑ってたんだよ──いつも。そうやって己おのれを歪ゆがませ、壊れちまうほどの苦痛のなか笑いつづけて、しかも報われなかった」


  　そうだ。


  『次世代神』として成長し、いずれ『最高神』となるはずだった、たま。


  　けれど日本神話の『神々』は──高たか天まが原はらは、失敗ばかりのたまを見限り、『対抗兵器』を創造した。


  　この国は、たまには任せられないという、それは通告だった。


  　努力を無む碍げに否定され、積み重ねたすべてに唾つばを吐きかけられて、それでも──笑いつづけるしかなかった、たま。


  　だから、たまは優しいのだと思う、良い子なのだと。


  　けれど、痛くないふりをしてるからって、痛くないわけがない──傷ついていないわけがないのだ。


  　抱えこんだ彼女のストレスは、鬱うつ屈くつは、その体内に取りこまれた『破壊神』によって牙きばを剥むき、暴れだそうとしている。


  「でも、それは必要なことなんだ」


  　つるぎが、独り言のようにつぶやいた。


  「あたしもかがみも、ずっと──たまに甘えてた、あいつの笑顔に救われてるだけだった。でも、あいつの痛みをわかってやれなかった。いちどぐらいは、あいつには本気で泣いて怒って暴れるような、ガス抜きが必要なんだよ」


  　でないと、たまはいつか破裂してしまう。


  　壊れてしまう。


  　つるぎは、そんな哀しい未来を危き惧ぐしているようだった。


  「愛想笑いばかりじゃつまんねーよ、生きてないってことだよ。本気で罵ののしりあって殴なぐりあって喧けん嘩かしなきゃあ、絆きずななんて生まれねーんだ。家族にも友達にもなれねーんだよ。いちどだけでも、たまにはそんな経験が必要なんだ」


  　その口にくわえた煙草たばこの先端で、炎が急激に燃えあがる。


  「それを邪魔しようってんなら、あたしはたまのお姉ねえちゃんとして──おまえを、身体からだを張ってでもここで止める」


  　その炎は生きているかのように、つるぎの周囲に渦巻き、舞い踊る。


  「あたしが抱かかえた『破壊神』アンリ・マンユはゾロアスター神話そのものだ。世界最古の契約宗教。その性質はシンプルで、絶対的だ」


  　麗うるわしきその緋ひ色いろの髪が、熱にあおられて逆巻く。


  「ルールを定め、それに違反したものを、焼く。焼いて『破壊』する。ルールを定めちまったらもう、あたしの意志は無関係になる──あたしは性質に従したがい、燃やすべきものを燃やす」


  　その火の粉がわたしの元まで届き、ベッドシーツに火を灯ともらせる。


  　聖なる劫ごう火かが、怪物の大口のごとくわたしを呑のみこもうとしている。


  「あたしがこの『異界』において、定めたルールは──『異界』で行われている授業に参加する教師や生徒以外のものの干渉を、禁止する、って感じだ。おまえはまだ、この『異界』に飛びこんできただけで、さして干渉はしてねーけど」


  　炎に炙あぶられ、わたしの肌が引きつれていく。


  　本気だ。


  　つるぎは、本気でわたしがルール違反をしたら焼き殺すつもりだ。


  「これ以上、何やかんやと余計な真ま似ねをすんなら──ゾロアスター神話の『破壊神』アンリ・マンユの聖なる勝利の火アタフシユ・イー・ワラフラームで、骨も残さず焼き尽くしてやんよ」
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  　拝火教とも呼ばれるゾロアスター神話において、炎は絶対的な神性の象徴である。


  『破壊神』シヴァを体内で休眠させるつるぎは、理論上、シヴァが用いたあの霊的核爆弾アグネア並みの出力を放てる──可能性もある。


  　つるぎが、どこまで『破壊神』シヴァのちからを引きだせるかは不明なので、断定はできないけれど。


  　世界中の『神々』をまとめて滅ぼすほどの破壊力が、もし万が一にでも発揮されたら抗あらがうすべはない──もちろん、ひ弱なわたしなんてどうしようもない。


  　ふつうに煙草たばこを押しつけられただけで、泣いて謝る。


  　怯ひるんでいるわたしに、つるぎは苦笑いして。


  「ちょっと脅おどかしすぎたかな──まぁ、そう怖がるなよ。ルール違反さえしなきゃ、あたしは何もしねーから」


  　ぱっぱと手をふって、自分の周りに渦巻く炎をあっさり散らすと。


  　片目を瞑つむって。


  「おとなしく、この保健室でつるぎちゃんとエッチなことでもして時間潰つぶそうぜ～。ゾロアスター神話の神の娼婦ジヤヒーって『神々』がいてな～、この能力使いたいんだよな～、『最高神』レベルの『神々』でも「んほぉ♪」って悪あく堕おちするすごいエロさらしい」


  　つるぎが普段どおりになったので、わたしもすこし安あん堵どする。


  　さっきの、つるぎは──ちょっと、怖かったよ。


  「つるぎとは、喧けん嘩かしたくないよ」


  　わたしは本心から、そう言ったけれど。


  「でも、黙って見ているだけなのは──もう、やだよ」


  　我わが侭ままなことを言っている。


  　でも、部屋に引きこもって世界を眺めるだけだったわたしの手をひいて、外につれだしてくれたのは──つるぎじゃないか。


  　何だか泣けてきて、俯うつむくわたしを、つるぎが立ちあがって歩み寄ってくると──そっと横に座り、頭を撫なでてきた。


  「よしよし、そんな顔すんなよ、鎖さ々さ美み。おまえにだって、泣いてほしくねーんだよ」


  　あったかい声こわ音ねで、告げてくれる。


  「今は信じて、見守ってやろうぜ。あたしたちの、妹たちをさ」


  　微ほほ笑えむと、つるぎはわたしの癖くせっ毛を「ぐちゃぐちゃ！」とやや乱暴にかき混ぜる。


  　ぽん、と背中を叩たたいて。


  「異国の神話が関わり始めてから、あたしらは無力だった。おまえのがんばらない日常を守るための、邪や神がみ三姉妹なのに。翻ほん弄ろうされて、失敗して、迷惑ばっかりかけてきた。これでも、ちっとは悔しいと思ってんだぜ」


  　独り言のように。


  「名めい誉よ挽ばん回かいするためなら、あたしたちは『破壊神』を抱かかえる──それが、あたしたち自身に破滅しか招かないとしても。願いを叶かなえられなきゃあ、あたしら『神々』に存在している価値はない。すこしぐらい、格好つけさせてくれよ」


  「何で──」


  　わたしは先ほどからずっと胸のなかにあった、寂しさのようなものに気づいて、問うた。


  「相談してくれなかったの？　勝手に、そんな、『破壊神』とか重たいものを背負って──つるぎたちは満足かもしれないけど、わたしのために、みんなが傷ついて苦しむのは嫌いやだよ。そんなの、願ってないよ」


  　勝手なことを言っている、でも我慢できなかった。


  　泣くなよ、と言われたのに──涙がにじんで、頬ほおを伝って落ちた。


  「だって相談したら、おまえ止めただろ。おまえは、がんばらない──何もできない、だから他人にも多くを求めない。でもな、あたしらは、頼られたいんだよ。おまえのために、がんばりたいんだよ。それは、迷惑か？」


  「そんな言いかたは、ずるいよ──」


  　しゃくりあげるわたしを、困ったように、つるぎが胸元に招いてくれる。


  　素肌が見える彼女の肌に、顔を押しつけ、わたしは泣いた。


  「ま、おまえのためだけ、ってわけじゃないさ──困難ばかりのこの末世を生き抜くためには、あたしたちには武器が必要だったんだ。傷ついても、血を流してもいい。何もできないのが、いちばん悔しいんだ」


  　はっきりと、覚悟をこめてつるぎは言った。


  「この終末の時代を乗りこえて、誰もががんばらないでも幸せに生きられる未来のために──今、あたしたちは死ぬ気でがんばるんだ」


  　思わず本音が零こぼれたように、ふと誰にも聞こえないような小声で。


  「けじめを、つけなきゃいけない。あたしは、あたしが置き去りにしたオオヒルメムチに。ぜんぶ終わったら、あたしはあいつに──」


  　よくわからないことを言うと、首をふり、そのへんに置かれていたリモコンを手にとる。


  　ボタンを押して、部屋に備えつけてあるＴＶに電源をいれた。


  「まぁ、ぜんぶ終わるのを待ってるだけってのも退屈だろうしな──状況を見守る、ぐらいはしていいだろ。えぇっと、授業はどこまで進んだんだ……？」


  　ＴＶ画面に、『異界』で行われている授業の光景が表示される。


  



  　……後に聞いた話によると、この段階で行われていた授業は『異界』第四階層──無限の闘争がつづく戦士たちの天国ヴァルハラでの、体育の授業。


  　あまりにも過酷で救いがなく、これまでの授業のすべてが茶番に思えるような──ある意味ではとても北欧神話らしい、破滅的な授業のようだった。


  



  


  第九話／終末の獣けもの


  



  『異界』第四階層──戦士たちの天国ヴァルハラ。


  　それは、広大な館であった。


  　まるで巨人のために用意されたかのような、どれほどの面積か想像もつかないほどの大規模な建築物である。


  　純白に黄金が散らされた廊下が奇妙な曲線を描きながら延々とつづき、複雑な分岐図を描いている。


  　空高くほとんど視認できないほどの位置にある天井からは光が降り注ぎ、まさに天国のように清せい冽れつな雰囲気。


  　無限に伸びて枝分かれする廊下には数えきれぬほどの扉が並び、いくつかは開け放たれ、さらに奥に大部屋が広がっていることを知らせている。


  　歩き回るだけで人生が終わってしまいそうな──馬鹿でかくも遠大な館。


  　かなり高い位置にある窓の向こうには青空が広がっており、非現実感を演出していた。


  　異様なのは、その館のあちこちで大小無数の闘争が行われていることだ。


  　鬨かちどきをあげながら日本の野武士のような鎧よろい甲かつ冑ちゆうをまとう男たちが突進し、それを第二次世界大戦時の軍服をまとった兵隊たちが戦車と機関銃で薙なぎ倒す。


  　どこの部族とも知れぬ半裸に投げ斧おのを抱えたものどもが雄お叫たけびをあげ暴れまわり、それを重装甲の中世ヨーロッパ風の騎士たちが長なが槍やりで牽けん制せいしている。


  　あちこちで鮮血がまきちらされ、悲鳴があがり、無国籍な戦士たちが互いに殺しあう騒音が響き渡っている。


  　人間（すくなくともそう見える）だけではない、見あげるほどの背丈の巨人族が棍こん棒ぼうを振りまわし、翼と手が一体化した鳥女がけたけたと笑いながら飛び回り、邪じや龍りゆうが紅ぐ蓮れんの炎を噴ふき、混こん沌とんとした戦場をつくりあげている。


  　もちろん首を飛ばされ、はらわたをぶちまけられて倒れ伏す戦士たちもいる。


  　だが、ときおり舞い降りる戦乙女ワルキユーレたちが黄金色の酒を浴びせると、すぐさま彼らは見る見る怪け我がを癒いやし、復活して戦列に戻る。


  　終わりのなき無限の戦闘が──飽あくことなく繰りかえされている。


  　延々と、延々と……。
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  　ヴァルハラとは、北欧神話の『最高神』オーディンの館である。


  　原義的には死の神でもあるオーディンは死者を統括し、あらゆる戦場から強つわ者ものたちを集め、己おのれの館で無限につづく闘争を体験させ、最終戦争における手勢とするため訓練する。


  　あらゆる戦士たちにとってヴァルハラに至ることは憧あこがれであり、夢である。


  　たとえ最終戦争ラグナロクにおいて『最高神』オーディンが敗北を宿命づけられていようとも、万が一の勝ちを拾うために、戦士たちは飽くなき戦いのなかに身を置き、それを喜ぶ。


  　破滅に至る運命と、理不尽な暴力の嵐──北欧神話そのものを体現するような、苛か烈れつな階層であった。


  　授業、という名目を忘れ去ってしまいそうな、陰いん惨さんで目を背そむけたくなるような闘争、闘争、また闘争──どうやら争いあっているものどもはこの『異界』がつくりあげたＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターのようだが、流される血や臓物はリアルだ。


  「はぁっ、はぁっ──」


  　そんな残酷趣味の極地のような館のなかを、るるなちゃんと希のぞ美みちゃんはお互い手を繋つないで、必死になって走っていた。


  　否いな、逃げ惑っているのだ。


  　こんな理不尽で、意味のない闘争に巻きこまれたくはない。


  　けれどどこへ行こうがどの扉を開けようが、血で血を洗う無む惨ざんな争いの坩る堝つぼだ。


  　旧ふるきよき推理小説のように、扉を開いたら果物ナイフを刺されて死んでいるものがいたり、首を吊つっていたりするものもいた。


  　意味深なダイイングメッセージが残されていたり、殺人鬼が徘はい徊かいしていたりもした。


  　ゲーム風に、扉を開けるごとにボスのようなものが配置されていて、倒せば倒すほどより強い敵が現れる、悪趣味なゲームのような回廊もあった。


  　争いあう戦士たちはこちらを見み逃のがしてはくれず、手当たり次第に襲おそいかかってくる。


  　そのたびに抵抗を余儀なくされ、生傷をつくり返り血にまみれ、ひたすら右う往おう左さ往おう。


  　仮にも『対抗兵器』であり日本神話の文脈にある奇跡を体現できるるるなちゃんは、生なま半はん可かな戦士たちなど蹴け散ちらせたが、どうしようもなく疲労は蓄積していく。


  　ふたりとも、まだ幼い子供だ──終わることない戦いの連鎖に、精神が悲鳴をあげる。


  　くたびれきって、消耗し、その表情には拭ぬぐいがたい絶望が混じり始めた。


  　何の目的もなく、つまらないＲロールＰプレイングＧゲームで延々とレベルあげをさせられているみたいだ。


  　とりあえず安全な場所を見つけて休もう、と思ったのか──希美ちゃんが目についた扉をひとつひとつ、開けていく。


  　だが内部では必ず、誰かと誰かが殺しあっている。


  　慌あわてて扉を閉め、どこからか飛来した流れ弾だまに悲鳴をあげる。


  　ふたりとも──もう限界だ。


  「う、うう、何これ。もう、やだよ……」


  　るるなちゃんは泣きじゃくり始めた希のぞ美みちゃんの手をひいて、しばし何かを考えこんでいたようだが──やがて頷うなずくと、目の前にあった扉を開いた。


  　その室内では、それぞれが炎や氷など異なる種類の悪あしき吐息を放つ、巨大な怪物──いわゆる世界蛇ヨルムンガンドがいた。


  　子供たちを見つけ、無数の頭をもつ世界蛇ヨルムンガンドがのたうち、大口を開いて襲おそいかかってくる。


  　似た特徴をもつ八や岐またの大蛇おろちの生いけ贄にえにされた、前世の記憶のせいか──本能的に身をすくませた希美ちゃんを見て、るるなちゃんが「チッ」と舌打ち。


  　天あまの岩いわ戸との盾たてをおおきく展開して世界蛇ヨルムンガンドの吐息を防ぐと、お腹なかに手を当て、己おのれの体内に存在する第二の高たか天まが原はらに接続──最適な『神々』を選びだし、解き放つ。


  「オキナガタラシヒメ」


  　巨大な弓がるるなちゃんの体内から出現し、地面に重たい音をたてて突き刺さる。


  　つづけて表出した矢をちいさな指先で構えると、るるなちゃんが気合をいれて弦つるを引きしぼり──射出した。


  　光の尾をひき直進した征矢が、世界蛇ヨルムンガンドの胴体を容易たやすく貫通し、青白い血液を噴出させる。


  　るるなちゃんは満足せず、矢をつがえては放ち、容よう赦しやせず連射した。


  　針山のように無数の矢に串刺しにされ、世界蛇ヨルムンガンドはいまだ脅威の生命力で死なずに、けれど壁に釘打ちされて動けなくなる。


  　それを見て、満足したように頷くと──るるなちゃんは後ろ手に入ってきた扉を閉めて、その場にちからなく座りこんだ。


  　息があがっている。


  　るるなちゃんは大量の『神々』を体内に保存しているとはいえ、霊力は無限ではない。


  　疲ひ弊へいもするし、いずれ枯こ渇かつすることもありえる。


  　それでも顔をあげると、部屋の壁と床と天井のすべてに日本神話における絶対防御壁──天岩戸を展開し、外部からこの部屋に侵入することを防ぐ。


  　北欧神話の文脈に支配されたこの『異界』において、どれほどの防壁になるかは不明だが──とりあえず、当面はこの部屋で休むことにしたのだろう。


  　るるなちゃんは限界以上にがんばったのか、意識が途切れたように横向きに倒れて、目を瞑つむって動かなくなってしまう。


  「るるなちゃん！」


  　希美ちゃんはそばで身み悶もだえしている世界蛇ヨルムンガンドを気持ち悪そうに見ていたが、それどころではないと察して、るるなちゃんを抱かかえて呼びかける。


  「だいじょうぶ？」


  　心配そうに、るるなちゃんの頬ほおに手を添えている。


  　霊力の消耗が激しいせいか、『鉄てつ鎚ついミョルニル』で守護されていないるるなちゃんが、確実にトロルになりつつある。


  　柔らかだった肌は緑に変色して爛ただれ、髪の毛もほつれている。


  　老衰にも似たその症状は、痛々しいものだった。


  　ちなみに第三階層の授業を乗りこえた証あかしなのか、るるなちゃんの手首には首領を縛っていた『聖鎖グレイプニル』が巻きつけられている。


  　だが、こちらには守護のちからはないのか──むしろ霊力を抑制する効果でもあるのか、るるなちゃんは呪のろいのアイテムを装備したように顔色を悪くしている。


  「無理しすぎなのよ、もう──お姉ねえさんはあんなに怠なまけものなのに」


  　なぜそこでわたしを引きあいにだすの、希のぞ美みちゃん。


  　けれど「お姉さん」という単語に反応して、るるなちゃんが「むっ」と顔をしかめ、可愛かわいらしく瞬まばたきをした。ご不満らしい。


  「延々と敵を倒しつづけたらクリア、って感じでもないみたいだしさ──ちょっと落ちついて、この階層から脱出する作戦をたてるのよ」


  「…………」


  　るるなちゃんは不機嫌そうに目を逸そらすと、口をおおきく開いた。


  　すると世界蛇ヨルムンガンドが黄金の粒子に分解され、純粋な霊力になる。


  　それを、るるなちゃんは吸いこんで食べた。


  　肌の色がやや戻り、るるなちゃんは起きあがる。


  　希美ちゃんの手を、振り払って。


  「あんたの指図は受けない、黙ってわたしに従したがってればいいの。これは、わたしの授業なんだから。あんたには関係ない、引っこんでて」


  「るるなちゃんが心配だから、言ってるのよ」


  「うざい」


  　べぇっ、と舌をだす躾しつけの悪いわたしの妹に、希美ちゃんが切れた。


  「いいから！　言うとおりにしなさい！　わたしはたしかに何もできない平凡な小学生だけどね、あなたよりすこしだけ長く生きてるの！　年上の言うことは聞きなさい！」


  　怒ど鳴なられて、るるなちゃんが「びくっ」とする。


  　何か言い返したそうに口をぱくぱくして、けれど希美ちゃんに睨にらまれ──涙目になって、るるなちゃんは「ぺたん」とその場に腰をおろした。


  　あ、意外と押しに弱い。


  　満足げに、希美ちゃんはそれを見て──ちっちゃな子に大声をあげてしまったことを恥じたのか、気まずそうに俯うつむいた。


  　ふたりとも、余裕がなくなっている。


  　実際──意味のわからぬ、ただひたすらに過酷なだけの階層である。


  　これまでとちがって目的を示してくれる『教師』はおらず（あえて言うなら、無限に出現する戦士たちが『教師』なのだろうか。だが彼らは、コミュニケーションをとってくれない）、先行きもわからぬまま、無限に戦いつづけるのは徒と労ろう感かんしかなかった。


  　希のぞ美みちゃんの言うとおりに、いちど冷静になって、この授業が何のために行われているのか解明し──どうにか脱出しなければ、疲れ果てて倒れてそれでおしまいだ。


  　時間ばかり浪費するのも、馬鹿馬鹿しい。


  　何を目指しているのかわからぬまま、不可解な授業を受けつづけるのは、勉強をしつづけるのは、疲れるだけだ。


  　何のために。


  　何を目的として。


  　それを探ることが、自分たちで見いだすことが──この授業において、大事なことなのかもしれなかった。
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  「るるなちゃん、耳はだいじょうぶ？」


  　希美ちゃんが気遣わしげに、るるなちゃんの長い髪をかきあげた。


  　第三階層で、るるなちゃんは首領に耳を噛かみちぎられているのだ。


  　幸い、霊力を吸収することでトロル化が快かい復ふくしたように、るるなちゃんは己おのれの身体からだをある程度は自然治ち癒ゆできるらしい。


  　囓かじりとられた耳も、無事に元通りになっているみたいだったが。


  　当然、あれからスサノヲとイザナミが首領を制圧し、より強固に封印して地獄の底に叩たたき落としたのだろうけど──。


  　あのとき告げられた言葉は、触れた悪意は、るるなちゃんのまだ芽生えたばかりの自我に疵きず痕あとを残していた。


  　それは癒いえることのない、るるなちゃんが抱かかえつづけなくてはいけない痛みだ。


  「とりあえず、いまの段階でわかってることを整理するのよ」


  　前向きに、希美ちゃんが語る。


  「見ているかぎり、この館での戦闘には終わりがないのよ──死んだひとも、すぐに復活しちゃう。どれだけ戦っても、骨折り損のくたびれ儲もうけなのよ」


  「…………」


  　るるなちゃんは、ほとんど反応していないが、じっと聞いている。


  　実際、終わりのない戦いに疲れ果ててしまったのだろう。


  「一時間目の授業で、先生が言ったことを思いだすのよ──たぶん、この地獄みたいな、破滅的な運命を、知恵と勇気で乗りこえるのが正解なのよ」


  　最悪な運命を、知恵と勇気で乗りこえる、それが北欧神話の原則ならば。


  　希のぞ美みちゃんの言うとおりなのだろうけど。


  「だけど」


  　るるなちゃんは不満そうに、顔をしかめる。


  「すべてが無駄にはならない。戦って得られた経験は、わたしのなかに残る。ＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターの戦士を倒せば倒すほど、霊力も得られる。わたしは、もっともっと強くならなくちゃいけない──成長しなくちゃいけない、ここから脱出するのはそのあとでいいはず」


  「それは、そうかもしれない」


  　希美ちゃんは、穏やかに頷うなずいた。


  「だけど──ひとりでどれだけ勉強しても、経験を積んでも、誰も褒ほめてくれないなら、意味なんてないのよ。わたしは、それを知ってる。塾で学校で、独りよがりに努力をして、でも、わたしは虚むなしかった。たまちゃんが、わたしを見つけてくれるまでは」


  　実感をこめて、いまだ幼い赤ん坊のるるなちゃんに、語る。


  「喜びをわかちあえないのは、哀しいことなのよ。でも、るるなちゃんが独りぼっちで成長することを望むなら──わたしは、それを否定はしないわ。でもね、がんばって、がんばって、がんばって、……それでも、何の意味もないのは、すごく寂しいことなのよ」


  「お姉ねえちゃんみたいなこと言わないで」


  　るるなちゃんの瞳ひとみに、敵意が渦巻いた。


  「そんなのは、できないひとの言い訳。甘えて、怠なまけて──自分を誤ご魔ま化かして、歩みを止めてしまう。他人におんぶに抱っこで、ひとに迷惑ばかりかける、ただのお荷物」


  「ねぇ、るるなちゃん」


  　希美ちゃんは、心から不思議そうに。


  「努力だけなら、独りでもできるのよ。部屋に閉じこもって、机に向かってずっと勉強すればいい。でも、あなたは学校にきた──自分から、他人に関わりながら成長していくことを望んだのよ。どうして？　あなたは何で、学校に通いたいと思ったのかしら？」


  「わたしは──」


  　るるなちゃんが、その問いかけにうまく答えられないでいるうちに。


  　事態が急転する。
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  　この部屋の壁を床を天井を覆おおった絶対防御壁──天あまの岩いわ戸とに亀き裂れつが走った。


  　お煎せん餅べいのように脆もろく崩れて、その向こうから無数の銃弾が飛来してくる。


  「………!?」


  　日本神話最強の防御壁が、ここまであっさりブチ抜かれるとは思わなかったのだろう──るるなちゃんは唖あ然ぜんとして、反応が遅れてしまった。


  　そして不運なことに、希のぞ美みちゃんの薄い胸板を──ひとつの銃弾が呆あつ気けなく貫通する。


  　鮮血が、散った。


  「うぐう──」


  　希美ちゃんは映画的に派手に悲鳴をあげることなく、衝撃にわずかに転がって、その場に丸まってしまう。


  　可愛かわいらしい子供服の胸元を、血の朱が染めていく。


  　つづけざまに銃弾が降り注ぎ、火花をあげながら跳弾しまくる。


  「………！」


  　るるなちゃんは顔を伏せ、青ざめて──希美ちゃんに這はいよろうとする。


  　震ふるえる指先が、血ち溜だまりを広げていく華きや奢しやな希美ちゃんの肩に、触れた。


  　それを、希美ちゃんはおかしそうに「くすくす」笑って眺めると。


  「他人に興味なんて、ないって顔してさ──そうやって、手を伸ばしちゃうのね」


  　そのとき、希美ちゃんのなかで、何かの決断がくだされた。


  　彼女は口までこみあげてきた血液を「ごくん」と呑のみこむと。


  　ふらつきながら、立ちあがってしまった。


  　銃弾だけでなく、砲撃、弓矢、怪光線がひっきりなしに飛来するなか、勇ましく。


  　砂すな埃ぼこりが朦もう々もうと舞い、亀裂の走った天岩戸の向こうに、無数の戦士たちが見える。


  　彼らが死力を尽くし、でたらめに攻撃をして、日本神話最大の防壁に罅ひびをいれたのだ。


  　この『異界』第四階層──戦士たちの天国ヴァルハラに、安全圏などなかった。


  　呑のん気きにお喋しやべりしていられるわけがなかった、……もう時間切れだ。


  　すぐに彼らは殺到してきて、子供たちを蹂じゆう躙りんする。


  「たまちゃんは、わたしに何を期待してくれたのかなあ──」


  　血を流しすぎて、意識が朦もう朧ろうとしているのだろう、希美ちゃんはあやふやな声を漏もらす。


  「たぶん、『守ってあげて』とか『甘やかしてあげて』じゃないのよね。わたし、いつも──たまちゃんを叱しかってばかりだもん。そういうところを、期待されたのよね」


  　硬直し、動けないるるなちゃんを、希美ちゃんは優しく見やった。


  「わたし、何かひとつでも、るるなちゃんに教えられたかなあ」


  　少女の太ふと股ももを伝って、涙のような鮮血が、床に落ちて跳ねる。


  　希美ちゃんは、何だか清すが々すがしそうな表情をしていた。


  「よく知らないけど、あなたはたぶん──わたしなんかじゃ想像もつかない、すごく過酷な運命を背負っているんでしょう。でも、そんなあなたを支えてくれるひとも、いっぱいいる。それを忘れないで」


  　まるで遺言みたいに。


  「あなたはきっと、生まれたときから最強で万能で、がんばらなくても何でも望みが叶かなっちゃうんでしょう──だから、独りぼっちでやろうとする。他人に頼ることを知らない。でもきっといつか、自分だけじゃ乗りこえられない悲劇に直面する」


  　にっこりと笑って。


  「そのときに、思いだして──わたしのことなんか、忘れたっていいよ、この『異界』の授業で、たまちゃんが、るるなちゃんに教えようとしていたことを。きっと、覚えていて。破滅的な運命は、知恵と勇気で乗りこえられる。ちゃんとコミュニケーションをとれれば、みんながあなたを好きになって、助けてくれる。何でもかんでも口にいれずに、自分で判断して選ぶ。誰も褒ほめてくれない努力は、寂しい」


  　あと何かあったかなあ、と呑のん気きともいえる態度でひとつひとつ、この『異界』で得た教訓を語って。


  　思い残したことはない、というように、満足そうに。


  「これ、あなたに返しておくね」


  　首からさげた『鉄てつ鎚ついミョルニル』を、るるなちゃんに手渡して。


  「役に立つと思うよ、他にも集めた神具は──この『異界』で得たものは、あなたの助けになってくれる」


  　己おのれのすべてを、託した。


  「不思議よね、あんまり怖くないの──たぶん、わたしは死んじゃうけど。ただの可か哀わい想そうな生いけ贄にえじゃなくて、誰かに何かを託して、死ねるのよ。お友達にも出会えた。両親ともまだぎくしゃくしてるけど、それなりに仲良くやれるようになった。最後まで、るるなちゃんがわたしの名前を呼んでくれなかったのが、心残りだけど」


  　語りながら、両手を広げて、るるなちゃんの前に立った。


  「無駄話はおしまい、あなたは先に進みなさい。ここは、わたしに任せて。もう動けないから、ここに置いていって。がんばって、暴れて抵抗して、ちょっとでも時間を稼ぐから──」


  「希のぞ美み」


  　るるなちゃんが、ふとその名前を呼んだ。


  　不安そうに、涙目になって──希美ちゃんに手を伸ばす。


  　希美ちゃんはそれを見て、すこし驚いたように目を丸くしてから、きれいに笑った。


  「良い子、良い子」


  　そして、るるなちゃんの頭を撫なでると、突き飛ばした。


  「──行きなさい！」


  　同時に、天あまの岩いわ戸とごと壁が本格的に崩ほう落らくし、怒ど濤とうのごとく戦士たちがなだれこんでくる。


  　希のぞ美みちゃんはふらつき、血を絶え間なく流しながらも、それに向きあう。


  　誇り高く、真っ直すぐに。


  　平凡な彼女の唯一の武器である、宇宙銃を取りだして、構えると──ほんのわずかでも、時間稼ぎをするために。


  「早く！　もたもたするな、クソガキ！　どこまで手がかかるのよ！」


  　怒ど鳴なられて、るるなちゃんは「びくっ」とすると、しばし迷ってから──駆けだした。


  　戦士たちが押し寄せてくるのとは逆方向。


  　壁にちいさな扉がいつの間にか出現している、そこに向かって必死に足を動かして。


  　たぶん、生まれて初めて、独りぼっちで。


  　進んでいく。


  「う、う──」


  　るるなちゃんの頬ほおに、涙が伝った。


  　熱い涙が。


  「うう、うあ──」


  　希美ちゃんから託された、『鉄てつ鎚ついミョルニル』を握りしめて、大声で慟どう哭こくした。


  「ああん、うああ、ああああん──」


  　赤ん坊は、泣くことで、保護者に助けを求める。


  　自分よりも立派で、頼もしくて、愛してくれる相手に──すべてのエネルギーを放出して、助けて、と叫ぶ。


  　他に何もできないから。


  　弱く、未熟で、儚はかないから。


  　けれど愛されていないと自覚した赤ん坊は、けして泣かなくなる。


  　自分のことは何でも自分でやり、不平のひとつも漏もらさない──おとなしい、けれど笑顔のひとつも見せない、良い子になる。


  　るるなちゃんは、ずっとそうだった。


  　生まれ落ちてから、ほとんど無表情のままだったるるなちゃんが──ゆっくりと他者を認め始めている証拠のような、赤ん坊らしい感情を溢あふれさせていた。
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  　るるなちゃんが開いた扉の向こうは、奇妙な空間になっていた。


  　大部分は、得体のしれぬものがごちゃごちゃと沈んだ泥の海である。


  　見渡すかぎりの、水平線だ。


  　土気色の、屍し骸がいのような泥が充満し、どろどろと流動している。


  　その奥から、人間の手足や血のついた刃、骨や建物の残ざん骸がいなどが、不気味に生えている。


  　古代に滅んでしまった北欧神話だが、こういった泥の底から当時の遺物がわずかのみ発見されることがあり、遠いむかしに信仰された神話の名な残ごりを現代にも伝えている。


  　そんな腐敗し渦巻く泥海のなかに、ちいさな浮島があった。


  　フットボールぐらいはできそうな、手狭な島である。


  　岩肌が剥むきだしの、とても人間は住めないような、怪獣映画のような地形だ。


  　そんな浮島の中央に、でんと建物が鎮座している。


  　いまは滅んでしまった、旧ふるい様式の建築物に見えた。


  　基キリ督スト教の教会とも、ギリシア神話の神殿とも異なる──けれど荘そう厳ごんで、神こう々ごうしい、おそらく北欧神話の神域だ。


  　剥きだしの飾り気のない円柱には毒の花を咲かせた蔦つたが絡み、あちこちに物もの見み櫓やぐらや砲台跡などが散見して、まるで破壊された要よう塞さいのようである。


  　物々しい、あきらかに外敵に備えて武装した建築物だ──長年砲弾と風雨に晒さらされつづけた、前戦基地といった趣おもむき。


  　あちこちに屍骸を重ねて火葬しているかのような、酷ひどく陰気な篝かがり火びが焚たかれ、神殿の各所に配置された厳いかめしくも筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした石像を照らしている。


  　破滅的な運命に打ち勝てず、黄たそ昏がれを迎えた北欧神話──その、わずかな残ざん滓しが、この空間に充ち満ちているようだった。


  　腐乱屍し体たいのような、廃棄物のようながらくたが転がる、ひとつの神話の成れの果てだ。


  　あきらかに、これまでとは様相が異なる──戦士たちの天国ヴァルハラを乗りこえ、次の階層に至ったのだろうか。


  　るるなちゃんは当惑し、後ろを振り向く。


  　だが、先ほど自らの手で開いたはずの扉は根本から砂糖のようにとろけて、消えた。


  　置き去りにされた迷子のように、るるなちゃんは「ぽつん」と立ち尽くす。


  　浮島のうえで、独りぼっち。


  　水平線に沈みゆく太陽が、そんな彼女から長い影を伸ばしていた。


  



  「待ってたよ、るるなちゃん」


  



  　不意に、声が響いた。


  　はっと気づいてるるなちゃんが視線を向けた先に、夕焼けに染まった何者かが──麗うるわしくも堂々と、立っていた。


  　自ら輝くような長い髪。


  　黄金比に従って設計されたような、艶なまめかしい肢し体たい。


  　怖いぐらいに完かん璧ぺきな美び貌ぼうの、それは邪や神がみ三姉妹の三女──たまだ。


  　いつもどおりの可愛かわいらしい服装なので、周囲の退廃的な景色にあまり馴な染じんではいない。


  　けれどその神こう々ごうしい美貌はこの色を失いつつある空間のなかで、浮きたつようだった。


  「…………」


  　るるなちゃんが気け圧おされたように、後ずさる。


  　だがその上うわ靴ぐつを履はいた足のすぐそばは、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきである。


  　それ以上は動けずに、るるなちゃんが泥の波なみ飛沫しぶきを嫌いやがって避よけながら、はためく風のなか、たまを睨にらみつける。


  　だがその視線を意にも介さずに、たまは無邪気に微ほほ笑えんだ。


  「おめでとう、るるなちゃんは『異界』の第四階層──戦士たちの天国ヴァルハラの授業を、無事に乗りこえたよ。報酬として、どれか好きな武器を選んでいいよ」


  　るるなちゃんの正面の地面が隆起し、その奥から北欧神話の文脈にある『神々』の武器が、いくつも屹きつ立りつする。


  　すべてを貫つらぬく魔ま槍そうグングニル。死の運命をもたらす寄生やどり木ぎの矢。


  　龍殺しの英雄シグルドの剣。波乱をもたらすフレイヤの装飾具ブリシンガメン。


  　武器だけでなく、恵みの象徴たるフレイの箱車や、嵐雲をばらまくトールの戦車などの、乗り物もあった。


  　その禍まが々まがしい迫力に、るるなちゃんが怯ひるむ。


  　並んだ武器に手を伸ばさないるるなちゃんを、たまは興味深そうに眺めている。


  「武器なんてうんざり？　戦うことに疲れちゃったのかな？　でもね──もうちょっとだけ、つづくんだお。嫌だって言っても敵は襲おそってくる、生きていくためには抗あらがわなくちゃいけない、るるなちゃんはもう知ってるよね？」


  　歌うように、たまは語る。


  「無限の闘争がつづく戦士たちの天国ヴァルハラを、たっぷり堪能したのかな──あの第四階層はちょっとだけ意地悪なつくりでね、ふつうに攻略しようと思っても無理なの」


  　些さ細さいな悪いた戯ずらを仕掛けて喜ぶ、ちいさな子供みたいな笑顔で。


  「第四階層から脱出する条件は、それまでに得られたすべての神具をひとりでぜんぶ持つか、あるいはぜんぶ捨てること」


  　るるなちゃんは、『鉄てつ鎚ついミョルニル』を希のぞ美みちゃんに預けていた。


  　けれど、希美ちゃんがそれをるるなちゃんに渡したことで、条件が満たされたのだ。


  　他人にすべてを仮託するか、あるいはぜんぶを自分で引き受けなければ、あの戦士たちの天国は脱出できなかった──。


  　でも、どうしてそんな条件だったのか？


  「どちらにしても、『わたしがぜんぶやる』か、あるいは希のぞ美みちゃんあたりにすべての神具を与えて『他人にぜんぶお任せ』と決めたってこと──オール・オア・ナッシング。他人をすべて拒絶するか、自分のすべてを拒絶するか、どっちかに決めないと永遠にあの第四階層をさまようことになったの」


  『鉄てつ鎚ついミョルニル』『天馬スレイプニル』『聖鎖グレイプニル』


  　第三階層までに得られたすべての神具を、るるなちゃんは手にしていた。


  　それらを鍵にして、ＲロールＰプレイングＧゲームのように、最後の扉が開き──この場所に至った。


  「るるなちゃんは、ちゃんと自分でどっちにするか選んだのかな──それとも、単なる偶然で条件を満たしちゃった？　神具をすべて揃そろえてきたってことは、『わたしがぜんぶやる』って決めたのかな？」


  　たまは、すべての授業を事細かに見ていたのではなかったようだ。


  　たぶん、見てしまうと手出しをしたくなるから、引っこんでいたのだろう。


  　そして、るるなちゃんが自分で何かを選ぶのを、じっと待っていた。


  　この、おそらく『異界』における最後の階層で。


  「何にせよ残念だよ、北欧神話の文脈で構築されたこの『異界』においては──最終的に破滅するのが、必然なの。きちんと敗北するところまでが、定じよう石せきなの。理想としては、ずうっと第四階層をうろうろしててほしかったけどな」


  　たまは、溜ため息いきをついた。


  「……そしたら何も終わらずに、いつまでも破滅も敗北もせずにいられたのに。それで、いつか力尽きて倒れて──今日はもうおしまい、おうちに帰れたのにね。最後まで、やらなくちゃいけなくなった。だから、たまはちょっと残念だよ」


  　ほんとに哀しそうに、たまは長い睫まつ毛げを震ふるわせた。


  「他者の全否定、あるいは自分の全否定、その条件を満たしたってことはね──この最後の場面に、るるなちゃんが辿たどりついちゃったってことはね。北欧神話の文脈に従って、絶対に負けちゃうってことなの」


  　うまく言えないのか、考え考え、たまは語る。


  「他者を全否定したってことは、独りぼっちで強くなるってこと。月つく読よみ日ひ留る女めさんと同じだね、でも同じだったらね──より多くの『神々』を捕食した日留女さんには勝てない」


  　日留女ちゃんは、この世界のほとんどすべての神話を捕食し終えている。


  　今からるるなちゃんが同じ道を歩んでも、単純なパワー・ゲームで、ちからの差で、るるなちゃんは負ける。


  「自分を全否定したってことなら、他のひとにすべてをお任せしたってこと。でも、るるなちゃんはこの世界の最後の希望なの──そのるるなちゃんが諦あきらめたってことは、もうこの世界に終末から逃のがれる方策はないってこと、やっぱり負けちゃうの」


  「わかりにくい」


  　るるなちゃんが、端的に不満を述べた。


  　ずっと抱かかえていたストレスをぶちまけるように、珍しく矢や継つぎ早ばやに。


  「じゃあ、どうすれば勝てるの？　この最終階層に至る条件を満たさなかったら、やっぱり──けっきょく第四階層で先に進めなくなって、どうにもならなくなる。それなら、どうすればいいっていうの？　何が正解なの？　あなたはこんな理不尽な授業をわたしに受けさせて、いったいどうしたかったの？」


  「授業にも勉強にも努力にも人生にも、終わりなんてないし、正解なんてないんじゃないかなあ──なんて言ったら、るるなちゃん怒っちゃうよね？」


  　たまは、そこで表情を引きしめた。


  　子供っぽい髪型をつくっていた勾まが玉たまは、彼女の髪をゆるやかに髪の穂先のほうで結んでおり、その姿をやけにおとなびたものに見せている。


  　これまでの、たまとは──あきらかに異なる。


  　厳おごそかな、女神と呼ぶに相応ふさわしい威圧感で。


  「たまはね、試したんだ。テストをしたんだ、それで──るるなちゃんがどんな答案をだしてくるのか、期待して待ってた」


  　授業を受けて、るるなちゃんがどんな答えをだすのか、たまは試験していたのか。


  　教師のように、先輩のように、るるなちゃんが必死で答案を埋め終えるのを待っていた。


  　けれど──何のために？


  「もし、るるなちゃんが日ひ留る女めさんとまったく同じ答えをだしたなら──独りぼっちで強くなろうとするなら、何も考えずに『対抗兵器』の在りかたそのままに生きるなら。乗りこえるためには知恵と勇気が必要なこの『異界』の授業のどこかで運命に敗北して倒れていたか、あるいは無駄な経験を積み重ねて、疲れちゃうだけだった」


  　真っ赤な舌を、くちびるからわずかに覗のぞかせて。


  　あかんべえ、するみたいに。


  「そして、たまは──そんなふうに限界まで消耗し、あるいは敗れ去ったお馬鹿なるるなちゃんを、『次世代神』の能力で食べちゃうつもりだった」


  　おぞましい告白に、るるなちゃんが瞠どう目もくする。


  　実際、日本神話の『次世代神』として誕生したたまは、るるなちゃんを捕食できる。


  　役目を終えた旧ふるき『神々』を捕食し、新たな神話を構築するのが『次世代神』なら、日本神話そのもののるるなちゃんは──すべて、餌えさになりうる。


  「ミーミルの泉で首領さんが仄ほのめかしただろうけど、それも日留女ちゃんと戦うための方策だよ。すべてのちからをひとつに結集して、独りぼっちで戦う」


  　たまは授業のすべてを見ていたわけではないようだが、首領がるるなちゃんに何を告げるかは、予想していたのだろう。


  　あの首領との面会も、たまが予定していた授業だったのだ。


  　どんな情報がるるなちゃんに伝わるか、たまは計算し、きちんと配置していた。


  「るるなちゃんも、他の『破壊神』を取りこんだつるぎ姉ねえもかがみ姉もたまが食べて、ぜんぶを集めて、この程度の授業も乗りこえられない間抜けなるるなちゃんの代わりに──たまが戦う、独りぼっちで」


  　同時に、るるなちゃんが授業に対してどう反応するかを見て、たまはるるなちゃんの能力を試していた。


  　そして、最前線に立つ資格なしと判断したならば──るるなちゃんを捕食して、自分が代わりに日ひ留る女めちゃんと戦うつもりだったのだ。


  「あらゆる神話を取りこんだ日留女さんには、それでも勝てないかもしれない。ううん、たぶん絶対に負ける。基キリ督スト教の弾圧に、武力だけで抵抗しようとして、けっきょく敗北した北欧神話みたいに。単純なちからの比べっこじゃあ、日留女さんには勝てない」


  　事実をありのままに、たまは本心から語っているみたいだった。


  「でも、るるなちゃんがそれしか思いつかないなら──独りぼっちで戦うことを選ぶなら、たまがやる。たまのほうが、すこしは経験も積んでるから。ほんのちょびっとだけでも、勝率をあげられる」


  　そこで、たまは微ほほ笑えんだ。


  　痛々しい──幼い感情が浮かんだ、哀しそうな笑顔だった。


  「べつに無理して、たまがすべてを引き受けなくてもいいかもしれない。るるなちゃんに任せても、勝てる可能性は等しくまったくないのかもしれない。でもね、たまは正直に言うとね──ちょっとだけ、ううん、すごく悔しかったんだ」


  　いつも気が抜けるほど良い子だったたまの、生の感情が表出する。


  「たまはね、『次世代神』。この国のすべてを受け継ぐはずだった、そう期待された、でも失敗ばかりだった。お馬鹿で役立たずの、いてもいなくてもいい、いらない子になっちゃった。それでも努力をつづけたよ、認めてほしくてがんばったよ、でも無視されて──日本神話は、るるなちゃんを誕生させた」


  　それは、ごく当たり前の、この年頃の女の子なら誰でも抱いだく不安と寂しさ。


  　そして──。


  「たまが、やるべきことを──やらなくちゃって思って、ぜんぶを注ぎこんできたものを、横からとられちゃった。そう思ったよ、たまは良い子なんかじゃないんだ。悔しくて、やきもちを焼いて、るるなちゃんが怨うらめしくなったよ」


  　その隠さない敵意に、るるなちゃんが「びくっ」と肩を震ふるわせ、後ずさった。


  　だが背後はやはり、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきと泥の海だ。


  　逃げ場はない。


  　るるなちゃんはここで、自分が悪意なく傷つけてしまった、ひとりの女の子と向きあわなくてはいけない。


  「お姉ねえさんぶって、るるなちゃんを守ってあげて、甘やかしてあげて──でも、つらかったよ。抱きつかれるたびに、全身が震ふるえて、心がしくしく痛んだよ。吐き気がしたよ、ずっとずっと嫌いやだったんだ、でもみんながそうしろって言うから我慢してたんだよ」


  　そこまで一気に語ると、たまは自分の胸元に手を添えて、項うな垂だれた。


  「あぁ、ずっと言いたかったのにな──せっかく正直に言えたのに、お胸が痛くなるだけだなあ。ごめんね、酷ひどいことを言って。いきなり言われて、びっくりしたよね。でも、たまはずっとそんなことを考えてたの、るるなちゃんのことが憎かったの」


  　たまは一歩、前へ踏みだす。


  　逃げ場のないるるなちゃんを、見据えながら。


  「だから、るるなちゃんのことなんて大嫌いだから、憎いから、ここでぜんぶ奪っちゃおう──そう思ったんだよ。それで、たまは自分が欲しかったものを取り戻すの。自分がやるべきだったことを、ぜんぶやるの。虚むなしくなるだけかもしれないけど、そう決めたの」


  　着実に、ふたりの距離が縮まっている。


  「でもね、ちょっとは期待してたんだよ──そんなふうに、憎いから奪うとか、自分のほうがうまくできるから代わりにやるとか、単純にしか考えられない馬鹿なたまじゃあ考えもつかないことを、るるなちゃんが思いついてくれないかなあって」


  　でも時間切れ、とたまは静かにつぶやいた。


  「るるなちゃんは何の答えもだせずに、けっきょく、たまの予想をまるで覆くつがえさないままに──この最終階層まできちゃった。必ず負けちゃうのにね。期待はずれだよ。がっかりだよ。だから、たまがるるなちゃんの代わりにぜんぶやってあげるね」


  　手を伸ばして、るるなちゃんを泥の海に、絶望の底に叩たたきこもうというように。


  「ねぇ、今からでもいいから──何か、誰も傷つかないですむ夢みたいな解決法を、教えてよ。思いついてよ、お願いだから。救世主なんでしょ？　この世界の唯一の希望なんでしょ？　たまが欲しかったものぜんぶ持ってるはずでしょ？」


  　その手のひらが、るるなちゃんの胸元に触れて。


  「何も思いつかないっていうなら、たまが──ぜんぶ引き受けてあげる、何もできないわからない赤ちゃんは、泣いておうちに帰って、ママのおっぱいでも吸ってれば？」


  　瞬間、るるなちゃんの矮わい躯くが──神話的な衝撃を受けて、軽々と吹っ飛んだ。
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  　砲台から発射されたように、るるなちゃんは真横に滑空する。


  　泥の波なみ飛沫しぶきが衝撃に跳はねあがり、るるなちゃんは錐きり揉もみ回転しながら海面を跳ねていく。


  　そんな彼女の進行方向に、忽こつ然ぜんとたまが出現する。


  　瞬間移動したのだ。


  　そのまま子供の喧けん嘩かそのものに、まるで手加減せずにサッカーボールキック──るるなちゃんが鏡に反射されたように、きた方向に思いっきり蹴けり戻される。


  　浮島の地面に跳ねて、るるなちゃんは神殿に鎮座する巨大な神像に激突する。


  　瓦が礫れきが舞い踊り、崩ほう落らく。


  　轟ごう音おんに、大気すらも震ふるえた。


  　瓦礫のなか半ば埋まるようにして、るるなちゃんが今ごろ痛みをおぼえたように、呻うめく。


  　その半身が、今の一撃で捕食されたのか、抉えぐれている。


  　思いだすのは、お母さんが黄よ泉みがえったとき──助けにきてくれたたまが、泣きながらお母さんを殴なぐって、その身体からだをほとんど抉りとったそれである。


  　お母さんの生まれかわりであるるるなちゃんは、魂の奥底に記録されたその痛みと衝撃を本能的に思いだしたのか、必要以上に混乱し、動けない。


  　そこまでが、たぶん──たまの計算だった。


  　浮島に瞬間移動して戻ったたまが、自ら生やした神話的な武器を手に取り、投げつける。


  　グングニルが舞う。


  　寄生やどり木ぎの矢が空気を抉って投とう擲てきされる。


  　まったく遠慮なく、それらの霊的兵器はるるなちゃんごと神殿を破壊し、粉微み塵じんにし、巨大な凹みクレーターのみを残す。


  　一気に爆撃されたような様相になってきた浮島で、るるなちゃんはボロ雑巾のように倒れ伏し、顔をあげる。


  　たまが本気だと、さすがに思い知ったのだろう。


  　黙っていたら無む惨ざんに殺されてしまう──るるなちゃんの瞳ひとみに、闘志が宿った。


  　抉り飛ばされた半身に、霊力を充じゆう填てんして、再構築。


  　何とか見た目だけは元通りになったが、霊力がごっそり『食われ』たのだろう、すでに青あお息いき吐と息いきだ。


  「だいじょうぶ～？」


  　たまが心配するというより、小馬鹿にするように問いながら、そんなるるなちゃんの正面やや離れた位置に舞い降りる。


  　まだ準備運動も済んでいない、というような態度だ。


  　たま──こんなに、強かったのか。


  　ちがう、この子は必死で努力して、強くなっていたのだ。


  　そのすべてを否定されるどころか、黙殺されてきたのだ。


  　そうして溜たまった鬱うつ憤ぷんを、すべて叩たたきつけるかのようだった。


  「…………」


  　るるなちゃんは無む慈じ悲ひな瞳ひとみで、そんなたまを見据える。


  　ぶん殴なぐられて蹴けり飛ばされて、ようやく活が入ったのか、先ほどまでの疲れきった表情が一変している。


  　いつもの彼女らしい、苛いら々いらとした、我わが侭ままな子供の態度が戻っている。


  　舌打ちし、るるなちゃんは口に溜まった泥と血と、唾つばと──。


  「みんな、みんな──勝手なことばかり、言う」


  　いっぱいの愚ぐ痴ちを、不満そうに吐き捨てる。


  「誰も、生んでくれなんて頼んでない！　救世主になりたいなんて、望んでない！　世界で唯一の希望だとか──知るもんか！　ほっといてよ、何でもかんでも一方的に決めつけないでよ！　わたしはまだ何もわかんないのに、正解なんか求めないでよ！」


  　珍しく大声をあげて、疲れたのか、るるなちゃんは肩で息をする。


  　ぽろぽろと、大粒の涙を零こぼして。


  「わたし、がんばってるよ。せいいっぱい、がんばってるよ。『がんばらなくていい』ってお姉ねえちゃんは言うけど、わたしは、がんばらなくちゃいけないんじゃない」


  　気に食わないというように、目元を拭ぬぐって。


  「ちゃんと、努力して、がんばって、『対抗兵器』としての役目を果たさなきゃ、生まれてきた意味がない。だから、学校にも通いたいって言ったよ、すこしでも成長しなきゃって」


  　無表情の奥で押し殺していた本心を、叫ぶ。


  「がんばって、がんばって、がんばって──世界を救うの！　そのために、お母さんだって死んだんでしょう！」


  　あの首領が刻んだ疵きず痕あとを、自ら抉えぐるように、るるなちゃんは泣きながら吼ほえる。


  「わたしは、わたしの生まれてきた意味から逃げちゃいけない、投げだしちゃいけない──期待はずれに、なるわけにはいかないんだ！　お姉ちゃんは甘やかすけど、『がんばらなくていい』って馬鹿みたいに言うけど、わたしはがんばらなきゃ生まれてきた意味がない、お母さんだって何のために死んだのかわからない！」


  　涙が溢あふれて止まらなくて、るるなちゃんの顔をぐしょぐしょに濡ぬらす。


  　赤ん坊そのものに、泣きじゃくって。


  「お母さん、お母さん、お母さんっ──頭を撫なでてほしい、抱きしめてほしい、甘やかしてほしかった、でもわたしにはできないの！　わたしは、お母さんのはらわたを食い破って生まれたんだから！」


  　そこまで叫んで、酸欠になったのか──るるなちゃんは、喘あえいだ。


  　噎むせび泣いて、途方に暮れたように立ち尽くす。


  　お母さんの『神霊』を受け継いだるるなちゃんは、首領に言われるまでもなく、自分のためにお母さんが死んだことを──魂で、察していたのかもしれなかった。


  　絶対に会えないことも、理解していたのかもしれなかった。


  　お母さんに抱っこされて、良い子良い子されて、それだけが世界のすべてのはずの──まだ、生まれたての赤ん坊なのに。


  　どれだけ恋い焦こがれても、泣いても叫んでも、お母さんには会えない。


  　自分が死なせてしまったのだから。


  　だから、るるなちゃんはそれを魂で理解していたから──育児放棄された赤ん坊みたいに、泣くことも笑うことも滅多にない、無表情で無口な子供のままだったのだ。


  　けれど、るるなちゃんの──めいっぱい溜ためこんだ感情の爆発を、たまはむしろ憎たらしそうに、眺めているだけだった。


  「羨うらやましいな」


  　その声は、どんな泥よりも冷えて淀よどんでいた。


  「たまはね、知ってるよ。るるなちゃん、みんなに愛されて、甘やかされて──気を遣われていたじゃない、どうして泣いてるの？　何がそんなに不満なのかなぁ……？」


  　苛いら立だったように、その声は平淡で、おまけに棘とげが含まれていた。


  「たまなんて、お母さんの顔も知らないよ？　最初からこんな見た目で、立派な『次世代神』になることを求められてたよ？　それでもずっと笑ってなくちゃって、元気なふりして、良い子のふりをしてたんだよ？」


  　ほんとに不思議そうに、ひたすら問いかける。


  「るるなちゃんは、祝福されて生まれたよ？　まだ自我のないころだけど、お母さんに抱っこもしてもらってたよ？　死んだ死んだって言うけど、るるなちゃんのお母さんの魂は──『神霊』は、るるなちゃんに受け継がれてる、ずっと寄り添ってるんだよ？」


  　その歩みが、着実にるるなちゃんに向かって進んでいく。


  　怒りか、憎悪か、あるいはもっと複雑な感情を伴って。


  「ねぇ、何度でも言うよ、いったい何がそんなに不満なのかなぁ？」


  　すぐに、たまはるるなちゃんの真正面に立つ。


  　手を伸ばせば、触れられる距離。


  　るるなちゃんは怯おびえて、尻もちをついたまま、後ずさる。


  「たまは、甘やかさないよ」


  　それを見下ろして、たまは明瞭に言いきった。


  「保護者じゃないから、対等な子供だから──むかつくから。引っぱたいて、るるなちゃんが持ってる、たまの欲しいものを奪うよ」


  　ガキ大将が、おもちゃを取りあげるみたいに。


  　北欧神話の在りかたそのもののように、略りやく奪だつする。


  「ねぇ、泣いちゃうほど嫌いやなら──要らないなら、たまにちょうだい？　たまが、背負ってあげるよ？」


  「や、やだ！」


  　るるなちゃんが涙を零こぼしたまま、さらに後ずさる。


  　狭い島だ、またすぐに断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに追いつめられる。


  　泥の飛沫しぶきが、うつろに跳はねている。


  「『やだ』って言っても、だぁめ。奪われないためには、ちからが要るの。るるなちゃんには、それがあるのかな？」


  　たまが、良い子の笑顔をかなぐり捨てて──麗うるわしい無表情で、告げる。


  「言うのが遅くなったね、最後の授業を始めるよ。この『異界』第五階層、黄たそ昏がれの神殿アスガルドで──たまが、『教師』をする。かんたんな授業のね」


  　子供でも知っている常識を、説くみたいに。


  「さぁ、るるなちゃんは理不尽な運命を、知恵と勇気で乗りこえられるかな？」


  　あまりにも曖あい昧まいで、けれど単純な授業内容を、告げる。


  「できないなら、ここでおしまいだよ」


  　おおきく手を振りかぶって、るるなちゃんが怯おびえてぎゅっと丸まり、無数の天あまの岩いわ戸とで身体からだを覆おおって団子虫のような防御姿勢になる。


  　けれど、たまは頓とん着ちやくせず──溜ため息いきをついて。


  「ごめんね、……ちょっと痛いよ！」


  　律りち儀ぎに宣告してから、金魚すくいをするみたいに、おおきく平手をスウィングさせて──るるなちゃんをぶん殴なぐった。


  　天岩戸での防御は、日本神話の文脈にあるものを食らう『次世代神』のたまには無力だ。


  　黒い防御壁はあっさりと砕け、るるなちゃんは手て鞠まりのように跳ねると、並んだ円柱を次々と貫通し──かなりの距離を転がっていった。


  　わずかでも天岩戸でダメージを軽減したのか、今度は、るるなちゃんはすぐに立つ。


  　いいように殴られつづけて、ついに我慢が限界にきたのか。


  　その瞳ひとみに、赤ん坊らしい直ちよく截せつな不愉快さが浮かんでいる。


  　全身に、霊力をこめて。


  「たまちゃんのこと、ちょっと好きだったのに」


  　この世界の最後の希望は、幼い怒りを爆発させる。


  「あったかくて、優しくて、……お母さんみたいだって、思ってたのに」


  　歯は噛がみして、癇かん癪しやくを起こして、睨にらみつける。


  「お母さんの血にまみれたわたしのすべてを奪うために、そばにいたのなら、優しくしてたなら──たまちゃんなんて、嫌い！」


  　るるなちゃんの全身に十と拳つかの剣つるぎが召しよう喚かんされ、一斉に解き放たれる。


  「嫌い、嫌い──大嫌い！」


  「うん」


  　たまは悠然と、散歩でもするみたいに、るるなちゃんに近づいていく。


  「喧けん嘩かしようよ、子供っぽく──全力で、馬鹿みたいに。それが、たまが受けさせてあげられる、たったひとつの授業。社会の、お勉強。この世界にいっぱいある悪意を、どうやって乗りこえたらいいのか、死んじゃう前に気づいてね？」


  　微ほほ笑えんで、余裕たっぷりに。


  「たまにも勝てないようじゃあ、ここで終わったほうがいいよ。日ひ留る女めさんは、たまよりずっと、比べものにならないぐらい──ずうっと理り不ふ尽じんで強くて暴力的だと思うから」


  　そんなたまに触れると同時に、十拳剣が分解されて吸収され、捕食される。


  　無傷のたまに、るるなちゃんが驚きよう愕がくする。


  「何で驚いてるのかなあ」


  　たまは歩調を乱さずに、るるなちゃんへと直進していく。


  「たまは『次世代神』、日本神話のすべてを、たとえ『最高神』だって問答無用で捕食できる。日本神話そのもののるるなちゃんは、これ以上ないぐらいのご馳走だよ」


  「………！」


  　るるなちゃんが間近に転がっていた神こう々ごうしい輝きをもつ槍やり──おそらく、北欧神話でも最強に近い聖なる武具、魔ま槍そうグングニルを掴つかんで投げ放った。


  　だが、それもたまに触れると同時にかき消えて、吸収される。


  「それも、だぁめ」


  　仕方ないなぁ、という態度で。


  「たまは北欧神話の『破壊神』フェンリルを取りこんでる。北欧神話の文脈にある奇跡はたまには通じない──言ったでしょ？　るるなちゃんはこの第五階層の授業では、必ず負けるって。そういう運命だって」


  　この階層に辿たどりついてしまった時点で、るるなちゃんの負けは確定してしまったのか。


  「それに、るるなちゃんはこの『異界』で授業を受けるなかで、たくさん北欧神話に属する霊力を食べたよね？」


  　最初の一時間目の授業から、るるなちゃんは何度となく霊力を食べてきた。


  　黄金の粒子などのかたちで、北欧神話の霊力を。


  「その霊力を、北欧神話の文脈に属する奇跡を体現できるたまは、作動させることができる。るるなちゃんの体内で『必ず敗北する』北欧神話の性質を癌がん細胞みたいに暴れさせて、自己崩ほう壊かいさせて、破滅させる。るるなちゃんの体内にどれだけ北欧神話の霊力が混じってるかはわからないけど、そのすべてが毒になり病になって、るるなちゃんを蝕むしばむよ」


  　るるなちゃんの攻撃は、たまに通じず、るるなちゃんはひたすら浸しん蝕しよくされ陵りよう辱じよくされる。


  　ただ待っているだけで、たまはるるなちゃんを倒すことができる。


  　それでも、冷静に考えればいくらでも対処の仕方があったのだろうけど。


  　窮きゆう地ちに慣れていないるるなちゃんは──うまく状況を打開する方策を見いだせない。


  　いまだにトロル化も進行していて、知性もだんだん鈍どん麻ましていく。


  　どうしようもなく、無理ゲーだ。


  　追いつめられ、弄もてあそばれて、るるなちゃんは終わる。


  　知恵と勇気で、この逆境を乗り越えることなんて──ほんとうに、できるのか。


  「せめて、どんな運命で滅ぶかぐらいは、選ばせてあげる」


  　周りに散らばった神話的な武器を拾いあげて、たまは軽やかに構えると。


  「──さぁ、がんばって♪」
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  　悲惨、の一言だった。


  　たまはまったく容よう赦しやせずに、蹂じゆう躙りん、と呼ぶしかない攻撃を繰りかえした。


  　るるなちゃんは、かろうじて立っている。


  　けれど、満まん身しん創そう痍いだ──可愛かわいらしい子供服は乱れに乱れ、髪の毛はほつれ、泥と血で汚れトロル化した肌は、もとが何色だったか思いだせないぐらいだ。


  　たまは、あまりにも強く、容赦がなかった。


  　たまには、経験があった。


  　るるなちゃんがどこで気を抜くかはっきりと予想し、そこを攻めたてる。


  　厳しい姉か、教師のように。


  　るるなちゃんには打つ手がなく、いいようにボロボロに弄ばれるだけだった。


  　ふらつき、今にも死にそうなるるなちゃんを──たまは、つまらなそうに眺めている。


  「ん～、思った以上にがんばってるけど、もう勝てないのはわかったんじゃないかなあ。諦あきらめて、降参してくれる？　ちょっと、可か哀わい想そうになってきたよ」


  　酷ひどい言い草だが、実際たまが一方的にいじめているだけのような状況である。


  「んっとね～、早めにお手上げしてほしいから、言っちゃうけど。たまはね、べつにるるなちゃんを殺すわけじゃないよ？　捕食して、取りこんで、日ひ留る女めさんにもし勝てたら──そのあと、解放してあげる」


  　自分のお腹なかを撫なでて。


  「世界中の『神々』の勝手な都合で、戦うためにこの世に生みだされた赤ん坊──そんなの、酷ひどいもんね。だから、るるなちゃんのお母さんがそうしたように、最終戦争ラグナロクに勝利して終末を乗りこえたら、たまたち『神々』は『対抗兵器』たちに『神霊』を譲るんだ」


  　懺ざん悔げするように。


  「たまたちは消えちゃうだろうけど、たまたちの都合で生みだされた『対抗兵器』たちは、その魂を受け継いで──ふつうの人間として、人生を始められる。それが、たまたちのけじめ。それを理解して、納得して、たまたちは『破壊神』を取りこんだ。武器として使用する代わりに、『破壊神』に、人生をあげる。そんな契約、ううん覚悟をしたんだ」


  　けじめ。


  　その言葉は、つるぎも口にしていた。


  「最終戦争ラグナロクが終わったら、たまたち『神々』は、その勝手な都合で生みだした『対抗兵器』たちに魂を、存在のすべてを譲る。つるぎ姉ねえは、むかしオオヒルメムチと分化するまでは人間だったんだし──元に戻るだけ。かがみ姉は、むしろ嬉うれしそうだったよ。ずっと『人間になりたい』って願ってたから」


  　困ったように、はにかんで。


  「たまは、よくわかんない。たまが消えちゃったら希のぞ美みちゃんが哀しむだろうなあ、って思うと──ちょっと、申し訳ないけど。どうせ日ひ留る女めさんに負けたら、死んじゃうんだ。勝っても負けてもお別れなら、せめて勝ちたいよ」


  　たまとしては、るるなちゃんに敗北を認めさせたくて、言ったのだろう。


  　るるなちゃんは何も損をしない。


  　ただ黙ってたまに任せていれば、いずれふつうの日常に帰ってこられる。


  　それを伝えて、納得してもらうため、だっただろう。


  　けれど、たまは喋しやべりすぎた。


  　るるなちゃんの瞳ひとみに生気が戻り、彼女は舌打ちして、目元を拭ぬぐう。


  　すでに服も汚れきっているから、顔におおきく泥と血のあとが残ってしまったけれど。


  　瞳は穢けがれなく、たまを見据えている。


  「そう、希美──だったっけ、平凡な名前。覚えるのに、ずいぶん苦労した」


  　頼りない口調で、まるで譫うわ言ごとみたいに。


  　るるなちゃんは、まったく関係ないように思えることを、ぼやいた。


  「お節介で、口くち喧やかましくて、そのくせ役立たず。どうしようもない。けどそんな希美のおかげでね──たまちゃんのことを、馬鹿みたいに信じてたあいつのおかげで、わかったかも」


  　その声にも、表情にも、ゆっくりと活力が戻っていく。


  　いまだ拭い去れぬ敗北感と絶望が広がっているけれど、雨あがりの虹にじのように、はっきりと希望が宿り始めている。


  「月つく読よみ日ひ留る女めと同じ方法で、独りぼっちで強くなる。そして戦う。それ以外の解決方法なんて、ごめんね──まだ思いつかない。じっくり考えてる時間も、たぶんない」


  　終末は確実に世界を覆おおい尽くそうとしている、猶ゆう予よはない。


  　そのために、覚悟も知識も、経験も実力も備わらないまま──大人の勝手な都合で、救世主として担ぎだされた、るるなちゃん。


  「そんな、わたしのために──たまちゃんは、授業をしてくれた。せいいっぱいに、教え導いてくれた。悪役ぶって、わたしを罵ののしって、悔しがらせて、……わたしが必死になって考えるように、仕向けてくれた」


  　その声には、ほのかな愛情が混じっていた。


  



  「それでたぶん、わたしに──最終的に、倒されるつもりだったんでしょう」


  



  「…………」


  　たまは、反応しなかった。


  　いつも無口なるるなちゃんが饒じよう舌ぜつに語り、元気なたまが押し黙る。


  　ふだんと、逆転している。


  　確実に、一方的な展開の流れが、覆くつがえされようとしている。


  「わたしは、死力を振りしぼって戦い──そのぶん成長する。努力、友情、勝利。陳腐な少年漫画みたいに、わたしはわかりやすい経験を積んで、強くなる。何も考えてないわたしを見てられなくて、いろいろお膳立てして、たまちゃんは、そんなわたしを鍛えてくれてるんでしょう？　今回の騒動のすべては、そういうことなんでしょう？」


  　るるなちゃんは、断定するというより、そう信じたいようだった。


  　やっぱり、優しくてあったかい、たまを──るるなちゃんは、好きなのだ。


  「そうでないと、理屈があわない。あんたのために、あの宇宙人や『英雄神』たちは、手を貸した。希のぞ美みも、命いのち懸がけで協力した。そんなたまちゃんが、みんなに愛されてるたまちゃんが、わたしを殺してすべて奪って自分で戦うなんて、本気で考えてるわけがない」


  　手を伸ばし、母を求める迷い子そのものに、るるなちゃんはたまに歩み寄る。


  「ちがうって言うなら、わたしを食べればいい。抵抗なんてしない。わたしは生まれたての赤ちゃん、何にも知らない──だから間違ってるかもしれない、それなら素直に残念だけどここで、あなたに食べられる」


  　ふたりの距離がほとんど零ゼロになって、互いの吐息が触れる。


  「だけど、もしもたまちゃんが、希美が信じたたまちゃんなら。わたしの、大好きなたまちゃんなら──」


  　子供たちの視線が、宙で絡まる。


  「ここで、ふたりのどちらかが食べられて消えてしまうのは、嫌いやだ。絶対に、どっちがいなくなっても、お姉ねえちゃんや、希のぞ美みは泣く。あいつらが泣くと、うざい。うまく言えないけど、うざすぎて、想像するだけで嫌だ」


  　それはたぶん、『うざい』という表現をするには、相応ふさわしくない感情だろうけど。


  　自分の気持ちをうまく語れないるるなちゃんは、不器用に言葉を重ねる。


  「ありえないかもしれないけど、ふたりでちからをあわせて──どっちも消えなくていいうえに世界も救われる、そんな未来をいっしょに見つけたい」


  「ないんだよ、そんな未来は」


  　たまの腕が変形する。


  　その身に宿した北欧神話の『破壊神』フェンリルそのものを、召しよう喚かんしたようだった。


  　右腕が人食い狼の巨大なあぎとそのものに変形し、牙きばを鳴らし舌をくねらせて、るるなちゃんの首を左右から挟みこむ。


  　あの首領曰いわく、北欧神話の『破壊神』は捕食能力に特化している。


  　このまま囓かじりつき、丸呑のみにすれば──呆あつ気けなく、るるなちゃんのすべてが捕食されてしまうのだろう。


  　ぎざぎざに尖とがった狼の牙が、るるなちゃんの肌に食いこみ、血を溢あふれさせる。


  　けれど──るるなちゃんは、動かない。


  　真っ直すぐに、たまを見据えている。


  　太陽の光を反射する、煌こう々こうと照る月光のような瞳ひとみで。


  「諦あきらめちゃったの？　もう、がんばらないの？」


  　たまが問うと、るるなちゃんは微ほほ笑えんだ。


  「ほんとを言うと、ちょっと諦めた。わたしより、たまちゃんのほうが上手に救世主ってやつをやれるなら──それでもいいかな、って思ったんだ」


  　小憎たらしい、るるなちゃん本来の、挑発的な口調を思いだしたように。


  「でも、よく考えたら、たまちゃん馬鹿だから──どうせ失敗するもん。悪役に徹することも、わたしみたいな生意気な子供をすぐ始末することも、できない。どんな変てこな生き物ともすぐ友達になっちゃう。間抜けで優しい、たまちゃんだもん」


  　狼の牙はるるなちゃんに食いこんだまま、微動だにしなくなる。


  　それを確かめて、指先でなぞり、るるなちゃんは笑顔のまま。


  「まだ、わたしに魂たましいがなかったころ──それでも、この身体からだが覚えてるよ。たまちゃんは、自分よりも弱くて何もできない子供を見つけて、お姉さんぶるのが楽しかっただけかもしれないけど。わたしを抱っこして、いっしょに遊んで、たくさん話しかけてくれた」


  　ほんとに、このまま噛かみ殺されてもいい、というように目を閉じると。


  「そんな、たまちゃんには──無理だよ、すべてを食い殺しながら生きていくなんて」


  　静かに、語る。


  「あのミーミルの泉で、首領とかいうひとが語っていたとおり、日ひ留る女めに勝つにはあいつと同じ方法をとって、より強くなるしかないのかもしれない。でも、それはあの悪意に満ちた首領の思うつぼ──あいつを喜ばせ、あいつの目的を叶かなえてしまうだけ」


  　薄気味悪そうに、るるなちゃんは震ふるえる。


  「あいつには何か、理想とする世界があるんだ。わたしたちには、想像もつかないような──でも、それはたぶん他人のぬくもりのない、とても寂しい世界なんだ」


  　牙きばの隙すき間まで、己おのれの胸に手を添えて、訴える。


  「わたしには、日留女にはない心がある。お母さんが、くれた心が。その心を、押し殺して、兵器として生きていくのは嫌いやだ。ここで、たまちゃんを食べたら、もうわたしは人間に戻れない。お母さんの娘に、お姉ねえちゃんの妹に、戻れないんだ」


  「……それが、るるなちゃんの答え？」


  　たまが囁ささやき、身体からだからちからを抜いて──。


  　腕を元に戻すと、おもむろに、るるなちゃんを抱きよせた。


  　良い子良い子、とその後頭部を撫なでてあげる。


  　るるなちゃんは気持ちよさそうにしながら、ちいさな指先で、たまを抱きかえす。


  「あったかいよ」


  　たまの胸元ですりすり、と頬ほお擦ずりをした。


  　赤ちゃんには、可愛かわいらしさ以外に何もない。


  　でも、可愛らしいことすら武器として、外敵の攻撃を防ぐ。


  　これは、るるなちゃんの、今できる最大の攻撃だった。


  　誰も傷つかない、とても優しく崇すう高こうな、彼女のすべてだった。


  「この、あったかさを──爆弾にして戦うのは、それでも勝つためには仕方ないっていうのは、間違ってる。たまちゃんは、いらない子なんかじゃない。わたしや、希のぞ美みや、みんなみんな、このあったかさを失いたくなんてないんだ」


  　言うと、るるなちゃんはごく自然に、微ほほ笑えんだ。
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  　るるなちゃんの、せいいっぱいの答えに。


  　その魂をこめた、言葉に。


  　たまが困ったような、泣いちゃいそうな表情で何かを言いかけた──。


  　瞬間だった。


  　先ほど消えたはずの扉が、時計を巻き戻すようにして出現し、おおきく開いた。


  　そこから、誰かが飛びだしてくる。


  



  「残念ね、たまちゃんの負けよ」


  



  　言いながら姿を見せたのは、ごく平凡な小学生だ。


  　長い黒髪を三つ編みにして、子供服を血で染めているものの比較的に元気そうな、希のぞ美みちゃんである。


  　彼女はぴょんと跳はねるようにしてでてくると、周囲を見回し、あまりにも悲惨な戦場そのものだったので「げっ」という表情で怯ひるんだ。


  　そんな彼女を見て、るるなちゃんが目を丸くする。


  「あ、生きてた」


  「べつに死なないのよ。あの戦士たちの天国ヴァルハラでは、死んでも戦乙女ワルキユーレが生きかえらせてくれるみたいだったから──確実じゃなかったけど、それに賭かけたの」


  　相変わらず、度胸のある小学生である。


  　希美ちゃんはきびきびと歩み寄ると、血まみれのふたりを呆あきれたように眺めて。


  「たまちゃん、似合いもしない悪わる巧だくみはこれでおしまいよ」


  　背伸びして、たまの頭を撫なでてあげると。


  「ごめんね」


  　ぎゅっ、と抱きよせた。


  「たまちゃん、いつも明るいし、笑ってるから──こんなになるまで追いつめられるまで、気づいてあげられなかったのよ」


  　言ってから、気恥ずかしくなったのか、ぐりぐり、とたまの頭の側面を拳こぶしで圧迫する地味に痛そうなお仕置きをして。


  「でも、悩んでることがあったなら──相談してよ。わたしじゃ、頼りにならないかもしれないけど」


  「そんなこと、ないよ」


  　たまは、久しぶりに──太陽みたいに、微ほほ笑えんだ。


  　そしていつの間にか疲れたのか眠りこけているるるなちゃんを見て、ひょいと抱きあげると、そのつむじのあたりに頬ほおを寄せて。


  「ほんとはね、自分でも、どこまで本気だったかわかんないんだ──るるなちゃんのことが、憎かったのはほんと。食べて、そのすべてを奪ってやろうって、ちょっとでも考えなかったわけじゃないの」


  　困ったように。


  「でもね、たまのこと信じて──無抵抗で、るるなちゃんが歩いてきたとき。あぁ、たまには無理だなってわかったの。良い子じゃないけど、悪い子にもなれないんだって、わかったの。あのまま、可愛そうな子赤ずきんちやんを食べちゃうような、狼さんにはなれなかったよ」


  　すこしだけ悔しそうにしながらも、どこか晴れ晴れと。


  「でも何だか、たくさん叫んで暴れて──ちょっとだけ、すっきりしたお♪」


  「たまちゃんの『すっきり』のために酷ひどい目に遭ったわたしたちは、たまったもんじゃないのよ。まったく、反省しなさいよね？」


  　希のぞ美みちゃんがたまの背中を小突いて、くちびるを尖とがらせた。


  　それから何もかも馬鹿馬鹿しくなったのか、声をあげて笑い始めた。


  　退廃的な神殿に、子供たちの笑い声が響く。


  　もちろん、何も解決などしていない。


  　日ひ留る女めちゃんに対抗するための、方策ができたわけじゃない。


  　世界は確実に破滅に向かい、わたしたちの未来は暗雲に閉ざされている。


  　でも、雲の合間から差しこむ光のように──このとき、るるなちゃんが選んだ愚かしくも尊とうとい答えが、あの悪意に満ちた首領には想定できない、希望になるかもしれなかった。


  



  　黄たそ昏がれのあと、どれだけ深い夜よ闇やみが世界を満たしても、陽ひはまたのぼる。


  



  


  第十話／明日もがんばろうね


  



  　雪が、降っていた。


  　綿毛のような粉雪が、ふわふわと舞っている。


  　先ほどまでは快晴だったので、この急激な天気の変化はたぶん──るるなちゃんが天あまの岩いわ戸とを展開した弊へい害がいである。


  　わたしのときもそうだったけど、天岩戸が展開している間はこの国は霊的な冬になり、雪が降りつづけてしまうのだ。


  　たぶん、たまとの決戦で疲れきったるるなちゃんが深い眠りにつき、自閉して──身を守るために天岩戸を展開し、おまけで雪が降っている。


  　やや薄着だったわたしは風か邪ぜをひきそうで、くしゃみをしながら、小学校のそばでビニール傘がさを広げて立っている。


  　見たところ、小学校は『異界』から元通りになっている。


  　たぶん、つるぎあたりが『改変』し、後始末をしたのだろう。


  　元気よく、校門から小学生たちが帰宅していく。


  　そのなかに、眠りこけたるるなちゃんを背負った、たまもいた。


  　ふたりぶんのランドセルを両手にぶらさげつつ、るるなちゃんも落とさないように器用にバランスをとっている。


  　ときおり、どっちかがずり落ちそうになって、「わわっ」と慌あわててるけど。


  　横には希のぞ美みちゃんもいたけれど、塾にでも向かうつもりか──すぐに別れて、小走りに去っていった。忙しい小学生だ。


  　たまは、そのまま歩いてきて──わたしに気づくと、目を丸くする。


  「あっ、ママりん」


  「たま、ありがとう──るるなちゃんの、お世話をしてくれて」


  　言いながら、せめてランドセルだけでも持ってあげる。


  　たまは、何だかもじもじしていたけれど──すぐに、わたしと歩調をあわせる。


  　さくさくと、積もった雪を、靴くつで踏みしめていく。


  　しばし無言で進んで。


  　たまが、恐る恐る、こちらを見てきた。


  「ママりん、見てたんでしょ？」


  　何を？　と問いかえすほどわたしも無ぶ粋すいではなく、うん、と頷うなずいた。


  「ほんとに、ありがとうね──たま」


  　また感謝して、わたしは微ほほ笑えむ。


  「わたしじゃ、るるなちゃんを甘やかすことしかできないから。たまが、いろいろ教えてあげてくれて、助かっちゃった」


  　家族にしか、できないこともある。


  　でも、家族じゃできないこともあるはずだった。


  「これからも、るるなちゃんの友達でいてあげてね」


  　雪景色のなか、わたしは背伸びして、たまに雪がかからないように傘かさを差しだす。


  　この程度のことしか、できない。


  　今回、わたしはほんとに──何もできなかった。


  「たま」


  　でも、伝えられることはあるはずだ。


  「わたしをいつも、ママりん、って呼ぶよね。わたしは、たまのお母さんじゃないけど──あなたのこと、ほんとに可愛かわいく思ってるの。寂しくなったら、困ったことがあったら、次からは、ちゃんと相談してくれると嬉うれしいな」


  　たまの手のひらに、己おのれのそれを重ねて。


  　ぎゅっ、とめいっぱいの親愛をこめて、握った。


  「たまだって、まだ──ちいさいんだから」


  　言うと、たまは何だか照れくさそうに、寒さのせいだけでなく頬ほおを染めて。


  　天てん真しん爛らん漫まんに、いつものように、笑った。


  「ママりん」


  　噛かみしめるように、そう呼ぶと。


  「あのね──このまま、お手々を繋つないで、お歌を歌いながら帰ってもいい？　親子みたいに、仲良く、……たま、そういうの憧あこがれてたの」


  「そっか」


  　たまの、ほんの些さ細さいで──けれど可愛らしくも尊とうとい願いに、わたしは頷うなずく。


  　その程度の願いなら、わたしだって叶かなえられる。


  「でも、歌うのはいいけど、なるべく小声でね。るるなちゃん、起こしちゃうから」


  　言ってるうちにも、るるなちゃんは「むにゃ、むにゃ」と不ふ明めい瞭りような声をあげる。


  　うるさかったのだろう。


  　わたしのまだ幼い妹は、ほとんど寝ているような声で。


  「学校、楽しかった──疲れたけど」


  　わたしがそばにいることに気づいて、「ニヤリ」と笑うと。


  「また明日もがんばろうね、お姉ねえちゃん」


  　えっ、こんな騒ぎが毎日つづくの？


  　正直かなり勘弁してほしいけど、まぁ──いっか。


  　明日、この世界がどうなるかわからない。


  　何もかもが破滅に向かい、救いなどなく、もう二度と──こうして笑いあいながら歩くこともできないかもしれない。


  　だから、今だけは。


  



  
    了

  


  [image: ]


  あとがき


  



  　こんにちは。日あ日き日らです。


  『非』日常系スクランブル黙示録（？）『ささみさん＠がんばらない』第十巻をお届けいたします。と自分で書いてびっくりしますが、いつの間にやら巻数が二桁に突入してました。


  　日日日の貧弱な経歴のなかでは二桁はこれで三シリーズ目、デビュー作（新人賞受賞作）以外では初めてになります。考えてみればデビュー作以外でのメディアミックスも初めてなので、いろんな意味で励まされるというか、おおくのものを与えてくれた作品になりました。


  　などと最終刊か遺書みたいなこと言い始めてますが、シリーズはまだまだつづきます。


  　第十巻は位置づけ的には『三年生編（あるいは『月つく読よみ日ひ留る女め編』）』のクライマックスに向けての助走で、いわゆる『破壊神編（あるいは『終末編』）』のおおきな節目に位置します。


  　圧倒的強者として君臨している日留女ちゃんに対して味方側の陣営を整えつつ、さりげなく敵の陣営を削り懸命に抵抗している、激戦の巻ですね。第八巻において登場した日留女ちゃん側の難敵『破壊神』たちに折りあいをつけ、傷つきながらも兵へい站たんを整え、何とか戦える状態になっていざ日留女ちゃんとのラストバトル──といった趣おもむきです。


  　視点としては『傍観者視点』というか、『お兄ちゃん監視ツール』あらため『るるなちゃん監視ツール』を用いることによって第一巻に原点回帰したような感じです。あのころは鎖々美さんが『最高神のちから』をもっていたためそれでも世界への影響がおおきかったのですが、今回はほぼ完全に蚊か帳やの外。やきもきしながら見守っている、保護者視点、みたいな。


  　その代わりに、るるなちゃんを中心として小学校を舞台にして、邪や神がみ三姉妹のなかで唯一──高校にいないためにふだん鎖々美さんと同じ時間を共有しなかった、三女たまを掘りさげてあげられました。いつも笑顔な良い子の、一世一代の大おお喧げん嘩か。


  



  　以下、謝辞です。


  　メディアミックス関係のあれこれが膨大に押し寄せるなか、精力的にこの作品の編集をしてくれる担当の星野さん。これまたいつになくテンポの早い刊行ペースのなか、愛らしくも美しいイラストでこの世界を彩ってくれる絵師の左ひだりさん。シャフトさんを中心としたアニメ関係の皆さま、週刊連載という偉業を達成しつづけている漫画版の西にし川かわ彰あきらさんにも感謝を。


  　次回はついにＶＳ日留女ちゃん、つまり扱う神話は基キリ督スト教（救世主神話）です。資料の海で溺れそうですが、最大限の『非』日常で読者の皆さまをお待ちしております～。


  　ではでは、次回もまた『がんばって』まいりましょう。


  



  
    日日日

  


  日日日


  Akira


  



  るるなちゃんの名前は「月（ルナ）」ですが、留座の名前が「負け犬（ルーザー）」なのは比較的どうでもいい裏話。


  公式ＨＰ「あたしら憂鬱中学生」


  http://id37.fm-p.jp/213/atashira/
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